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プロローグ







　視界が紅あかく染まっていた。

「……はあッ……はあッ……」

　見えているのは、そう特異なものではない。

　延々と続く腐ふ葉よう土どの地面と。その上に生える沢たく山さんの樹木と。そしてそれらの葉や梢こずえの間から透すけて見える青空と。

　別に珍めずらしくもない――典型的とも言うべき森の中の風景だ。事実としてディディプリスの周りに在るのは、ただそれだけのものだった。殊こと更さらに深くもない。特別に暗くもない。地形は平へい坦たんで、急な坂や崖がけも見あたらない。余人の眼にはむしろ散歩に適する様な――安あん穏のんとした情景にさえ映ったかもしれない。

　だが追われている身にとって、それは悪意に満ちた魔ま窟くつに等しい。

　真っ直すぐに走れない。躓つまずくものに事欠かない。どうしても逃にげ足は鈍にぶる。

　その癖くせ――身を隠かくしきる程の物もの陰かげは無い。

　最悪だ。

　分かってはいたが他に逃げ込む場所が無かった。

「……はッ……ッ……」

　呼吸が荒あらく鼓こ動どうも早い。

　全身の血管が今にも破は裂れつしそうだった。あるいは……視界が赤黒く染まっているのは、既すでに眼の周りの細かな血管が破裂しているからなのかもしれない。

　最も早はや、色々な意味で限界が近いのはディディプリス自身にもよく分かっている。

　元々彼女は屋や敷しきの外を殆ほとんど知らない。永い監かん禁きん生活は彼女の身体からだから体力というものを奪うばい去っていた。否――それを育て、身に付ける事さえ許さなかった。物心ついた時から彼女はずっとカゴの鳥だったのだから。

　自分で何かを決めた事すら無い。

　予あらかじめ、全ては彼女のあずかり知らぬ処で決まっていて……彼女はそれに従う事を望まれるだけだった。その事に彼女は違い和わ感かんや不満を覚えた事は無かった。

　そんな娘むすめが逃とう亡ぼう生活など――元より無理があったのだ。

　まして現在、追い縋すがってくる相手は、ある意味で専門家――言うなれば哀あわれな獲え物ものを追い立てて捕とらえる『猟りよう犬けん』である。ディディプリスの様な素しろ人うとが逃げ切れる相手ではない。

　むしろ此こ処こまで逃げてこれた方が、奇き跡せきに近い幸運と言えた。

　恐おそらく自分は逃げ切れないだろう。

　その程度の覚かく悟ごは、あの屋敷から逃げ出した時点で出来ていた。

「はあっ……はぁっ…………」

　いびつな生理構造を備えた自分の身体が恨うらめしい。

　一体何の必然が在って、自分の様な存在が此の世に居るのだろうか。自分が生まれてきた事に何の意味が在るのだろうか。ディディプリスは何処まで行っても異常で異い端たんな自分自身をよく自覚していた。

　だが――それでも。

　否。それだからこそ。

「……はあっ……」

　腕うでに掛かかる重みを、ディディプリスは誇ほこりにすら思う。

　自分が抱だき護まもり運ぶこの――愛いとし子を。

　未まだ生まれて一年にも満たない赤ん坊は、急きゆう拵ごしらえの粗そ末まつな産うぶ着ぎに包まれ、更さらにその上から毛布にくるまれて、すやすやと眠ねむっている。切せつ迫ぱくした状じよう況きようなどまるで知らずに眠るその顔は、どこまでも無む垢くでひどく愛らしい。

　そういえば……この産着を作ってくれたアルビダは無事だろうか。

　ディディプリスがあの屋敷を逃げ出す際にも手を貸してくれた、あの気の良い家政婦の中年女性は……ディディプリス逃亡の責を問われて、酷ひどい目に遭あわされていないだろうか。逃げ出した当時はただただ必死で、彼女の事を顧かえりみる余よ裕ゆうさえ殆ど無かったが――今更になってディディプリスは気になった。

「はあっ……」

　……本来それは、予定された事ではなかった筈はずだ。

　故にディディプリスが身み籠ごもった時には、彼女自身が誰よりも驚おどろいた。自分の身体が子供を宿す機能を備えているなどと……思ってもみなかったからだ。ただ男を誘ゆう惑わくする為ためだけに自分は女の身体と精神を与あたえられているのだとばかり思っていたし――事実その通りであったろう。

　だからこれは誰にとっても想定外の出来事だった。

　それを『事故』と呼ぶか。『偶ぐう然ぜん』と呼ぶか。『奇跡』と呼ぶか。それは事実を見た者の心の持ちようではあるだろう。それを否定的に認識すれば『事故』であろうし、無関心が導き出す認識は、単にそれを『偶然』と断じるだろう。

　だがディディプリスは『奇跡』だと思いたかった。

　生まれてきたこの子供を――誰に望まれた訳ではない子を、しかしディディプリスはこんなにも愛しいと思う事が出来たのだから。ディディプリスに、本来は必要なかった筈の母性が、この子を護れと彼女に促うながし――彼女はこうして自らの未来と引き替かえに、この子を逃にがそうとしているのだから。

　だから……これは『偶然』でも『事故』でもなく『奇跡』と呼ばれるべきだった。そう呼んで祝福されるべきだった。

　忌いみ嫌きらう者は居るだろう。

　呪のろう者さえ居るだろう。

　だがそれでもディディプリスはこの子を愛しいと思ったし、彼女に手を貸してくれたアルビダも『この子は死ぬべきではない』と思ったからこそ、危険を承知で鍵かぎを掛け忘わすれてくれた。それだけでも『奇跡』と呼ばれるに充じゆう分ぶんな愛情と信しん頼らいがそこに在ったのだとディディプリスは思う。

　だから――

「……御お願ねがい……誰か…………」

　祈いのっても詮せん無ない事は分かっている。

　神は居ない。少なくとも世間一いつ般ぱんで知られている様な神は。

　彼女を追ってきているのはその神の従じゆう僕ぼくを自じ称しようする者達なのだから。公明正大な神が本当に居るのならば――先まず己の従僕を勝手に名乗る彼等に神しん罰ばつが下る筈だった。

「……はあっ……はあっ……」

　前述の通りディディプリスが走っているのは森の中だ。

　追われ追われて逃げている内に追い込まれた格かつ好こうである。此こ処こでは第三者の助けは到とう底てい期待出来ない。

　此処は一体何処だろう。

　最も早はや自分がどの辺りに居るのかすら、ディディプリスには分からない。それどころか北がどちらかも分からない。とにかく止まっていれば捕つかまる。だからただ走るしかない。

　しかし……

「…………」

　唐とう突とつに辺りが開ける。

　泉――だ。

　ディディプリスとしても立ち止まらざるを得ない。

「……こんな……処に……」

　彼女の逃とう亡ぼうを阻はばむかの様に、清せい浄じような水の領域が広がっていた。
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　木こ漏もれ日が幾いく条じようも差し込み、水面を鮮あざやかに彩いろどっている。こんな状況でなければきっとディディプリスは感かん嘆たんし見とれた事だろう。それはとてもとても美しい情景であった。

　そして……

「……お墓？」

　ふと自分の傍かたわら――足元に在るものが単なる岩の塊かたまりではなく、人工的に削けずりだされた石せき碑ひなのだとディディプリスは気付いた。そしてその形状と刻まれた文字からすれば、その下に誰かが葬ほうむられているらしい事も。

　こんな森の中に一体誰が……？

　勿もち論ろんそんな詮せん索さくをしている余裕はディディプリスには無い。

　ただ彼女はその墓ぼ碑ひが殆ほとんど汚よごれていない事に気付いた。

　つまり――

「…………」

　此処には人が来る。

　それも比ひ較かく的てき頻ひん繁ぱんに――だ。

　ならば……

「…………ごめん、ね」

　そう告げるとディディプリスは我が子を包んでいる毛布を一枚剥はぎ取った。




　　　●




　男達には多少の油断が在った。

　素しろ人うと相手の追つい跡せきと捕ほ獲かくなど、彼等にしてみれば簡単な仕事である。鼻歌交じりにでもこなせるだろう――勿もち論ろん彼等は決して鼻歌など歌いはしないが。彼等は『猟りよう犬けん』だ。その必要が無ければ吼ほえる事さえしない。ただ黙もく々もくと相手を追い詰つめるのみである。

　だが……

「……さて」

　男達の一人が呟つぶやく。

　誰が呟いたかに意味は無い。仕事の間、彼等は全員で一いつ匹ぴきの獣けものだ。互たがいに連れん携けいして遅ち滞たいなく行動し獲え物ものを追い詰める。誰かの呟きは全員の呟きでもあった。

「そろそろ人目も絶えた」

「だがこの辺りは既すでにアビアス王家の御ご領りよう地ちだ」

「長居しては余計な揉もめ事を背負い込む事に」

「何にしても頃ころ合いだ。狩かるぞ」

　短く応じる声が幾つか。

　男達の一人が左手の袖そでをまくる。

　ゆったりした袖そで口ぐちから出てきたのは折り畳たたまれた小型の弓である。左手首に革帯で固定されているのだ。

　続けて左手を軽く振ふる動作を受けて、それは自ら展開。最後に右手が弓を押して弦げんの張りを確保しつつ、金具を填はめると準備完かん了りようである。暗器と呼ぶには少々大おお袈げ裟さな隠かくし武器だが――その分、射程と威い力りよくは大きい。

　手品の様に右手の指が何処からか短い矢を掴つかみ出し――弓につがえる。

　気配は先程から捉とらえたままだ。視界から消えてもこれでおおよその位置は探さぐれる。

　他の男達も懐ふところから短たん剣けんや寸鉄を取り出す。

　いずれもこれ見よがしな大型のものは一つもない。要するに胸元に呑のんで相手に近づき、隙すきを見計らって必殺の一いち撃げき……明らかに暗殺者の使用に特化した代物ばかりだった。

　男達は最早、武器を隠す事も無く四方八方から目標である娘むすめに近付いていく。

　やがて――

「…………居た」

　娘は泉の畔ほとりに立ち尽つくしていた。

　恐おそらく絶望で身が竦すくんでいるのだろう。小さいとはいえ泉は泉――迂う回かいしていればすぐに追いつかれるし、泉に真っ直すぐ入っても結果は同じだ。浅くても地面を走る様には移動出来まいし……深ければ胸に抱だいた赤ん坊共々溺おぼれるだけだ。娘に泳ぎの技術は無い筈はずだった。それどころか海や川を見た事さえ無かっただろう。

「…………」

　布を巻かれた弦は殆ど音も立てず……しかし掌てのひら程の長さの矢を必殺の速度で射ち出した。

「……あうっ……！」

　娘がよろめく。

　可能であれば生け捕どれとの命令だった為ために、狙ねらったのは足だった。娘の太ふと腿ももに矢は半ば以上食い込んで止まる。娘は姿勢を崩くずして――

「……！」

　男達の間に短い驚おどろきの吐と息いきが漏もれる。

　娘の腕うでを離はなれた毛布の包みは、そのまま彼女の側に広がっていた水面に落下した。

　ばしゃんと飛沫しぶきを散らして、包みは泉の中へ沈しずんでいく。

「――まずいか？」

　これは明らかに予定外の事態ではあった。

　だが――

「いや。赤子の方は殺せとの命令だ」

　男達の間に短いやり取りがかわされる。

　その口調には悲ひ壮そう感かんも無ければ緊きん張ちよう感かんも無い。日常的に他人の生き死にに干かん渉しようする彼等にとって、人の命とは枯かれ葉は一枚程度の重さしかない。生命とは首を折り、喉のどを刺させば消える――ただそれだけの現象であってそれ以上でもそれ以下でもない。

　男達は娘を捕とらえようと木々の間から出て泉に近付いていく。

　そこで――

「――ッ!!」

　声にならない声を上げながら娘が――跳はねた。

　男達の一人に向かって飛び掛かかる。

　今まで逃にげるばかりだった無力な娘の、唐とう突とつな反はん撃げきであった。だが……無力の代名詞とも言うべきウサギとて、追い詰められれば猟犬を後ろ脚あしで蹴けり殺す事があるという。追い詰つめられた娘が反撃に転じるのはむしろ必然とも言えた。

「――くっ」

　飛び掛かられた男の一人が咄とつ嗟さに短剣を掲かかげる。

　娘を体たい捌さばきでかわそうとして、しかしかわしきれず――娘の動きはまさしく追い詰められた獣けもののそれだった――男と娘は手足を絡からめながら地を転がった。

　揉もみ合うこと――数すう瞬しゆん。

　やがて動きを止めたのは娘の方だった。

　男は立ち上がり、身体からだに付いた土を払はらい落とす。

「――可能で在れば生け捕れとの命令だったが」

　男達の一人が呟つぶやく様に言う。

　娘は――喉に短剣を突つき刺されて絶命していた。

　開いたままの瞳ひとみが、意味の無い虚うつろな視線を虚こ空くうに注ぎ続けている。

「いや……それが」

　応じる男の口調にわずかな当とう惑わくの響ひびきがあった。

「まるで……自分から死にに来たかの様だった」

「…………」

　対する仲間達は無言。

　勿もち論ろん――感かん慨がいに耽ふけっている訳ではない。ただ単にこの状じよう況きようを任務達成と見るのか、失敗と判ずるべきなのか考こう慮りよしているだけの事だ。

　やがて――

「可能で在れば――だ。問題は無い」

　男達の誰かがそう言い、他の者達も頷うなずく。

　既すでに事切れている娘むすめに男達は歩み寄ると、一人が持参していた麻あさ袋ぶくろに娘の遺体を収容して担ぐ。他の者達は目もく撃げき者しやが居ないかと周囲を警けい戒かいしていた様だったが――

「――赤ん坊はどうする？」

「必要ない。殺せと言われただけだ」

　その言葉に他の者達が揃そろって頷いた。

　未まだ一歳さいにも満たない赤ん坊――たとえ浅かろうか清かろうが水に落ちれば命はあるまい。確実に殺せていれば、それ以上は望む必要が無い。むしろこのアビアスの御ご領りよう地ちから可か及きゆう的てき速すみやかに離り脱だつする事の方が、彼等にとっては重要だった。

「では」

「では」

　男達は頷きながら引き上げを開始する。

　娘を遥はるかに上回る速度と安定ぶりで、彼等は木々の間を駆かけ抜ぬけていき――そして消える。一人残った男が地面に散った血や乱らん闘とうの跡を素早く消してから、やはり消える。

　後には何も残らない。

　ただ赤ん坊の沈しずんでいった辺りから、細かな泡あわが水面に浮うかんでは弾はじけているだけだった。

　そして。

　どれ程の時間が経過したのか定かではないが……

　………………




「……この様な……場所に……？」

　さくさくと蹄ひづめが土を踏ふみ締しめる音と共に――泉に近付いてくる騎き影えいが二つ。

　騎影は、やがて泉の畔ほとりに建てられた墓標の前で停まった。

「……これが……？」

「――あれ自身の希望でな」

　かわされる言葉は男女のものだ。

「あれは……派手な事や騒さわがしい場所が苦手だったのでな……つくづくアビアスの王おう妃ひなどという役には……似合わない女だったよ……」




　この後――

　やってきた男女は、ディディプリスが木の虚うろに隠かくした赤子を見つける事になる。

　勿論、ディディプリスが取り落とし泉に沈んだのは、彼女が土を詰めてそれらしく形を偽っただけの、毛布の塊かたまりに過ぎない。

　彼女は……賭かけたのだ。

　確実な死よりも僅わずかな生の可能性に。木の虚に隠された赤ん坊を、近々この場にやってくるであろう誰かが、発見してくれる可能性に。

　それは無む謀ぼうとも言うべき賭けであったろう。

　だが彼女はその賭けに勝つ事になる。

　勿論――ディディプリス自身がその結果を知る事は、永遠に無かった訳だが。




「今日からお前は……私の娘だ」




　自ら死して口を塞ふさぎ我が子を逃にがす……このディディプリスの覚かく悟ごが、本来ならばこの時に死んでいた筈はずの赤ん坊に未来をもたらした。それは他者の思おも惑わくによって生み出され、他者の思惑によって生かされてきた彼女が、たった一度だけ自らの力で異を唱え、変え得た未来であった。

　そして。

　十数年後――この赤ん坊は成長し母親の面おも影かげを色いろ濃こく継ついだ美しい少女となる。

　ナナ・アン・アビアス。

　即すなわちアビアス王国国王・バルテリクの愛まな娘むすめとして…………







第一章　潜行と錯綜







　街道は何処までも何処までも平和だった。

　空は晴れ、陽は光り、のどかな空気が辺り一面に広がっている。

　街道の左右に広がるのは、見晴らしの良い野原である。逆に言えば野原の真ん中を、雑草で埋うまってしまわない様に石と砂じや利りを敷しき詰つめた道が貫つらぬいているだけとも言える。

　時折、道の脇わきに立てられた標識――『ヘテル村まであと四マール』とか『この先休きゆう憩けい所じよ在り』といったもの以外は、人工物もあまり見受けられない。ひたすらだだっ広い景色の中を、行商人の馬車や、街と街を結ぶ駅馬車が擦すれ違ちがう様子が見られる位で……街や村からも距きよ離りの在るこの辺りは、徒歩の人ひと影かげは殆ほとんど無かった。

　そんな中――

「…………」

　局所的に陰いん々いん滅めつ々めつとした空気を漂ただよわせながら進む、一台の馬車と一組の騎き馬ばが在った。

　既すでにアビアス王国首都より遠く離はなれたこの地では、知る者もほぼ皆かい無むだが――馬車は先日、アビアス王城ハスティフォリアル城から出発した、ナナ王女の乗る『処女喪そう失しつ旅行』用の旅装馬車である。

　勿もち論ろん、下品なノボリやら何やらは既に取り払はらわれており、それと知らねば街道を行き来する同様の馬車に紛まぎれて、本来その外見からは、特に目立つものではない。

　騎馬の方も同様だ。

　だが――

「…………」

　何というか、どんよりと澱よどんだ空気をまとわりつかせているのは、擦れ違う馬車や騎馬の者達にも分かるのか……大たい抵ていの者が怪け訝げんそうに振ふり返っていく。まるで葬そう列れつの様な雰ふん囲い気きを引きずりながら、黙もく々もくとその馬車と騎馬は街道を進んでいた。

　御ぎよ者しや台だいに乗っているのは、旅装用のマントを帯びた人影である。ただし人と眼を合わすのを避さけるかの様に何処か俯うつむき加減な上に、フードを目ま深ぶかに被かぶっていて、その容姿は判然としない。これは騎馬の男も同様である。

　何か悲しい事でもあったのか。

　擦れ違う者達はただその様に感じ――しかし殊こと更さらに尋たずねるでもなく、一度振り返る程度でその陰いん気きな馬車と騎馬を見送った。

　そして……

「……そろそろ限界かしらね」

　御者台の上の娘むすめが呟つぶやく様に言う。

「これ以上は、いくらなんでも気付くでしょう」

　傍かたわらで馬を進めていた騎き手しゆも小さくフードの中で頷うなずいた。

「まあ……この辺で良かろうよ。充じゆう分ぶんに時間は稼かせいだ」

「そうね」

　何らかの合意に達したらしい。

　そして御者と騎手はそれぞれ自然な動作で深く被っていたフードを取り払う。あくまでもふと思い付いたかの様な風情で――その素顔を陽光の下に晒さらした。

　勿論それは、ただそれだけの事だ。

　何が起こるでもない。

　事実としてはフードを目深に被っていた旅人達が、ただそれを脱ぬいだというだけの事でしかない。そこに特別な意味を見出すのは、特別な事情を抱かかえて彼等を見ていた者だけであろう。

　例えば――その馬車と騎馬を、てっきりナナ・アン・アビアスとその従者一行だと思い込んで監かん視ししていた様な者達にとっては、それは、衝しよう撃げき的てきな事実であろう。

「…………さて」

　騎手を務めていた中年男は薄うす笑わらいを浮うかべて言った。

　元より旅装は体型を誤ご魔ま化かしやすい。

　フードを被って顔さえ晒さなければ、大まかに背せ格かつ好こうが似ているだけで、他人になりすますのもそう難しい事ではない。ましてや姿無き監視者の側からすれば――一方的に相手を見つめつつも、自らは常に物もの陰かげから物陰へと移り続ける事を強しいられる側からすれば、どうしても視線を送る角度は限られる。死角は常に生じ得うるし、短い時間なら見失う事も在る。

「アピストや、他の仲間を殺された仇かたきを直接討てないのは残念だけど」

　と御者台の娘が言った。

　もしグラギリス要よう塞さい――もといグラギリス公こう爵しやく邸ていの一部始終を観察していた者ならば、そして細部にわたる諸もろ々もろまでに記き憶おくが行き届く者ならば、その娘がギルレット公爵邸で働いていたメイドの一人であると気付いたかも知れない。

　もっとも、今いま更さらその事に気付いた処で何の益も無い。監視者はただ謀はかられた己の間ま抜ぬけさに歯は噛がみするだけの事である。

「精々焦あせって捜さがすがいいさ。ま――そろそろ姫ひめ様達はお前達の本ほん拠きよ近くまで着いているだろうがね」

　と馬の背の中年男が言う。

　こちらもギルレット邸ていの庭師をしていた男である。

「上手うまく行くといいけどね」

「うむ」

　頷き合う娘と男。

　彼等は揃そろって彼方かなたの方角を――ナナ姫やその従者一行達が居るであろう何処かの上にも広がっている、遥はるか遠い空を見み遣やった。




　　　●




　クアプランテ大陸における長距離移動手段、輸送手段の基本は――永年、馬車か、さもなくば船せん舶ぱくであった。この二つの移動手段、輸送手段にはそれぞれ欠点が在って、互たがいが互いの欠点を補う様に並列的に利用されてきた。

　例えば馬車は比ひ較かく的てき小回りも利くし製造費用も比較的少額で済む。だがその一方で積せき載さい量りようには厳然とした制限が在った。

　例えば船舶は馬車を大きく上回る積載量を誇ほこるが、その一方で当然、水の無い場所には行けない。なので、海岸線から遠く離はなれた内陸部には結局の処、何台もの馬車で分割して荷物を運び込むしかなくなる。

　故に――

「ちょっと信じがたい位ね」

　と――ナナは言った。

　ナナ・アン・アビアス。アビアス王国の王女。

　綺き麗れいな……とても綺麗な少女だ。

　全体的な彼女の印象を端たん的てきに言えば『白』という事になる。元々白い肌はだに加えて髪かみは銀ぎん髪ぱつで着ている衣装も白を基準にしている為ため――明るく清せい楚そな印象が強い。目鼻立ちはすっきりと整い、特に紺こん碧ぺきの瞳ひとみは大きく鮮あざやかだ。一見して非常に印象的な少女でもあった。

　未まだ幼い印象を何処かに引きずってはいるものの――数年後には誰もが認める美女に成長するであろう事は、ほぼ間ま違ちがいない。

　ただし……ただ単に『美人』と評するだけでは、この少女の容姿の全てを表した事にはならない。

　ナナには、他の者にはまず有り得ない際立った特とく徴ちようが備わっているからだ。

　即すなわち――左右に張り出して尖とがった耳と。そして尻しりから延びる尻尾しつぽと。

　まるでミリオフィラム教会がその教典の中で語る『悪あく魔ま』の姿そのままであるかの様に。

　淫いん魔まサキュバス。

　彼女は既すでに事実上絶ぜつ滅めつした――伝説と化した種族の末まつ裔えいなのだった。そもそもサキュバスはその実在すら疑問視する者も居る超ちよう稀き少しような種族である。旧ふるい旧い文ぶん献けんにその名を残すのみで、そもそもナナの他に生き残っているサキュバスが居るかどうかすら怪あやしい――いや絶望的と言っても過言ではない。

　そんな彼女がどうしてアビアスの王女なんぞをしているかについては、また色々と王室絡がらみの極めて個人的な事情が在る訳だが……まあそれはさておき。

「なんかこう――世界が変わる感じ」

　車窓の向こうを流れ飛んでいく風景を見つめつつ、ナナはそう言った。

　彼女が乗っているのは鉄道であった。

　正確に言えば蒸気機関車に牽けん引いんされる十台の列車――その中でも客車ではなく、貨物車の片かた隅すみに彼女は居るのである。

　元々旅客用に作られたものではないので、内部は殺風景の極み、内ない壁へきは鋼鉄がむき出しの部分も多く、窓の類たぐいは換かん気き用程度のものしか備わっていない。

　だが鉄道を利用するのは初めての彼女にはあまり気にならないらしく、乗ってからは興味深そうにあちこちを眺ながめ、最終的に換気窓の近くに積み上げられた木箱の上が彼女の席となった。そこに腰こし掛かけてずっと窓の外を眺めているのである。

　「御ご慧けい眼がんですね」

　頷うなずいて応じるのは――こちらも並ならぬ器量を備えた娘むすめである。

　ナナ姫ひめとはある意味真逆。美人ではあるがその方向性が違ちがう。

　小こ柄がらな容姿に少女の可か憐れんさを多分に漂ただよわせるナナに対し――こちらは長身痩そう躯くに充じゆう分ぶんな色いろ艶つやを備えた大人の女性である。痩やせてはいても貧相ではなく、むしろその胸と腰こしは豊満と言っても良い曲線を描えがいている。癖くせのない長い黒くろ髪かみや、清潔感の漂う衣装の組合せは、多すぎず、少なすぎず、上品すぎず、下品すぎず――絶ぜつ妙みようの艶あでやかさをこの娘に与あたえていた。

　コリン・クリプトというのが彼女の名前であった。

　ナナ姫の御お側そば衆しゆうの一人――つまりは身の回りの世話を焼く侍じ女じよであり、同時に身の安全を確保する護衛役も兼かねた娘だ。

「この鉄道によって随ずい分ぶんと経済的な流通事情が変わってきています。恐おそらく十年後には随分と人々の生活も変化していると思いますよ」

「いやまあそこまで難しい事を言った積もりは無くてね」

　苦笑してナナが言う。

「馬でもこんな速度で、長時間移動は出来ないし……何だか動く建物の中に居る様な、不思議な感じなのよね」

「ああ……」

　コリンが頷く。

　確かに鉄道を利用するのが――汽車の類に乗るのが初めての者には、そういった違い和わ感かんも出てくるだろう。普ふ通つうではまず体験する事の無い速度である。その車窓から見る風景も自然と特有のものになる。

　更さらに言えば絶え間なく続く震しん動どうや、漂ってくる蒸気、石炭を燃やす際の臭しゆう気き、時折響ひびく汽笛の音……そういった諸もろ々もろのものは、独特の雰ふん囲い気きを創り出す。いずれも初体験であれば戸と惑まどうに違いない。

　まして……これでなかなかナナ姫は箱はこ入いり娘である。

　ハスティフォリアル城の付近では、今日は野の駆がけ、明日は城下街視察――という名の買い食い――と、色々飛び回っていたナナだが、バルテリク王のお膝ひざ元もとである王都から出たのはこれが初めてだ。当然、鉄道に乗るのも初めてどころか、機関車を実際にその眼で見たのも初めてだ。

　そもそも未まだ鉄道はクアプランテ大陸においても比ひ較かく的てき目新しい交通手段であり、内陸部においてはその存在を知らない者も少なくない。アビアスにおいても王都までは路線が達して居らず――これは用地確保や燃料たる石炭補給や、蒸気機関用の水の補給その他、鉄道の敷ふ設せつに関して色々と満たさなければならない条件があるからで、これは旧い都市になればなるだけ難しくなってくるのだが――乗車賃が未だそれなりに高額な事もあり、一度も乗った事の無い国民が大半ではあるだろう。

　将来有望なれど、まだ各種移送手段の主力には至らず。

　これがアビアスをはじめ、クアプランテ大陸各国における鉄道の認識だ。

　とはいえ……

「ま――未だ馴な染じみの無い者も多いが、だからこそ〈教会〉の思おも惑わくの裏をかける」

　そう言ったのは貨物車の反対側――やはり木箱を幾いくつか積んだ処に座っている、小柄な初老の男であった。ずんぐりむっくりの体たい躯くといい、その上に帯びる作業着といい、頭頂近くまで禿はげ上がった髪かみといい、全体的にどこぞの農夫か工員の様に見えるが――この男性、れっきとした大貴族である。

　アビアス王バルテリクの遠とお縁えんにして元アビアス軍将校、戦争経験そのものが少ないアビアスにおいては極めて珍めずらしい『英えい雄ゆう』……ギルレット・バー・アン・グラギリスその人であった。

　ナナが『叔お父じ様さま』と呼ぶ人物でもある。

　彼の周りにはやはり作業服に身を包んだ男女が二名ずつ立っている。ギルレットの軍人時代からの部下であり、現在はグラギリス邸ていの執しつ事じや庭師や家政婦をしている者達だ。否――既すでにグラギリス邸は無いのだから『していた』と言うべきか。

　グラギリス邸は一夜にして完全に壊かい滅めつした。

〈教会〉――ミリオフィラム教教会秘蔵の『生きた奇き蹟せき』こと〈練金天使〉によって滅ほろぼされたのだ。勿もち論ろん家屋の他にグラギリス邸の使用人数名と、この〈練金天使〉を止めに来た教会の修道士二名の死者が出ている。

　その後のギルレットの決断は早かった。

　彼は〈練金天使〉が未だ自分達に対する『脅きよう威い』として生き残っている可能性を考こう慮りよ、ナナ達や生き残った部下を連れて現場を離り脱だつ――即そく座ざに近くの街で馬車や鉄道の手配を済ませ、翌日の夜にはこうしてナナ達や四名の部下と共にこの貨車へと乗り込んでいた。

　電でん撃げき戦せんを得意としてきたギルレットらしい手早さだった。

「まさか儂わし等らが鉄道で、しかもこんな貨物車で移動しとるとは思わんだろ」

「……でしょうね」

　とコリンが頷うなずく。

「それも自分達のお膝元に向かって」

　そう。

　今現在――ナナ達が向かっているのは〈教会〉の聖地バコパ高原であった。

　元々バコパ高原へは行く予定ではあった。〈教会〉の方から王国国民を人質にとる様な形で『聖地に来い』との脅きよう迫はくが在ったからだ。だが具体的な期日は指定されていなかったし、未だ人死にが出ていなかった事もあって、ナナ達の側にはある種の楽観が在った。

　しかし……〈練金天使〉の襲しゆう撃げきにより現実に死者が出た事で、ナナ達は自分達の考えが甘あまい事を知った。更に、〈教会〉の側にもナナを問答無用で抹まつ殺さつしたがっている勢力と、これを阻はばもうとする勢力が在る事をも知った。

　これは極めて危険な状態だ。

〈教会〉側の意見が統一されていない――それどころか対立する勢力が存在する以上、聖地バコパ高原に行こうと行くまいと、更に被ひ害がい者しやが出る可能性が在る。おとなしく一方に従っても、もう一方の神経を逆さか撫なでしてしまう可能性が高い。

　勿論そんな事は気にせず何処かに逃にげるという選せん択たく肢し――ハスティフォリアル城に戻もどるという選択肢も在るには在った。

　しかし……

『これ以上もう犠ぎ牲せい者しやを出さないように、相手の本ほん拠きよ地ちに乗り込んでケリをつけたい』

　そう言い出したのはナナ本人だ。

　無む謀ぼうというか無茶というか――命を狙ねらわれているナナ本人の、積極的に過ぎるこの考えに元軍人のギルレットが乗ったのは、しかし血迷った訳でも耄もう碌ろくした訳でもない。

　意外に悪い考えではないと、彼も判断したからだ。

　そもそも王国国民をこれ以上巻き込むべきではない、との判断はギルレットも同じなのである。

　元々〈教会〉が狙っているのが『アビアスの王女』なのか『個人としてのナナ』なのかが分からない。前者であればそれはアビアスの国権の否定であり――国を挙げての戦争となるが、後者であるのならば国民を巻き込むのは筋すじ違ちがいだろう。

　またアビアスにもミリオフィラム教会の信者は居る。

　しかし恐おそらく彼等の大多数は今回の謀ぼう略りやくとは無関係だ。

　となると――公にミリオフィラム教会と敵対するのは得策ではない。また表立ってミリオフィラム教会と敵対関係に在る事を表明すると、かの宗教を国教としている様な国――かつてのラディカン帝てい国こくもそうだったが――ともアビアスは敵対する事になる。

　そうなればどう上手うまく立ち回っても百人単位の死傷者が出る。

　戦争になれば、さらにその数十倍――否、数百倍の死傷者が出る。

　国家組織やそれに類する規模の集団が、正面切って敵対するとはそういう事だ。

　それだけは避さけたいとナナは考え、ギルレットもそれは得策ではないと判じたのだ。

　そして……ナナ達は行動に出た。

　先にナナ達が採っていたのとは全く逆、完全に姿を消し、教会の追つい跡せき者しやの眼を眩くらます事で身の安全を確保すると同時に――相手がナナ達の位置を把は握あく出来ずに混乱しているその隙すきに、相手の本拠に接近して中ちゆう枢すうに干かん渉しようする。

　それが理性的な和平交こう渉しようなのか、暴力的な実力行使なのかは未まだ分からないが。

　まさか〈教会〉側も、ナナ姫ひめ達を見失った途と端たんに無差別殺さつ戮りくに走る程、手て駒ごまが余っている訳でもあるまいし、無分別な連中ばかりでもあるまい。内部で意見が分ぶん裂れつしているらしいのがその証しよう拠こであった。

　また……いざバコパ高原の聖地に乗り込んでしまえば、むしろ分裂した勢力の間で上手く立ち回る事で相手の双そう方ほうの勢力を削そぎ、混乱に陥おとしいれる事も可能だ。

　そもそも、こうした電でん撃げき的てきかつ奇き襲しゆう的てきな戦法はギルレットの得意とする処だ。

　故に――こうしてナナ達は鉄道を利用してバコパ高原に向かっている。

　ちなみに……

　バコパ高原に向かうには、鉄道は実は遠回りになる。

　ハスティフォリアルに戻るにしても同様だ。

　鉄道の敷ふ設せつに関しては前記の通り政治的、経済的、地理的、そして技術的な制約がついて回る。何処にでも好きな様に路線を引けるという訳ではない。グラギリス公爵邸こうしやくていからバコパ高原にしてもハスティフォリアルにしても、真っ直すぐ向かうのならば鉄道は選択外になってしまう。

　だからこそ鉄道は盲もう点てんになり易い。

　往々にしてその土地の状じよう況きようや新技術に明るくない者は、考えもつかないものだ――実は大きく回った方が、結果的に速く確実に目的地に辿たどり着ける場合が在るのだという事を。特に旧来の体制と伝統に縛しばられやすい上、あまり『聖地』外を周遊する事の無い〈教会〉の上層部の人間達は、こうした新技術や長ちよう距きよ離り移動における裏道的発想に疎うとい。

　また……

　エキノの愛馬ドラセナや馬車の馬達を乗せた上、ギルレットやその配下数名を含ふくめて移動するには貨物列車は都合が良い。

　一いつ旦たん乗ってしまえば――鉄道会社に『貨物』として適当にでっち上げた中身を申告してそれが通れば、外部から中にナナ達が乗っていると悟さとられる可能性は少ないし、武器の類を持っていても見み咎とがめられる事は先まず無いからだ。

　表向き、ナナ達の乗っている二つの貨物車しや輌りようは、農耕機械と家か畜ちくを数頭積んでいる事になっており、人間は乗っていない事になっている。

　お陰かげでナナ達は藁わらの上に寝ねて木箱の上に座る事になっている訳だが――まあこの際、贅ぜい沢たくを言える立場ではあるまい。

「とりあえず、お前達が乗っておった馬車は、別経路を辿りながらバコパ高原に向かわせている。まあさすがに〈教会〉の密みつ偵てい共も馬ば鹿かでないなら、そろそろ偽にせ物ものというか、囮おとりだと気付くだろうがな」

　とギルレット。

「で――もう一組の部下には大体、今ぐらいの時期に行動を開始する様に言いつけてある。人目を避ける様にして、移動する五人組、連中がこちらこそ本命だと思ってしばらく追ってくれるなら、更さらに儂わし等らは時間が稼かせげる」

　何故か人間というものは、一度騙だまされるとむしろ二度とは騙されないなどという妙みような自信を根こん拠きよなく持つ事が多い。

　一度ナナ達を装った偽物に騙された〈教会〉の密偵が、改めて二組目の囮に眼を付ければ、こちらが本命であると信じ込む可能性は低くないだろう。勿もち論ろんそれすらもあくまで時間稼ぎ――つまりは『念のために』とギルレットが打った複数の手の一つに過ぎないが。

「叔お父じ様さま――その人達は、大だい丈じよう夫ぶなの？」

　ふと――ナナが表情を曇くもらせて尋たずねる。

「私達と間ま違ちがわれて、教会の殺し屋に狙ねらわれたり……しない？」

「絶対とは言わないが」

　ギルレットは言った。

「まあ心配なかろう。そもそも全員、軍務経験者でそれなりに身を守る術は心得ておるし、何よりも身の危険を感じれば、即そく座ざに正体をばらしても構わないと言ってある。それで騙されたと分かって逆上した監かん視し者しやが攻こう撃げきしてくる可能性は無い訳ではないが――まあまず有り得んだろう。そんな感情的な奴やつが密偵なんぞやってるとも思えん」

「……そっか」

　ナナは少し弱々しい笑みを浮うかべて言った。

「――ナナ」

　ギルレットが腕うでを組んで貨車の内ない壁へきにもたれかかりながら、声を掛かけてくる。

「アピストや、死んだ者達の事を気に病むのは止やめておけ」

「叔父様……？」

「悲しむなとは言わん。だがお前が自分を責めても死んだ人間は帰ってこない」

「それはそうだけど、でも私の巻まき添ぞえになってアピストは――」

「勘かん違ちがいをするな」

　ナナの言葉を断ち切る様にギルレットは言った。

「お前の事情の巻き添えになったのは事実かも知れないが、彼等は事故で死んだのではない。殺されたのだ。この違ちがいは判るか？」

　ギルレットは一旦言葉を切る。

「…………」

　ナナは――無言。

　自分の言葉の意味を、ナナがよく自分の内で斟しん酌しやくする余よ裕ゆうを与あたえてから――ギルレットは改めて言葉を続けた。

「どういう事情があろうと、自分の都合で他人を殺そうなどと考える輩やからは、たとえお前が自ら首を差し出してやっても、次に不都合な誰かが眼の前に現れれば、同じ様に殺すぞ。同じ様に、無関係な人間を巻き込んでも平然とな」

「…………」

　眼を瞬またたかせて絶句するナナ。

「お前が人の命を重く考えるのは悪い事ではない。むしろそうあるべきだろう。だがそうでない人間が世の中には沢たく山さん居る事は、理解しておけ」

「でも叔父様――」

　喘あえぐ様に言うナナに、更に覆おおい被かぶせる様にギルレットは言った。

「いいか？　そも殺意というものはな、特に謀ぼう略りやく絡がらみのそれは、憎ぞう悪おの末に形成されるものではないのだよ」

「え……？」

　眼を瞬かせてナナは呟つぶやき――傍かたわらのコリンを見み遣やる。

　元暗殺者の侍じ女じよは沈ちん痛つうな表情で頷うなずいて見せた。

「『憎にくいから』殺すのではなく『邪じや魔まだから』殺すのだ。つまりお前個人が問題なのではない。『邪魔ならば殺してしまえ』という考え方を安易にする人間が、現に存在し、それを実行出来る権力なり能力なりを持っている事の方が問題なのだ。お前が居ても居なくても事態は変わらん。そういう考えの人間は、次々邪魔になった人間を殺し続けるぞ？」
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「それは……」

「それが許せないと思うからお前は止めに行くのではないのか？」

「…………うん」

　ナナは小さく頷いた。

　それを確認し――何処か悽せい愴そうな笑みを浮かべながら、ギルレットは続ける。

「ならば今いま更さらお前は迷う必要は無い。ただ今回の騒そう動どうの元もと締じめを突つき止めて、二度と同じ事が出来ない様に狂くるうまでぶん殴なぐるでも構わんし、権力を失う位に皆みなの面前で叩たたきのめしてもいい、いっそ確実に殺してしまうのも簡単だろう。それだけの事だ」

「…………」

　ナナは唇くちびるを噛かむ。

　ギルレットの言葉は確かに迷い無く正しい様に聞こえる。

　そしてある意味では実際に正しいのだろう。その程度の事はナナにも分かる。

　だがそれでも、見知った人間が自分の事情に巻き込まれて死んだという事実は、十代の少女にとってあまりに重い。今まで身近に他者の死を実感する事の無かった――その様に護まもられてきた姫ひめ君ぎみだとしたら尚なお更さらの事だ。

「ま――何にしても」

　ギルレットは肩かたを竦すくめる。

　苦笑を浮かべているのは、さすがに彼も、いきなりきつい話を――身も蓋ふたも無い話をし過ぎたという自覚が在るのかもしれない。彼の眼の前に居るのは、新兵ではなく大事に大事に育てられてきた箱入りの姫君なのだから。

「一等寝しん台だいという訳にはいかんが、今はとにかく休んでおけ。現地入りすれば気の休まる時間も無いぞ――なにせ敵地な訳だからな」

「……はい」

　ナナはやはり小さく頷く。

　何処か表情を曇くもらせたままの姫君を、侍女のコリンは痛ましげに見つめていた。
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　同じ頃ころ――一両後ろの家か畜ちく運うん搬ぱん用の貨車。

　そこには愛馬ドラセナに飼い葉を食べさせる青年の姿が在った。

　端たん整せいな顔立ちではあるが、鋭するどすぎる目つきがまず印象に残る――そんな容姿である。

　細かな仕草や表情にも何処か常に緊きん張ちよう感かんが付きまとい、まるで抜ぬき身の剣つるぎの様な雰ふん囲い気きを放散し続けている。気の弱い者なら、言葉を交わすどころかまず近づきもすまい。実際に話せば、見た目程に剣けん呑のんな人物ではないとすぐに分かるのだが。

　ナナ姫ひめの近衛戦士エキノドルスである。

　格好そのものはいつもの彼らしく、鉢巻布バンダナに黒を基調として炎ほのおの柄がらを深紅であしらった軍服、更さらに紅あかい革製のヴェストだが……その姿を最も特とく徴ちよう付づけていた愛用の得物が側に見当たらない。

　そう。あの奇き妙みように穂ほ先さきの長く厚い槍やりが、彼の周りに無いのだ。

　もし注意深い者が見れば……彼の腰こしには、常備している短たん剣けんとは別に、何処かで見た様な形状の小剣が一ひと振ふり、提さげられている事に気付いただろう。

　エキノの槍の穂先と同じ形状である。

　滅めつ多たにやらないが――元々エキノの槍は分割出来る。

　金属製でねじ込み式の金具を介かいして、小剣にも似た穂先の部分と、柄の部分が繋つなげられているのである。穂先だけを外せば、小剣として使う事も出来るし、残った柄はやや短めの棍として使う事も出来る。

　何にしても、これから敵地に乗り込むという際に、これ見よがしな武器を持ち歩くのはまずかろう。そういう訳でエキノは愛用の槍を分割したのだ。外がい套とうを着れば腰の剣は隠かくせるし、柄は杖つえの様にして持ち歩く分には周囲の警けい戒かい心しんを煽あおったりはすまい。

　それはさておき。

「結局の処――」

　エキノは顔をしかめながら言った。

「お前みたいなのを、内ない緒しよで送り出してたって事は――陛下は今回の旅で姫様が狙ねらわれる事は最初から察していた訳か？」

「まあそういう事になりますねえ」

　と――何処かのほほんとした口調で応じるのは、エキノと同じく二十代と思われる青年であった。ただし何処か剣呑で鋭えい利りな刃は物ものを思わせる雰囲気のエキノに対して、こちらはとことん緊張感に欠けた、呑のん気きな風情が全身から漂ただよっている。柔やわらかそうな髪かみといい、鼻先に乗っけた小さな眼鏡といい、妙みようにひらひらした布の多い衣装といい、何から何までエキノとは対照的ではあった。

　ソリウ・ミュウ・ミクロ。

　表向きは軽けい薄はくで助平な吟ぎん遊ゆう詩人――しかしてその実体は、魔ま導どうの術を体得した魔ま法ほう戦技官である。体術だの何だのはエキノやコリンに遠く及およばないが、代わりに彼が使う魔導の技は、一いつ瞬しゆんにして家屋を吹ふっ飛ばし、軍勢を蹴け散ちらすだけの威い力りよくを持っている。

　ソリウは、隣となりの貨車同様、壁かべ際ぎわに積まれた木箱の上に腰こし掛かけながら、作業をしているエキノを眺ながめている。

　正体がばれた後も彼は変わらず吟遊詩人の格好で、愛用のリュートを携たずさえているが――どうもこのリュートはただの楽器ではなく、魔法の発動体、つまりは『杖』に相当するものであるらしい。

「要するに、〈教会〉の中でも姫様の暗殺を狙う勢力を、姫様本人を餌えさにする事で、まとめて引きずり出そうって魂こん胆たんだった訳だ」

　顔をしかめて言うエキノにソリウが頷うなずいて見せた。

「そのようで」

「……まったく、無茶というか……何処までも喰くえないお人だよな」

「それについては同意ですが」

　ソリウは苦笑しながら言った。

「別に姫様の身を案じていない訳ではないのでしょう。むしろ姫様の身を案じるからこそ後こう顧この憂うれいを絶っておこう、というお考えなのでは」

「そりゃ分かるがね」

　ぴたぴたと愛馬の首筋を撫なでてやりながらエキノは溜ため息をついた。

　そう。ナナ姫の身を案じているからこそ、元々優ゆう秀しゆうな護衛者であるエキノとコリンに加え、ソリウを更に追加としてナナ姫の処に――それもエキノ達にすらその正体を知らせず――送ってきたのだ。

　しかし……

「他にやり様は無かったもんかね。そもそも姫様の身を守ってるのは、俺とコリンだぞ？　元々はどっちもアビアスの人間じゃねえし。お前が合流する前に殺されてた可能性だってある訳だろう？」

「左様で」

　とソリウ。

　単純な立場を論じるならば、エキノもコリンも元々は敵側に属していた人間だ。

「とはいえ……そこは信用が在るのでしょう」

「……なのかね」

　苦笑を浮うかべるエキノ。

　無論あの誓ちかいの日から、バルテリクには事、ナナの身の安全に関する限り絶大な信用を得ている――という自覚は在る。在るが、しかし改めて他人から言われると、こそばゆい部分が無いではない。

「ところで」

　エキノは真顔に戻もどって話題を変える。

「ハスティフォリアルとは定期的に連れん絡らくとってるんだろう？」

「ええ」

　頷くソリウ。

　ハスティフォリアル城に常じよう駐ちゆうする魔ま女じよ――バルテリク王の右みぎ腕うでにしてアビアス最高の魔導士と呼ばれるマヤカ。ソリウは彼女の直弟子の一人である。

　魔法による通信で定期的に彼は師と連絡を取り合う事が出来る。

　ただしこの通信――双そう方ほう共に同時に魔法を使っていないと意思疎そ通つうが出来ないので、非常時の連絡には使えない。主に時間を決めた定時報告に使える程度の事だ。

「陛下や、マヤカ殿どのは何と？」

「特に何も」

「…………らしいって言えばらしいが」

　溜め息をつくエキノ。

「教会の動きについても探さぐって貰もらう様に要よう請せいはしましたが――特に役立つ情報は入ってきていませんね。まあちょっとやそっと探りを入れた程度であちらの状じよう況きようが把は握あく出来るのなら、そもそも今回の様にややこしい話にはならなかったんでしょうが」

「――それもそうか」

　ナナ姫ひめが狙ねらわれる様になったのはそれこそ、エキノが彼女と出会った当時まで遡さかのぼる。あるいは彼が知らないだけで、もっと以前から彼女は〈教会〉に命を狙われていたのかも知れない。

「とはいえ……本当に意味不明だな。連中は一体、何を考えて居るんだ？」

「それは――さて」

　とソリウが首を傾かしげる。

　二人はどちらからともなく、ドラセナの背にちょこんと乗っている小こ柄がらな少女の方に視線を向けた。

　愛らしいその顔には……表情というものが一切死し滅めつしている。それなりに器量好よしなだけにその徹てつ底ていした無表情ぶりはやたらに目立っていた。

　ネリア・バリス。

　自じ称しよう『平へい凡ぼんな村むら娘むすめ』だが――勿もち論ろん、エキノもソリウもそんな口上を今いま更さら、信じてはいない。彼女が〈教会〉の送り込んできた人間である事は、おおよそ見当がついている。ただ何故か暗殺行こう為いに出るでもなく、かといってナナ姫一行の動向を〈教会〉に報告している様子も無いので、動きを見守っている状態なのだが。

「……何か」

　自分に向けられた二対の視線にネリアが声を発する。

　語ご尾びを上げる事すらしない。口調にすら何の感情も滲にじんではいなかった。

「……何か知ってる筈はずも無いか」

「まあ彼女は〈教会〉の連中にとっては単なる道具でしょうからねえ」

　伝でん書しよ鳩ばとに手紙の内容をいちいち話す飼い主も居まい。

　ましてや剣つるぎに――それが振ふるわれる事情を説明する使い手など居る筈も無い。

「…………」

　溜め息をつく男二人をどう見ているのか……ネリアは無言。

　エキノは貨車の壁かべにもたれかかりながら言った。

「変な姫ひめ君ぎみの一人や二人放っておいても教会には影えい響きようないだろうに。しかも姫様を殺そうとしている一派とそれを止めようとしている一派まで居る」

「ですねえ」

　元々は、禁欲と節制を教義とする〈教会〉関係者にとって、サキュバスがどうにも目め障ざわりだから――という理由かと思われていた。

　ミリオフィラム教会は俗ぞくに『亜人種』と呼ばれる種族――例えばエルフやドワーフなどといった特異的な外形と生理形態を備える人種を、『人間以外』として弾だん圧あつしていた過去も在る。サキュバスを弾圧するのも別に不思議ではない。

　だが……それにした処で一国と事を構えてまでする様な事ではあるまい。

　まして、ナナ姫に関しては、サキュバスだという事を知っている人間の方が少ないだろうし、たった一人、そんな変わり種の種族が居た処で、〈教会〉の教義や権勢が揺ゆらぐとも思えない。

　わざわざ〈教会〉が執しつ拗ように命を狙ってくる理由が分からないのだ。

「何人も暗殺者送り込んだり、あんなバケモノ出張らせてまで姫様を抹まつ殺さつしなきゃならない理由があるとも思えないんだよな。大体、その理り屈くつでいけば、売春婦とか、浮うわ気きする連中とかも、皆みな殺ごろしにせんといかんだろ」

「まあ、確かに」

　肩かたを竦すくめて言ってから――更さらに首を捻ひねるソリウ。

「〈教会〉側ばかり見ているから分からないのかもしれませんねえ。むしろ事情は姫様の側にあるとか？」

「姫様の方に？」

「まあ割とありがちなのはお家騒そう動どうとか、跡あと目め争いとかなんですが――」

「そもそも姫様はサキュバスだっつーの」

「そうでした」

　元々がアビアスの王族とは全く血が繋つながっていないのである。

　お家騒動だの跡目争いだのの対象にまずならない。

　本来ならば彼女には王位継けい承しよう権けんなど存在しないのである。便べん宜ぎ的てきに彼女は王位継承権第一位に居る訳だが――アビアスの王族というものはどちらかというと国民という『客』を相手に『政治』という芸を披ひ露ろうし続ける芸人の様な側面が強い為ため、あまりその王位に付ふ随ずいする利権や悦えつ楽らくは期待出来ない。

　というかぶっちゃけ、ナナが王位継承権第一位に居るのは、面めん倒どう臭くさい王位を継承する事を、あまり他の貴族だの王室関係者だのが望まなかった結果だ。

　これではお家騒動など起こりようが無い。

「大体――アビアスのお家騒動に〈教会〉が絡からんでくる意味が無いだろ」

「そりゃそうですね。なら逆に、実は姫様が、何処かの貴族か何かの隠かくし子ってのはどうですかね」

「……お前な」

　エキノはうんざりした様子で言う。

「『お話』作ってんじゃねえんだよ」

「確かにね」

　と肩を竦めるソリウ。

　御ご落らく胤いんネタは確かに実際によく聞く話である上、吟ぎん遊ゆう詩人達の好んで用いるネタでもあるが――やはりそれに〈教会〉が絡んでくる意味が分からない。

〈教会〉に影響力えいきようりよくの在る貴族や王族は多々居るだろうが、彼等の為に〈練金天使〉の様なバケモノまで持ち出してくるとも思えないのだ。

「わからんな」

「わかりませんね」

　そしてまた溜ため息をつく男達二人。

　だが――

「まあ、行けば分かるだろうけどな」

「無茶な事を思い付かれますな、姫ひめ様も」

　敵地のど真ん中に乗り込んで相手と直接対決。

　確かに〈教会〉側からもバコパ高原に来い、来なければ犠ぎ牲せい者しやが出ると脅おどされてはいた訳だが――普ふ通つうの感覚だと考えもすまい。

「当たり前の顔してそれに付き合ってるお前も無茶だよ」

「そういう貴方はどうなんですか」

　ソリウが少し意地の悪い笑みを浮うかべて言う。

「俺は姫様の近衛戦士だからな」

「それだけですか？」

　眼鏡の縁ふち越ごしに、上うわ目め遣づかいで何かを探る様な目線を送ってくるソリウ。

「うん？」

　怪け訝げんそうにエキノが問い返す。

「どういう意味だ？」

「コリンさんにお聞きしましたが、ずっと一いつ緒しよなんですよね」

「…………まあ、近衛戦士だからな」

「まるでご兄妹の様に育ったんだとか」

「まあ……近衛戦士だからな」

「…………」

「…………」

　エキノとソリウの間に微び妙みような沈ちん黙もくが横たわる。

「いやまあ、それはそれでいいんですが」

「なんだよ？」

「登場人物の関係性についてちょっと整理を」

「吟遊詩人の真ま似ねはもういいっての」

「いやいや。魔ま導どう士しの方が実益を兼かねた趣しゆ味みでして」

「…………左様で」

　エキノは顔をしかめて言った。
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　何が変わったという訳ではない。

　概おおむね――教皇の振ふる舞まいは以前と変わらなかった。

　慈じ愛あい溢あふれるその笑顔で修道士達を、信者達を見つめ、説法を行う。

　聴きく者達は陶とう然ぜんと――恍こう惚こつにさえ近い表情を浮かべて教皇の唇くちびるから紡つむぎ出される言葉を聴いている。

　単に内容が素晴らしいというだけの事ではない。

　実の所、教皇の語る内容は、他のミリオフィラム教会関係者のそれとそう差は無い。逐ちく一いち書面に書き写してみれば、教典の中に語られている話と大きく違ちがわない。勿もち論ろんそれは教皇としては重要な事だが――まさか教皇自らが教典に反する内容を口にする筈はずも無い――記録された字じ面づらだけ見れば、目新しい事は殆ほとんど無い。

　重要なのは声こわ音ねであり、口調であり、視線であり、それら全てを含ふくめる物もの腰ごしだった。

　ごくごく当たり前の事を当たり前の言葉で告げる。

　ただそれだけの事なのだが、教皇が喋しやべると異様なまでの説得力を持つ。

　場の空気を御ぎよするとでも言うのだろうか……教皇が壇だん上じように立つと、それだけで空気が変わるのだ。同じ言葉を口にするにしても、それだけでまず響ひびき方が違う。あるいは教皇が口にすれば、ただの漫まん談だんでも恐おそれ入って涙なみだを流す者が出てくるかもしれない。

　何処がどう違うのだと言われると、周囲の者にも明確に指し摘てきは出来ない。

　だが何か違う。余人が語れば嘲ちよう笑しようの対象でしかない様な絵空事ですら、此この世の真実であるかの様に聞こえる。信者達は教皇の何気ない語り口の中に、教典が語る天上の楽園を垣かい間ま見みて――文字通り瞼まぶたの裏にそれをはっきりと見て――涙を流すのである。

　これを教皇の備える『徳』故のものであると考える者は多い。

　厳しい修身の末に身に付けた人間としての品格が、ただの言葉の羅ら列れつを言こと霊だまにまで昇しよう華かさせているのだという考え方だ。

　だが――

「…………」

　大聖堂奥おくに設けられた教きよう壇だんの脇わき――舞ぶ台たいで言う処の袖そでに侍じしつつ、教皇付きの修道士の一人はぶるりと身を震ふるわせた。

　相変わらず教皇の説法は素晴らしい。それは間ま違ちがいない。いつもいつもそれを聴いている彼にしても、それは不思議であり謎なぞであり――一種の奇き跡せきだった。どうしてあんな風に語れるのか、彼にも分からない。自分もあんな風にいつか圧あつ倒とう的てきな説得力を以もつて真実を語れれば――と夢見たりもする。

　だが……

　常に教皇の近くに侍はべっているが故に、分かる事も在る。

　何か――違う。

　恐らく大多数の者は気付いてさえいないだろう。だが今日の、いやここ数日の教皇の口調は何処かいつもと違う。口調だけではない。細かな仕草も……何か違い和わ感かんが在る。

　まるで別人の様な？

　いや――違う。

　まるで今まで取り繕つくろっていた仮面が剥はがれ落ちつつあるかの様な……

「…………」

　修道士は身を震わせる。

　自分は何を不ふ遜そんな事を考えているのか。

　だが一いつ旦たん自覚した違和感は、どうしても消えなかった。

　教皇が以前と違う事は間違いない。

　それは絶対的な確かさで修道士の中に在る。ちらりと周りの修道士達や〈教会〉上層部関係者を見ていると、彼等も時折、怪け訝げんそうな表情をその謹きん厳げんな顔に過よぎらせる事がある。

　彼等も気付いているのだ。教皇に近しい者達は教皇の異変に。

　異変？

　ならばその原因は……なんだ？

「……どうも猊げい下かはお身体の調子が優すぐれない様だ」

　ふと――まるで修道士の内心を見み透すかしたかの様に、いつの間にか修道士の隣となりに立っていた人物が言った。

「カ……」

　修道士は愕がく然ぜんと声を漏もらしそうになる。

　勿論、瞬しゆん時じに今は教皇の説法中だという事を思い出して、彼は声を抑おさえた。

「カーナミン枢すう機き卿きよう……！　どうしてこの様な処に……いえ、すぐにお席を用意しますのでどうかそちらに」

　修道士の居る場所は、言ってみれば舞ぶ台たい裏うらだ。本来、カーナミン枢機卿の様に立場の在る者が来る場所ではない。

　ましてやカーナミンは、枢機卿の中でも次期教皇候補に目される三名の内の一人だ。教皇を除けば〈教会〉における最重要人物である。粗そ雑ざつな扱あつかいをしていい相手では絶対にない。

「いや。たまさか時間が出来たので寄ってみただけの事だ。気き遣づかいは無用」

　鷹おう揚ような仕草で首を振ふるカーナミン。

　だが――

「さすがに猊下ももう無茶の出来るお歳としではない。一度……長めの御ご休きゆう暇かを取られるべきだと私は思う」

「…………」

　修道士は返答に困った。

　カーナミン枢機卿が次期教皇候補の中でも特に急進派――つまりはかなり強引に教皇の座を狙ねらっているのは周知の事実である。

　今の発言に迂う闊かつな同意をすれば、勝手にカーナミン枢機卿派に組み込まれてしまう可能性が在った。事実がどうあろうと一旦、周りがそう認識してしまえば『違ちがう』と主張してもなかなか覆くつがえらない――それが人の噂うわさというものだ。

　かといって相手は枢機卿だ。その発言を無視する訳にもいかない。

「私には……何とも」

　結局、修道士は曖あい昧まいな答えを選んだ。

　それでもカーナミン枢機卿の御ご機き嫌げんを損ねる事は無かった様だ。いや――むしろ彼は普ふ段だんよりも若干上じよう機き嫌げんであるかの様にさえ見えた。

「くれぐれも御ご自じ愛あいくださる様に、伝えておいてくれ」

「は――はい」

　修道士が頷うなずいたのを確認すると、カーナミンは説法を最後まで聴きく事無く立ち去っていった。やけに自信たっぷりの彼の背中を見つめながら――修道士はほっと安あん堵どの吐と息いきを漏らす。

「…………」

　何かが動いている。

　何かは分からないが――〈教会〉の勢力図を一気に塗ぬり替かえてしまうかの様な大きな何かが、水面下で動いている様に思う。教皇の変化も、カーナミン枢機卿の上機嫌ぶりも、その動きの一いつ端たん――影かげの様なものなのではないか。

　だが自分の様な権力の無い人間は、どうする事も出来ない。

　いっそ何も知らぬ信者や末まつ端たんの修道士でいた方が、恐おそらくは何倍も何十倍も気楽であったろう。だが断片とはいえ、知っている以上、恐らく無関係では居られない。

　自分の未来に立ちこめる暗雲を想いながら、修道士はもう一度長々と溜ため息をついた。
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『それ』に普ふ通つうの意味での自我は無かった。

　基本的に生物に近い構造を取ってはいるが、生物に当然備わっている筈はずの幾いくつもの特とく徴ちようが、『それ』には見事に欠落している。人と近似の姿を暫ざん定てい的てきに採ってはいるが、人と同様の知能や意志は『それ』には無い。『それ』の創造主が必要無いと――むしろ備わっていては不都合が在ると断じて恣し意い的てきに排はい除じよしたからだ。

　だから『それ』は自律的に活動しながら如い何かなる欲求も持たない。

　ただ命じられた行こう為いを実行するだけだ。

　他には何も無い。何も。

　だが……『それ』の創造主は、果たしてどれだけ理解していただろうか。

　ただ淡たん々たんと命令を実行するだけの『それ』。

　石の様な愚ぐ鈍どんさ故に、一度動き始めれば『それ』は飽あきるという事も知らなければ、適度な処で切り上げるという発想も無い。そもそも命令の意味や目的を理解しない。だから論理的に矛む盾じゆんが無い限りにおいて、『それ』は延々と、信じ難い程の愚直さで同じ行為に執しゆう着ちやくする。

　だが。

　大たい抵ていの場合に命じる方は人間だ。

『命じる』という方法を採るだけに、相手にも自分と同様の自我が在るものだと思ってしまう。それどころか知能が在るものとさえ誤認してしまう。言外に理解して当然という部分を省いてしまう。

　例えば。

『転がれ』と命じたならば『それ』は確かに転がる。転がり続ける。『止まれ』と命じられていない以上、自らの能力が許す限りに延々と未み来らい永えい劫ごうに転がり続ける事だろう。必要とあれば、その障害になるものを駆く逐ちくして――だ。

　勿もち論ろん、『曲がれ』と命じられていないから曲がる事は無いし、選別すべき命令もその基準も与あたえられていないから、駆逐するものの選別もしない。そしてそれを不思議に思ったり怪け訝げんに思ったりする自我をも『それ』は持たない。

　故に……

　一度『殺せ』と命じられれば、『それ』は中止命令を出されない限り、ありとあらゆる手段を使って殺害を実行する。恐ろしい事に、その為ための能力は勿論、『基き礎そ知識』や『行動原則』だけは創造主によって予あらかじめ与えられているので、『それ』はさしたる問題なく『標的』の追つい跡せきを開始した。

　即すなわち……

「お嬢じようさん？　こんな夜中に一人歩きは危ないですよ？」

　とある街道の途と上じよう。

　月光に照らされた砂利敷じきの道を歩いていた『それ』の前に数名の男達が現れた。

「そうそう、危ない危ない」

「危ない奴やつ等らが出るからねえ？」

「けけっ――懐ふところも股またの間も大変な事になっちまうよお？」

　にやにやと笑いながら、男達は『それ』を囲む様にしてじりじりと近付いてくる。見るからに胡う散さん臭くさい――というか明らかに堅かた気ぎの仕事ではないと分かる物もの腰ごしである。それぞれ手や腰こしには手て斧おのだの鉈なただのといった道具を携たずさえているが……まさか彼等は木こりや職人の類たぐいではあるまい。

　街からも村からも遠く離はなれた、街道の途と中ちゆう。

　勿論……比ひ較かく的てき治安が良いとされるアビアス領内でも、辺境ともなれば危険な連中が出しゆつ没ぼつするのは防ぎ得ない。暴力に訴うつたえる事で楽をしようと考える不心得者は、何処にでも居るものだ。そして、そんな連中に捕つかまってしまう運の悪い犠ぎ牲せい者しやも。

　だが今回に限っては、犠牲者は男達の方であったろう。

　鉈。斧おの。『それ』にとっては全く脅きよう威いに値しない代物だ。

　そもそも会話する知能など『それ』には無い。たまたま人間に――先日能力解放した際に取り込んだ個体の情報を使って、若い娘むすめの形状に擬ぎ態たいしてはいるものの、『それ』の中身まで若い娘になる訳ではない。

　だから『それ』は全く怯ひるまず応じず、ただ純然たる無視を決め込んで前に進んだ。

「おおっ？　気の強い娘さんだねえ」

「けけけ。そういうのも悪くねえなあ？」

　言いながら男達の内の一人が、『それ』に近付いて肩かたの部分に手を掛かける。

　押おさえられて『それ』の動きが止まった。

　男達は――自分達が何をしたのか分かっていない。

『それ』の動きを阻はばむという事はつまり、目的達成の為の妨ぼう害がい要素として、排除対象になるという事だ。

　つまり――

「まあ、あっちの方でゆっくり話を――ぉぉおおををッ⁉」

　肩に手を掛けている男の一人が悲鳴じみた声を上げる。

　当初――男は自分の身に何が起こったのか分からなかったろう。『それ』の肩の部分が力を解放し、その男の身体を別のものに作り替かえていく訳だが――神経系も同時に作り替えられてしまうので、痛みを感じる暇ひまさえ無かった筈はずだ。

　だから……

「うぉ……おをっ……おっ……⁉」

　男の叫さけびにはむしろ困こん惑わくの色が濃こかった。

　何しろ自分の手がみるみる変形して、樹木の様になっていったのだから。

　皮ひ膚ふは色を変え、柔やわらかさを失い、ひび割れ、ざらざらとした樹皮を形成する。いやそれどころか手首から、肘ひじから、指先から、ぞわぞわと震ふるえながら枝が伸のび、葉が生え、何かの悪い冗じよう談だんの様にその存在が別のものに変化していく――

　瞬またたく間に男の手は木の枝そのものになっていた。

「おっ……なっ……なん……⁉」

　驚おどろきで言葉が出ない。

　周りの仲間達はむしろ状じよう況きようそのものが理解出来ないのか、怪訝な表情を浮うかべるばかりだ。当然だろう、人間の手がいきなり樹木になるなどと、彼等の常識にはまず有り得ない現象であった。

「なんだこりゃああああああああああああっ⁉」

　悲鳴を上げながら男が『それ』から手を離し、己の手首を押さえてのたうち回る。

　そこでようやく仲間達は『それ』が自分達に攻こう撃げきを加えたのだと理解した様だった。

「な、なにしやがった？」

「こいつ⁉」

　今一つ怪け訝げんな表情は拭ぬぐい切れていないにしても、彼等は手にした道具――いや武器で『それ』に向けて襲おそい掛かる。怪あやしければ先ず殴なぐり、傷付け、相手の身動きが取れなくなるまで痛めつけてから、ゆっくり考える――それが彼等の基本的な思考形態だった。

　だが――

「――え？」

『それ』に触ふれた鉈が、斧が、まるで布製の玩具おもちやの様にぐんにゃりと曲がる。曲がりながら色を変え、その変色と変質がそのまま男達の腕うでを這はい上がっていく――

「ひああああああっ！」

「な、な、なんだこりゃあっ⁉」

　芸の無い叫びを同じ様に吐はきながら、男達はのたうち回るが――もう遅おそい。

　彼等はそれぞれ身体の半ばを、液体や金属に変質させられたり、あるいは昆こん虫ちゆうだの動物だのの首や手足を全身から生やしながら、恐きよう怖ふにのたうつ。

　勿もち論ろん、そんな状態でなお『それ』に向かって攻撃を仕し掛かけようとする者など居る筈も無く、また彼等の武器は既すでに彼等自身の身体に癒ゆ着ちやくした上で、更さらに何か別のものに変化させられていた。

「て、て、てめえ一体――」

　男達が恐怖の視線を『それ』に向ける。

　だが無論、『それ』は動じる事も無ければ、怒おこる事も嘲あざける事も無い。

　ただ淡たん々たんと『それ』は確実に障害物を排はい除じよすべく、改めて男達に近付いていった。
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「――とりあえずは順調に移動中との事です」

　深夜――アビアス王都ハスティフォリアル城の王専用執しつ務む室しつ。

　政務に忙ぼう殺さつされるバルテリク・バー・アン・アビアスの処に宮きゆう廷てい魔ま導どう士しのマヤカ・セロウィニアンがそう報告をしてきた。

「ふむ」

　目元を揉もみながら、ペンを置いてバルテリクは凝こりをほぐすように肩を動かす。

　その全体的に厳いかつい印象の容よう貌ぼうのせいか、バルテリクが机の前について政務を執とっていると何やら、斧おので料理をするかの様な無理矢理な感じというか、熊くまが机に縛しばり付けられているというか――まあとにかく場ば違ちがいな印象がどうしても出てきてしまう。

　だからだろうか。

　実際的な政務はマヤカが行っているのではないか、などという噂うわさすら国民の間に流れていたりもするが、実際は見ての通り――マヤカは時折、報告をしたり、休きゆう憩けいの為ための茶を煎いれたりといった程度の手伝いしかしていない。

　実の所、彼女はバルテリクの側にいつも居るが、公的にはモス魔ま導どう院いんから『出向』してきている立場であり、アビアス王室にとって書類上は『部外者』なのだ。だから彼女が政治に口出しをすると内政干かん渉しようになってしまう。

　まあそれはさておき。

「明日にもバコパ高原に到とう達たつ出来る様ですが――」

「――が？」

「本当によろしいのですか？」

　尋たずねるマヤカの口調には懇こん願がんする様な響ひびきさえ在った。

　ナナを拾って十数年。事実上の母親役として彼女を育て上げてきたのは他の誰でもないこのマヤカだ。彼女にとってナナ姫ひめは主君の娘むすめであると同時に、魔ま法ほうの弟子であり、また我が子でもある。

「予定は変わらん」

　バルテリクは素そっ気けない口調で言った。

「基本的にアビアス王国は今回の一件を関知しない。今回の事件は存在も認識していない。そういう姿勢を維い持じする」

「ですが――」

「最低限、身を守る為の戦力は付けてある。ソリウは君の弟子の中でも屈くつ指しの実力者だと聞いているが？」

「それはそうですが……」

　どれだけ優ゆう秀しゆうな戦士や魔導士でも所しよ詮せんは個人。物量で押おされればまず勝ち目は無い。

　ギルレット達も、最終的にバコパ高原に入る直前でナナ達と別れる事になっているので、実質的にたった三名の護衛を従えただけで、ナナは敵地のど真ん中に入り込む事になる。

　ギルレット達にバコパ高原入りを禁じたのはバルテリクだ。

　バコパ高原は〈教会〉の直ちよつ轄かつ地ちであり、ラディカン自治領の片かた隅すみに在るとはいえ、政治的には完全に独立した国家に等しい。

　たとえ退役した身とはいえ、かつてラディカン侵しん攻こう戦せんにおいて勇名を馳はせたギルレットとその腹心の部下達がそのバコパ高原に入った事実が残ってしまえば、それはアビアスのバコパ高原に対する――つまりは〈教会〉に対する侵しん略りやく行こう為いと映ってしまう。

　あくまで表向きは『ナナ姫達が婿むこ捜さがしの最中にバコパ高原に立ち寄った』事にしておかなければ、戦争になりかねない。

「ま……万が一にナナが助けを求めてくる様なら、いつでも一定戦力を投入出来る様にはしておくがな。ただしこちら側から〈教会〉に対して先制攻こう撃げきに出る事は無い。全面戦争は避さける方針だ」

　バルテリクの声には何の気負いも無い。

　まるでごく平へい凡ぼんな政策の一つを確認しているかの様な口調だった。

　勿もち論ろん……今も彼の命令で情報収集に動き回っている者達は何人も居るし、ナナ姫と〈教会〉の一件について、バルテリクがまるっきり何もしていない訳ではない。だが表向きには――公式にはアビアスは今回の一件について、何ら動きを見せてはいなかった。

「姫様が――」

　マヤカがわずかに語気を鋭するどくする。

「殺されてもですか？」

「殺されてもだ」

　バルテリクは即そく答とうした。

「陛下――」

「ナナ一人の為に、国民に『戦争しろ』と強要する積もりか？　しかもこの国にも少ないながらミリオフィラム教会の信徒達は居る。彼等は必ずしも敵ではない。我々が公的にミリオフィラム教会と事を構えれば、必要以上の血が流れる事になる」

　バルテリクの言葉に躊ちゆう躇ちよや逡しゆん巡じゆんは無い。

「無論、その事実を理解した上で――その責と罪を背負う覚かく悟ごをした上で、ナナが戦争を求めるのならば、それも一つの判断だろう。だがそうでないのなら、ナナは自分の浅せん慮りよで他者の生死を左右しても顧かえりみない馬ば鹿か――単なる暗君にしか成り得ない」

「…………」

「いつかは通らねばならない道であり、いつかは渡わたらねばならぬ河だ。その河を国民の屍しかばねを積んで渡るのか、自ら激流に飛び込んで泳ぎ切るのか――どちらを選ぶにしろ、この旅でナナは私の後こう継けい者しやたる資質も問われていると思え」

「…………」

　マヤカは唇くちびるを噛かむ。

　バルテリクの言っている事の正しさを彼女も理解しているのだ。勿論その『正しさ』は万民に当てはまるものではない。普ふ通つうの人間の感覚からすれば、バルテリクの判断は厳しすぎると言えるだろう。

　だが将来的にナナが立つ地位は、たった一つの判断で他人の人生すら変えかねないものだ。自分一人の面めん倒どうも見られない者が立って良い場所ではない。まして自分一人の人生に責任を持ちきれない者が、立って良い場所では絶対にない。
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　故に――

「……御ぎよ意い」

　マヤカは短く溜ため息をついてから頭を垂れた。







第二章　聖地潜入







　バコパ高原。

　クアプランテ大陸の中央部――大陸を東西に横断するグロッソ山脈の片かた隅すみにそれは在る。

　ミリオフィラム教の聖地であり、大聖ミリオフィラムが修行の末に悟さとりを得たとされるこの地については、意外に誤解されている事が多い。

　そこは荒こう野やでも無ければ砂さ漠ばくでもない。

　だが同時に肥ひ沃よくな土地では決してない。

　通常――植物の育成に適した土地は、草原から始まって雑草から灌かん木ぼく、更さらに大型の樹木へと次第に植物相が入れ替かわっていき、最終的には『極相』と呼ばれる丈たけ高い樹木によって覆おおわれる鬱うつ蒼そうとした森林になる。

　だがバコパ高原は違ちがう。

　この地が森林になれなかったのは、昼夜及および四季の寒暖差が激しい上、降雨量も少なく、土地全体が痩やせていて、生命力旺おう盛せいな雑草以上のものは育ち得なかったのだ。

　一見、緑に覆われてはいるものの……そこは決して楽園ではない。

　だがそれでも、生活の手段さえ確保出来れば版図を広げていくのが人間というものだ。

　このバコパ高原にも街が在る。

　ミリオフィラム教の聖地である事から、その住民の九割以上がミリオフィラム教の信者であり――残りの一割弱も何らかの形でミリオフィラム教会に関係が在る者達である。当然ながら独立独歩、自治の気風が強く、かつてこのバコパ高原を領土の端はしに持っていたラディカン帝てい国こくですらも、教会に免めん税ぜい特権を与あたえた上、積極的な統治を行っていなかった。

　何にしても――

「……聖地っていうから、もっと賑にぎわった感じの街かと思ってた」

　辺りを見回しながら……ぼそぼそとナナは言った。

　彼女と従者その他の一行――エキノ、コリン、ソリウ、そしてネリアの五名の前に広がっているのは、高原と同じ名を冠かんされた街の風景である。

　バコパの街。

　そこは――ひどく質素な印象の街並みだった。

　並ぶ建物はどれも煉れん瓦がが剥むき出しで愛想の無い色合いをしているし、装そう飾しよく性せいの様なものは殆ほとんど無い。必要最低限の機能を果たす為ために、必要最低限の手間で造られたもの、という印象が在る。

　看板やビラの類たぐいは全く見当たらず、ただ延々と変わり映ばえのしない建物の群れが――同じ様な形で同じ様な大きさの建物が、どこまでもどこまでも並んでいる。

　華か美びな装飾の無い、質しつ実じつ剛ごう健けんさは、ある意味でアビアスも同じだ。

　だがこのバコパ高原に在る『聖地』の無む味み乾かん燥そうさ加減は――ある種の圧あつ迫ぱく感かんすら感じられる。

　道行く人々の衣装も質素なもので、華はなやかな色しき彩さいの布や刺し繍しゆう、装身具等は殆ど見受けられない。そういう風土なのだと言われればその通りなのかもしれないが、何処か抑よく圧あつされたかの様な空気が、この街には在った。

　勿もち論ろん、バコパの街には信者以外の人間が来る事もあるし、そういった人間相手の仕事や商売も成立はしている。だがそうした『外部』の人間を対象とした施し設せつは街区の片隅にかためられており、街の殆どは何処か収容所や刑けい務む所しよを思わせる空気が漂ただよっているのだ。

「ミリオフィラム教は質素と倹けん約やく、修身と克こつ己きを旨むねとする宗教だからな」

　と傍かたわらのエキノが言う。

　勿論……ナナも彼も素顔を晒さらして街中を歩いている訳ではない。

　元々風の強いバコパ高原では、フードやマントを纏まとう人間は多いのだ。それ故――ナナ姫ひめ一行の様に、丈の長い外がい套とうを着て、更にフードを目深に被かぶっている人間が居てもそう目立つ訳ではない。更に言えばナナ姫は頭にエキノ同様の鉢巻布バンダナを巻いてそこに挟み込む様な形で長い耳を隠かくしている。尻尾しつぽについても同様に衣装の内側に巻き込み、裾すそから出ない様にしてある。

　変装と呼ぶのもおこがましい程度のものだが――これでも充じゆう分ぶん、他者の目を誤ご魔ま化かせるとエキノ達は踏ふんでいた。

　未まだクアプランテ大陸において、写真はそう一いつ般ぱん的てきではない。少なくとも大量印刷して出回る様なものではないから、逆に言えば細かい外見的特とく徴ちようはそうムキになって誤魔化す必要も無いのだ。どうしても言葉や似顔絵だけで特定個人の容よう貌ぼうを伝えようとすると、特徴を強調したものになる。となれば――逆に目立つ特徴を持った個人は、それを隠してしまえば特定されにくいのだ。

　エキノも簡単な染料で髪かみの色を変えているし、コリンも長い髪を今は後頭部の辺りで括くくっているので、普ふ段だんとは印象が随ずい分ぶんと違う。ネリアもコリンと同じく髪かみ型がたを変えており、ソリウに至っては眼鏡を外していた。彼によると元々眼鏡は伊達だてであるらしい。

　まあそれはさておき――

「そもそも……バコパ高原は自然環かん境きようの厳しい土地です」

　とコリン。

　彼女は一同の先頭に立って歩きながら言った。

　ナナ姫達が居るのはバコパの街の片かた隅すみ――東西と南北にこの街を横切る中央通りから路地を数本隔へだてた区画である。人の姿は多くも無く少なくも無く……皆みながただ黙もく々もくと俯うつむき加減になりながら歩いていく。

　ちなみにエキノの愛馬ドラセナは街の入り口に在る厩きゆう舎しやに預けられている。この聖地の中では馬車や馬の行き来が基本的に禁じられているからだ。

「実り少なく、寒暖の激しい土地では、生きていく為には助け合い、無む駄だを省き、贅ぜい沢たくを禁じねばなりません。故に厳しい戒かい律りつと禁欲を旨とする宗教が出来上がるのですよ」

「……そうなんだ」

「それは生きていく為の手段ではありましたが、いつしかそれが整理され、体系化され、権けん威い付けが為なされ――それは交通手段が発達し、文明が発達して、生活環境が改善された今も『文化』として残ったのです」

「…………文化」

　ナナは眼を瞬またたかせながら呟つぶやく。

　彼女の感覚からすれば、文化というものはもっと豊かというか……積極的で明るい印象のものであった。

　例えばアビアスの文化とは、ナナに言わせれば、質実剛健ながらも何処か暖かみのある衣装や建物であったり、婉えん曲きよく表現や叙じよ情じよう表現がやたらに豊かな方言であったり、何のかんのと理由をつけて催もよおされる祭りであったりで――そして、その根本に在るのは、大らかで陽気な国民性である。

　このバコパの街の空気とはあまりにも違ちがう。

「はい。伝統と言っても良いでしょう。何にしてもこの街では、派手な事、目立つ事はそれだけで悪徳とされます。結果的に街並みも人々の装いも地味なものになっていくのですよ」

「質実剛健っていえばアビアスも同じだけど……」

「……アビアスは派手な時はとことん派手だからな」

　とナナの台詞せりふを継つぐ様にエキノが言う。

　アビアスの場合は質素な日常と派手な祭事との落差が激しいのだ。普段は地味に暮らしていても定期的な祭りやそれに類する催し物の際には、ここぞとばかりに大おお騒さわぎするのがアビアスの国民性であり気風であった。

「何にせよ――」

　ふと表情に厳しいものを混ぜてエキノは続けた。

「宗教の生まれる場所は、大たい概がい、何らかの苦難が在る。それが政治的なものなのか、地理的なものなのかは、それぞれだがな。辛つらい場所だからこそ、人は神にすがる」

「…………」

　ナナが表情を険しくして黙だまり込む。

　エキノがこういう口調で言っている時は、ラディカン帝てい国こくの事を思い出しているのだと知っているからだ。

「運不運で簡単に生死が分かれる。偶ぐう然ぜんで未来が決まる。そういう土地だからこそ人は不条理の先に神を見たがる――自分が納得する為ために。偶然なんかで人の生き死にが、幸不幸が決まっているなんて思いたくないから」

　誰もが自分が生きている意味を欲する。

　自分が無意味に生まれてきたと思いたくない。

　だから――生にも死にも意味が在ると思いたい。その結果である幸も不幸も必然の結果なのだと思いたい。だから人間はそこに恣し意いを付け加える。決して偶然の結果ではなく何か大いなるものの意志の結果であるのだと――思いたがる。

「で――」

　空気を理解していないかの様な、気楽そのものの声を発したのはソリウである。

「とりあえず何処に向かってるんです？」

「…………」

「…………」

　一いつ瞬しゆん、顔を見合わせてからナナとエキノは先頭を歩くコリンの背中に視線を向ける。

　実の所、鉄道を降りてからは、ナナ姫ひめ一行の行動はコリンの采さい配はいに依よっている。バコパの街の事情に一番通じているのが彼女だからだ。

　コリン・クリプト。

　暗号名〈サイレント・グレイブ〉――元〈教会〉の暗殺者。

　バコパの街は……彼女にとっては、戻もどりたくもない古巣であったろう。

　だがエキノと異なり、その表情はいつもと殆ほとんど変わらない。美しいその顔は普ふ段だん通りの薄うすい微び笑しようを貼はり付かせたままだった。気にしていないというよりも、自分の感情を表に出さない事が、もう基本的な性質の様になっているのだろう。

「バコパの街には幾いくつかの街区が在るけれど」

　とコリン。

　彼女は後ろの一同を肩かた越ごしに振ふり返る様にして言った。

「本来的には存在しない――公的には存在を認められていない街区が在るの」

「存在を認められていない、街区？」

　怪け訝げんそうに問いを重ねるソリウにコリンは淡たん々たんと答えた。

「『背信者の墓場』」

　ひどく……不ふ吉きつな響ひびきを伴ともなう名前である。

「なんです、それ？」

「要するに、この聖地において、何らかの理由でミリオフィラム教に殉じゆんじる事が出来なかった者達の集まる街区よ」

「……つまり？」

　今一つ意味が分からなかったのだろう。ソリウが促うながす様に言葉を重ねる。

「つまり……殆どの住民が〈教会〉信者であるこの街では、教義に背く事は明らかに悪徳よ。そんな人間は本来、この街に居場所を求める事が出来ない」

　確かに住人の九割がミリオフィラム教会信徒というこの土地で、教義に背反した行動を採るという事は――周囲との繋つながりを自ら放ほう棄きするという事に他ならない。徹てつ底てい的てきな疎そ外がいと無視の果てに、いたたまれなくなってこの地を去る者が殆どだろう。

　だが――

「けれど……それでも街を出ていく事が出来ない者も居る」

　恐おそらく理由はそれぞれだ。

　単に住み慣れた街の『外』を恐れて出て行けない者も居れば、周囲の人々に疎外されてもなお、忘れ得ぬ想い出に引き留められてしまう者も居るだろう。

「そういう……街を出ていく事が出来なかった者達が、身を寄せ合って暮らしている場所が在るの。教徒の中の落らく伍ご者しやが集う場所。〈教会〉はその存在を認めていないから、街区というより、自然発生的な、地域なのだけれど」

「それはつまり――」

　エキノが顔をしかめて言う。

「棄き民みんの街って事か」

「有り体ていに言えばそうね」

　コリンは肩かたを竦すくめた。

「どれだけ聖地聖地って言っても、どうしても人間が暮らしている以上、問題は起こるし、悪徳も無くならない。それを裁くのはいいとしても、当然ながら後に何かが残るわ――人間が暮らしていれば、必ずゴミや老ろう廃はい物ぶつが出る様にね。そういうものを流し込んで蓋ふたをする場所よ」

　コリンにしては珍めずらしく熾し烈れつな物言いではある。

　エキノはしばし彼女の背中を見つめてから――

「まあ珍しくはないわな。アビアスにだってある」

　と言った。

「そうなの？」

　ナナが眼を瞬またたかせて近衛戦士を振り返る。

「そういうもんだよ。国家が政策として作っているのか、自然発生なのかはともかくな。こればっかりは一定の人間が群れ集って暮らしている以上、必ず出来上がる。必要悪みたいなもんだ」

　生きていくのは綺き麗れい事ごとではない。

　ならばそれも一つの必然ではあるのだろう。

「外部から来た者向けの宿しゆく泊はく施し設せつが集中している第六街区はさすがに目立つわ。当然――教会の監かん視しの眼も厳しいし。だからあの辺りにとりあえずの拠きよ点てんを定めるのは得策ではないの。その点、『背信者の墓場』ならば〈教会〉もその内情はきちんと把は握あく出来ていないでしょうし――何より」

　ふとコリンが薄うすい笑みを浮うかべる。

「私には土と地ち勘かんが在るから」

「――それって」

「大たい抵ていの〈聖儀執行者セレブラント〉は『背信者の墓場』の出ですよ」

　ナナを振ふり返ってコリンは苦笑した。

「元々『居ない』事になっている者達ですし、非合法活動に使うにはもってこいです。『背信者の墓場』に住む者達の中には、通常街区への復帰、信徒としての籍せきの復活を条件に、自分の子供を差し出す親は珍しくないんです」

「…………」

　そう。

　聖地と呼ばれていてもそこは人の住む場所だ。

　どんな聖人君子であろうとも、他の生命を喰くい、汚お物ぶつを出して生きている。人が生きる場所である以上――ドロドロとした出来事と無む縁えんでは有り得ない。

「結局、破門されてもこの聖地を出ていく事の出来ない者達なのです。未練はたっぷりという事でしょう。そこに〈教会〉もつけ込む」

「…………ごめん、コリン」

　とナナ。
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　結局の処……コリンが思い出したくもない過去と改めて対面させられているのは、ナナの決定の為ためである。勿もち論ろんその決定を今いま更さら後こう悔かいする積もりも撤てつ回かいする積もりも無いが――半ば家族同然と思っているこの侍じ女じよに、嫌いやな想いをさせた事について、やはり申し訳ない気持ちが出てきてしまう。

　しかし……

「謝っていただく必要はありませんよ」

　コリンは立ち止まり、改めてナナを振り返る。

「今の私にとってそれは単なる過去に過ぎません。貴女と共に在る事がそれを忌いまわしい記き憶おくではなく、ただの過去にしてくれる」

　かつて〈サイレント・グレイブ〉と呼ばれた暗殺者はそう言って、柔やわらかに微笑ほほえんだ。




　　　●




『背信者の墓場』――棄民の街。

　バコパの街には本来『存在しない』筈はずの街区。

　全体としてバコパの街を見れば、その景観は質素で地味だが……言ってみればただそれだけだ。必要最低限のものしかないというだけで、余計なものもやはり無い。

　無地の布の様なものだ。

　少なくともそこに『汚よごれ』や『ほつれ』は無い。

　だが……この『背信者の墓場』だけは明らかに荒こう廃はいの空気が在る。

　建てられている建物は全て限界を超こえて傷み、壁かべには亀き裂れつが入り、屋根は陥かん没ぼつし、建物そのものが傾かたむいている場合も少なくない。元々は街区整理の際に見捨てられたバコパの街の外辺部が廃はい墟きよ街と化し、そのまま、『背信者』達が住み着く様になったのである。

　住人達の姿も、質素を通り越こしてみすぼらしい。

　これは恐おそらく――まともな生活物資の流通経路から外れてしまっているからだろう。特に衣装にそれは顕けん著ちよで、誰もが薄うす汚よごれ、継つぎ接はぎの多い衣装を着ている。確かに『背信者の墓場』というよりも『棄き民みんの街』と言われた方が印象としては納得がいく。

　重苦しい空気が澱よどむ場所。

　そんな中をナナ達一行は物もの陰かげを縫ぬう様にして移動していた。

「――変わりませんね、此こ処こは」

　呟つぶやく様に言って先頭を行くのはやはりコリンである。

　彼女は言葉少ない一同を導いて『背信者の墓場』でも更さらに片かた隅すみ――とりわけ痛みの酷ひどい建物の多い一画へと進んでいく。

　当然、比ひ較かく的てき痛みが少ない建物には先住者が居る事から、ナナ達の拠きよ点てんに使う訳にはいかない。程度の良い建物から占せん有ゆうされてゆくのが道理なので、残っているのは屋根が無かったり、壁が半ば以上崩くずれているものばかりだが――一応野宿の用意はしてあるので、とりあえず大おお雑ざつ把ぱにでも雨か風が防げれば、それ以上を望む必要は無い。

「この辺りでしょうか」

　コリンがそう言って立ち止まったのは、本当に廃墟も廃墟――壁だけ、とか柱だけ、とかそんな『部分』だけが残っている建物ばかりの一帯である。

　ただしよく見れば一個の建物としては最も早はやどうしようもない状態でも、個々の部屋そのものは形として残っている場合も多かった。

　要するに外がい壁へきは無くとも、内ない壁へきが辛かろうじて残っているという状態だ。

　とりあえず屋根と壁さえあれば雨あめ露つゆと夜風は防げるし、眠ねむるにしても外敵に対する罠わなを仕し掛かけやすいので安全度は高まる。

「うわー……」

　さすがのナナも感かん嘆たん……というか半ば呆ぼう然ぜんとした声を漏もらす。

「いっそテントでも張った方が早いんじゃねえか？」

　エキノが苦笑して言った。

　実際、周囲には何処からか調達してきた端はし材ざいと布でテントの様なものを張っている連中の姿も見受けられる。

「かもしれませんね」

　苦笑して言いつつもコリンが手近な廃墟の処に歩み寄る。

　その時――

「…………もし」

　ふと一同の背後から声が掛かかった。

　振ふり向くエキノ、ナナ、そしてソリウ。ただ一人の例外はネリアで、彼女はまるで興味が無いといった様子で、廃墟を調べているコリンの方を見つめたままである。

「何か……この哀あわれな婆ばばに……お恵めぐみを……」

　そう言うのは――小こ柄がらな老ろう婆ばだった。

　みすぼらしい。

　この『背信者の墓場』においてすら……その格好は群を抜ぬいてひどいものだった。

　ぼろぼろの衣装は最早服の体裁を成していない。ボロ布が身体に辛うじて引っ掛かっているだけといった状態だ。

「食べ物でも……何でも……いいですから……」

「あ――ええと」

　困こん惑わくの表情を浮うかべてエキノ達の方を見るナナ。

　彼女の性格からすれば、救いを求めて縋すがり付いてくる者を無視したりは出来ない。

　だが此処が敵地の真ん中で、些さ細さいな行動の一つが自分の従者達を危険にさらしかねない事は彼女もよく分かっている。

　だからこそナナはエキノ達に判断を仰あおいだのだ。

　だが――

「…………」

　顔をしかめながらエキノが首を振る。

　余計な事に関わるなという事だろう。

　ナナは溜ため息をついて――そして老婆に向けてやや腰こしを屈かがめながら言った。

「ごめんなさい……私達も余よ裕ゆうが無いの」

「…………」

　老婆は無言でナナを見つめる。

　フードの奥おくで申し訳無さそうな表情を浮かべる彼女の顔を。

　そして――

「あ………ああ…………」

　ふと老婆の皺しわ深いその顔に驚おどろきの表情が過よぎる。

　そして――

「ああっ……ああああっ……！」

　ボロ布の中から枯かれ木の様に細い腕うでが伸のびる。

　全く唐とう突とつな動作。

　老婆はナナの衣装の襟えり元もとを掴つかんでいた。

「――！」

　咄とつ嗟さに前に出ようとして――そしてエキノは立ち止まる。

　ソリウがリュートに手を掛けたまま、エキノの方へ、伺うかがいを立てる様に視線を向けるが――ナナ姫ひめの近衛戦士は小さく首を振った。

　殺気が無い。微み塵じんも感じられない。

　いくら気配や殺気を抑よく制せいする事に慣れた暗殺者でも、いざその瞬しゆん間かんには気配が漏れるものだ。まして眼の前で見ていればエキノに感じ取れない筈はずが無い。

　だが老婆にはそれが全く無かった。

　少なくとも老婆にナナに対する危害を加えようと言う意志は無いらしい。

　いやそれどころか――

「ああ……ああ……お……お……」

　はらはらとその皺の奥の眼から涙なみだをこぼしながら老婆は言った。

「お……お懐なつかしや！」

「はい？」

　フードの奥で眼を丸くするナナ。

　だがそんな彼女の表情など気にも留めない様子で、老婆は元々皺深い顔を、更さらにくしゃくしゃにして言ってきた。

「お懐かしや、お懐かしや、ディディプリス様――ああ……本当にお懐かしや！」

「え？　何――ディディ……何⁉」

　ディディプリス。

　ナナにしてもエキノにしても全く聞き覚えの無い名だ。

　だが老婆はナナをそのディディプリスという人物と確信しているのか……手を放すどころか泣きながら彼女の身体に縋り付いた。

「お忘れですか――ああ、無理もない、無理もない、私めも、こんなに老いさらばえて、汚きたなくなってしまいましたので、無理も無い事……ああ、アルビダにございます、アルビダにございますよ、ディディプリス様――」

「え？　え？　あの――」

「婆ばあさん」

　エキノがやんわりと老ろう婆ばの手首を掴んで言った。

　このまま老婆に勘かん違ちがいさせ続けても、まるで埒らちがあかない。

「人ひと違ちがいじゃないか？　この娘むすめはディディプリスなんて名前じゃない」

「なにをおっしゃいます」

　だが老婆は首を振ふった。

　その仕草ははっきりと理性的で、痴ち呆ほうに陥おちいったり妄もう想そうに溺おぼれている様には見えない――

「そんな格好で耳や尻尾しつぽをお隠かくしになってもこのアルビダには分かります、ディディプリス様のお世話をしてきたのは、この私なのですから――」

「――！」

　ばっと――ナナの襟元を掴む老婆の手を強引に振り払はらって、間に割って入るエキノ。

　この老婆は隠している筈のナナの耳と尻尾に気付いている。

　改めてナナの格好を見て確認したが、やはり変装に抜ぬかりは無い。老婆の目から見て尻尾や耳が看破される可能性は殆ほとんど無い筈だった。

　つまり――

「……なに、どうしたの？」

　廃はい屋おくを調べていたコリンが戻もどってくる。

「いや……この婆さんが何か勘違いしているみたいでな」

「勘違い？」

「ディディプリスとかいう名前の誰かと、ひめさ――もとい、彼女を間ま違ちがえてるんだが」

「…………」

　コリンが怪け訝げんの表情で老婆を見つめる。

　だが老婆はまるで周りなど見えていない様子で、ただただフードの中のナナの顔を見つめ続けている。

　その表情には懐かしさや親しみは在っても、やはり敵意や躊ちゆう躇ちよは無い。

「ただ――」

　そっとコリンに近寄ってソリウが耳打ちする。

「このお婆さん、姫様の耳と尻尾を見抜いてしまったようでして」

「……このお婆さんが？」

　言いながらもコリンの全身に――一いつ瞬しゆんながら緊きん張ちようが走る。

　恐おそらくそれに気付いたのはエキノだけであったろう。

　ちらりと彼はコリンの方を見て視線を合わせてから……何かを否定するかの様に小さく首を振って見せた。

　反射的に『老婆を消す』という選せん択たく肢しを想起したコリンをエキノが止めたのだ。

「…………」

　短く溜ため息をついて脱だつ力りよくするコリン。

　そう。そんな選せん択たくをそもナナが許す筈はずが無い。

「――婆さん」

　エキノがやや声を低くして尋たずねる。

「ディディプリス様ってのとあんたは、どういう関係だったのか、ちょっと教えて貰もらえないか？」

　そうして――ナナ姫ひめ達一行は、このアルビダと名乗る物もの乞ごいの老婆を廃屋に連れ込んだ。
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　カーナミン枢すう機き卿きようは上じよう機き嫌げんだった。

　少なくとも彼の補ほ佐さをしているオクタン・ドルス修道士にはそう見えた。

　執しつ務む室しつに戻ってきた彼は、いつもの様に厳しい表情を貼はり付かせてはいるが――口数が多く、口調も早い。付き合いの長い者だけにしかそれは分からないだろうが、カーナミン枢機卿は明らかに機き嫌げんが良かった。

　だが――

「猊げい下かは焦あせって居られる様だな」

　執務机の椅い子すに身を沈しずめながらカーナミン枢機卿は言った。

「わざわざ手て駒ごま二人を使い潰つぶした甲か斐いがあったというものだ。このまま自じ滅めつしてくれるとこちらの手間も省けるが――さすがにそこまで期待するのはムシが良すぎるというものだろうな？」

「…………は」

　ドルス修道士は短く溜め息の様な声を漏もらす。

　実の所――ドルス修道士はカーナミン枢機卿の感覚に最も早はやついていけないものを感じ始めていた。カーナミン枢機卿は〈聖儀執行者セレブラント〉を二名も使い潰しておきながら、むしろこの状じよう況きようを歓かん迎げいしている。

　ただ――教皇が動どう揺ようしているという、それだけの事実を喜んでいる。

　元々非情な部分を持っている人物だとは理解していた。理解した上で従ってきた積もりだった。ミリオフィラム教会という巨きよ大だいな組織を運営して行くには、時にカーナミン枢機卿の様な非情さも必要だと考えていた。

　だが――

「〈天使〉の騒さわぎでナナ姫一行は見失った様だが――この分だとこのバコパに来ている可能性は在るな」

「そ……そうでしょうか？」

「そう考えるからこそ猊下は落ち着きが無いのだよ。いつあの呪のろわしい娘むすめが乗り込んでくるかと気が気ではないのだ」

「…………」

　ドルス修道士は眉まゆを顰ひそめる。

　ナナ姫は教会の大改革に必要な重要人物ではなかったのか？

　それを――『呪わしい』？

　それはあるいは、教皇にとっての意味なのか。だとしたらナナ姫は何か教皇の弱みでも握にぎっている存在なのだろうか？　しかしそれならば、とっくにそれを盾たてにとって教会に噛かみ付いてきても良さそうなものである。

　あるいはナナ姫は自分が握っている情報の自覚がないのか？

　それとも――

「枢機卿」

　ドルス修道士は呻うめく様に言った。

「私には……分かりません。一体、猊下は、そして枢機卿は……あのサキュバスの何をそんなに重要視しておられるのですか？」

「…………」

　じろりとカーナミン枢機卿の眼がドルス修道士を睨にらむ。

「それを知ってどうしようと？」

「どうしようも何も……私にはさっぱり分かりません。猊下や枢機卿は御ご存ぞん知じの様ですが……それは私が知ってはいけない事なのですか？」

「そうだ」

　間かん髪はつ入れずにカーナミンは言った。

「お前達は知らずとも良い事だ」

「…………」

　二人の〈聖儀執行者〉を浪ろう費ひし。

　二人の〈聖儀執行者〉を意図的かつ私的に使い潰し。

　ばれれば文字通りに首が飛ぶ様な危険な橋を部下に渡わたらせながら。

（言えぬとおっしゃるか――枢機卿）

　ドルス修道士は唇くちびるを噛む。

　教会を改善する為ためには仕方ない事と今まで割り切ってきた。カーナミン枢機卿の強引な行動も、改革には必要な事であると自分に言い聞かせてきた。

　だが――

「…………」

　ドルス修道士は拳こぶしを握りしめる。

「さしあたっては、投入出来るだけの人員を投入してナナ姫ひめの居場所を確定させろ。可能な限り速すみやかに――だ。いいな？」

「……はい」

　頷うなずくのにドルス修道士は非常な努力を要した。
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　老ろう婆ばの名はアルビダといった。

『背信者の墓場』に住む者達の例に漏もれず――元はミリオフィラム教教会の信者であったのだという。彼女に言わせると〈教会〉上層部の人間の屋や敷しきで家政婦の様な仕事としていのだそうだ。

　確かに聖地とはいえ人の住む街……信者も全員が毎日祈いのりを捧ささげたりしているだけではあるまい。食事を作る人間、建物を建てる人間、服を作る人間、掃そう除じをする人間、洗せん濯たくをする人間、物資の流通に采さい配はいを振ふるう人間、その他諸もろ々もろ……人間が暮らしていく街として当然に発生する様な諸々の仕事は、当たり前の様にこのバコパの街にも存在する。

　それは別に不思議でも何でもない。

　ただ――

「誰の屋敷か分からない？」

　首を傾かしげて言うのはナナである。

　ナナ達一行とアルビダは、先程コリンが調べていた廃はい屋おくの部屋の中に居た。

　外がい壁へきは最も早はや手の施ほどこしようが無い位に崩くずれていたものの、建物の中を仕切る内ない壁へきは未まだ残っていた部分が多く――そこに野宿用のテントの布を張ったり、詰つめ物をする事で、とりあえず一夜の宿を確保したのである。

　幸い辺りに煉れん瓦がだの石だのはごろごろしていたので、エキノとソリウがこれで部屋の外に簡易の竈かまを作り、そこでコリンが保存食を材料に、改めて暖かい食事を作った。これを振る舞まうとアルビダは感かん涙るいしてそれを食べ――余程に飢うえていたのだろう――一息ついた処で改めて問われるままに、自分の身の上と『ディディプリス』なる女性の話を始めたのである。

「――へえ」

　アルビダは頷いた。

「小さいながらも、割とかっちりしたお屋敷で……」

　アルビダによると、教会上層部の人間達は、本来の住居以外に別宅の様なものを持っている事は珍めずらしくないという。

　常に公的な立場を強しいられる彼等が、個人的な空間を確保して安らぐ為などと言われており、アルビダもそう説明はしたが――実際には権力闘とう争そうの密談や、本来在ってはならないものを隠かくしたりするのにも、使われていたのだろう。

　そこで働いている者にすら誰の屋敷か分からないというのは、その証しよう拠こだ。元々こういう屋敷は各国の貴族達が本宅と別に構えて用いていたものだが――そういう習しゆう俗ぞくが紆う余よ曲きよく折せつを経て〈教会〉の人間にも伝わったのだろう。

　この手の屋敷は当然ながら、所有者としても毎日の様に使用する訳ではない。

　その為に、普ふ段だんは住み込みの家政婦を置くのが基本となっており――実際に使用する時は、人を介かいしてその家政婦に一時的な暇ひまを出し、入れ替かわるように本来の所有者がやってくるのだそうだ。

「もう十年……いえ十五年になりますか……」

　何処か懐なつかしむ様に言って。

「…………」

　改めてナナを見つめながらアルビダは眼を瞬またたかせた。

「ディディプリス様……いえ……違ちがう……？」

「いや、だからさっきからそう言ってるんだけどね」

　苦笑するナナ。

　ようやく此こ処こでアルビダは、ナナがそのディディプリスとかいう女性と別人だと理解したらしい。

　ディディプリスが当時、一体何なん歳さいだったのかは分からないが、まさか十五年もその姿に変化が無い事は有り得まい。まして当時のディディプリスがナナとよく似ていたとすれば、彼女は今いま頃ごろ、三十前後である筈はずだ。

　生きていれば――だが。

「……エキノさん」

「分かってる、黙だまってろ」

　ふと思い出したかの様にソリウが口にする台詞せりふを――エキノが遮さえぎる。

　そう。生きていれば……だ。

　ナナと十五年前にそっくりだった女性。

　それは恐おそらく――

「お婆ばあさん。そのディディプリスって女性の事、聴きかせて」

　尋たずねるナナの表情は……複雑だった。

　恐らく今までは考えないようにしていた筈なのだ――自分の実の両親の事は。

　どうあっても、それは楽しい話にはなり得ない。

　親が自分の恣し意いで棄すてたのか。あるいは状じよう況きようがそれを強制したのか。どういう事情が在ったにせよ、ナナにとっては喜ばしい内容ではあるまい。それが彼女自身にもよく分かっているのだ。

　だがその一方で、自分の素性を――血脈を、根源を知りたいという欲求は人間なら誰しもが持つものではある。

　人は虚きよ無むの中から突とつ然ぜん発生するものではない。

　男女の様々なしがらみや思おも惑わくが絡からみ合って――それは必ずしも愛情ではない場合もあるが――人は此この世に生まれてくる。そこに何か理由や意味を見出そうとするのは、当然の気持ちではあった。

「その女性が――私のお母さんかもしれないから」

「…………」

　アルビダは何度も瞬きをしながらナナを見つめる。

　まるで自分の中で何かを確認しようとするかの様に。

　あるいは……眼の前の事実に即そくして、自分の中で何かを修正しようとしているかの様に。

「あ――」

　そして――不意に。

「あの時の……あの時の⁉」

　アルビダの表情に理解の色が広がった。

「……え？」

　対してナナやエキノ、コリン、ソリウの表情には困こん惑わくが過よぎる。ネリアはやはり無表情に一同を見つめているだけだったが。

「ディディプリス様が命いのち懸がけで……命懸けで護まもろうと……ああ……ああ……こんなに立派になって……ああ……こんなにもディディプリス様にそっくりに……」

「…………」

　ナナ達は顔を見合わせる。

　ディディプリスがナナの母親らしいという事は想像がついたが……どうやらナナは、ディディプリスが未まだこの聖地に居る間に産んだ子であるらしい。勿もち論ろん、赤ん坊だった筈のナナ本人には全くその記き憶おくは無い。

　しかし……

「ディディプリス様は……私がお世話を……」

　アルビダによると問題の『ディディプリス』なる女性はその屋や敷しきに『囲われて』いたのだという。

　これも別に珍めずらしくはない話だとコリンが言う。

〈教会〉上層部の聖職者といえど、やはり生身の人間……どろどろした生なま臭ぐさい話と必ずしも無む縁えんではない。別宅を愛人の住居として使用している者も居るらしい。

　ただ……そこに囲われているのが、ナナと同様の耳と尻尾しつぽを持った銀ぎん髪ぱつの女性となると、話が少々ややこしくなってくる。

　アルビダはその『ディディプリス』の素性を知らず、ましてやサキュバスであるなどとは考えもしなかったらしいが――そもそもサキュバスは伝説上の存在として、実在を信じていない者も居る――何にしてもアルビダの仕事は、問題の屋敷の管理と、そしてそこに囲われていた異人種の娘むすめの世話であったのだという。

「囲われていたというか……その……」

　アルビダが言葉を濁にごす。

「囚とらわれていたというか……」

　アルビダが来た時点では、もうディディプリスは妊にん娠しんしていたそうだ。

　実の所、アルビダの様な雇やとわれ家政婦は五年十年と同じ屋敷で長く働く事はあまり無い。長期間その屋敷に居れば、やはり屋敷の所有者が知られたくない事を知ってしまうからである。秘密を知った者の口をいちいち封ふうじるよりは、定期的に解かい雇こして新しい家政婦を雇う方が面めん倒どうが無くて良いという考え方だろう。

　何にせよ……アルビダはディディプリスがどういう素性の娘で、どういう立場に置かれているのかは、知らなかった。

　だが彼女の仕草や口調は何処か浮うき世よ離ばなれしていて――望む望まぬにかかわらず、地に足を着けたが故に、生活の臭においが染み付く庶しよ民みんとは明らかに違ちがう容姿や立ち居振ふる舞まいだったとか――何処かのやんごとない立場の人間だと思ったとアルビダはいう。

　更さらにアルビダの想像を裏打ちしたのは屋敷の警護だ。

　常に屋敷の周囲には、二名ないし三名の女性修道士が警護役として侍はべっていた。

　必ず女性で――しかもどうやら単なる修道士ではなく、専門の戦せん闘とう訓練を受けたらしいという事は、これもやはり立ち居振る舞いから分かったそうだ。

　この事から、アルビダはディディプリスを『何らかの事情があって囚われているが、極めて重要な人物』と感じて仕えていたという。

「女性修道士ってのは――」

　エキノの呟つぶやきをソリウが引き取った。

「恐おそらくサキュバスに絆ほだされない様にという用心でしょうね」

　見目麗うるわしく、身体を開けば、天上の快楽を男にもたらすという淫いん魔まの種族。

　確かに男の警備では若干の不安が残るだろう。古来より男が誰かを裏切るのは金か……さもなくば女が原因と相場が決まっている。

「〈教会〉の人間がサキュバスを囲っていた――か」

「すると姫ひめ様の父親は教会の人間？」

　とソリウ。

「未だそうと決まった訳でも無いだろうが――」

　その可能性は高いだろう。

「ただ……ある時……ディディプリス様が」

　アルビダによるとディディプリスが女児を――ナナを産んだ直後から状じよう況きようが急変してきたというのだ。何かとディディプリスは怯おびえる事が多くなり、屋敷の主――勿論アルビダはその顔も名前も知らない訳だが――が訪れる度に、その度合いは酷ひどくなっていった。

　そして遂ついにディディプリスはアルビダに告白する。

『この子が殺される』――と。

　そして……

「私は……ディディプリス様が屋敷からお逃にげになるのを……」

　手助けした。

　ディディプリスは優しく上品な娘であったという。

　極めて特とく殊しゆな環かん境きようではあったが、彼女との生活はアルビダにとって、とても充じゆう実じつしたものだったそうだ。恐らく何も事情を知らぬが故にこそ、アルビダはディディプリスに対しても何ら偏へん見けん無く接する事が出来たのだろう。

　そして……

　ディディプリスの世話を焼く間に、アルビダにとって彼女は娘の様な存在になっていったらしい。アルビダにしてみればディディプリスの告白は『孫が殺される』と言われた様なものであったろう。

　警護役の女性修道士達の眼は、主に『外部からの侵しん入にゆう』に向いていたという。

　故に彼女等の交替する隙すきを見計らい、見回る順路を把は握あくしていれば、内側から脱だつ走そうする事は、素しろ人うとであるディディプリスとアルビダにも可能ではあった。

　だがディディプリスの手引きをしたとなると、アルビダもただでは済まない可能性が高い。その為ため、ディディプリスはアルビダを殴なぐり、彼女が故意に鍵をかけ忘れた扉から、逃とう亡ぼうしていったのだそうだ。

「結果……私は……」

　偽ぎ装そうはきちんと効果を発揮した。

　屋や敷しきの所有者はアルビダがディディプリスを逃がしたのだとは考えなかったらしい。

　だが――それでも全くお咎とがめ無しという訳にはいかなかった。

　何か事が起これば必ず――実利的な意味合いのみならず、関係者の溜りゆう飲いんを下げる意味でも――責任を取らされる人間が出る。

　その役目がこの時は、アルビダに押おし付けられたという事である。

　彼女は管理不行き届きという事で責任を問われ……家政婦の職を解かい雇こされた。それどころか、名も知らぬ雇やとい主の不興を買ったのか、信徒としての籍せきを抹まつ消しようされ、この『背信者の墓場』に追いやられる事になったのだ。

　だが……

「私は……後こう悔かいしておりませんでしたよ」

　しみじみとした口調で語りながらアルビダはナナを見つめた。

「そして今日……私が間ま違ちがっておらんかった事を……貴女様が証明してくださった」

　老ろう婆ばの枯かれ木の様な手がナナの手を握にぎる。

「あ……あの……」

　戸と惑まどうナナ。

　彼女にしてみれば今聞かされたばかりの――実感すら伴ともなわない様な話なのだから、当然だろう。母にそっくりだと言われても、その母の記き憶おくが無いのだから。

　だがアルビダは感極まった様子でナナの手を握りしめる。

「こんな……ディディプリス様そっくりに御ご成せい長ちようなさった御お嬢じよう様さまに……もう一度会えた……まるでディディプリス様に再会したかの様です……」

「エキノ――」

　困った様子でナナがエキノ達を振ふり返る。

　だが――とりあえずナナ姫の従者達は、別の事に気が向いている様だった。

「やはり事前に調べられる事は調べておくか」

「そうね」

　エキノの言葉にコリンと、そしてソリウが頷うなずいた。




　　　●




　ミリオフィラム教会の信徒はクアプランテ大陸全土に存在する。

　事実上、大陸における最大の宗教であり、最大の勢力であると言っても過言ではない。その集団としての性質上、軍隊は存在しないが、経済的、政治的に各国に対して持つ影えい響きよう力りよくは決して小さくない。

　文明が進み、人々の生活から不条理や非合理が消えていく事で、神に縋すがり神の意志というレッテルをそれらに貼はる機会も減りつつある昨今だが――それでも大陸全土にミリオフィラム教会の信徒達は散らばっており、彼等はいわば『静かなサイレント・る勢力マジョリティ』としてミリオフィラム教会という組織を支えている。

　逆に言えば、何処に居てもミリオフィラム教会の信徒は信徒である。

　各地に教会の施し設せつは点在しているし、入信するにしても、日々の信しん仰こうを確かめるにしても、大陸の何処に居ようと問題は無い。

　では――他の何処でも無い、聖地バコパに住む意味は何処にあるのか？

　信徒達にとって、バコパ高原という、決して住みよくはない土地に固こ執しつする意味は、何処にあるのか？

　勿もち論ろんそれは大聖ミリオフィラムが悟さとりを得た土地であるという事も、意味合いとしては大きかろう。だがそれは聖地巡じゆん礼れいで訪れても充じゆう分ぶんである。

　となると――

「バコパ高原に住む最大の理由は――これか」

　壁かべに背中を預けながらエキノは呟つぶやく。

　建物と建物の間――細い路地に彼とソリウはいた。

　数歩歩けば大通りに出られる位置である。それもバコパの街においては最も広い――基幹道路とも言うべき道だ。街の中央――大聖堂の正門に至るその道は、馬車が数十台並んで通れそうな道みち幅はばを持ち、道というよりは広場に近い。

　だが……今現在、その道路には一台の馬車も通ってはいなかった。

　代わりに道を埋うめ尽つくしているのは――

「この街の信徒総出――って感じだな」

　人。人。人。人。人。人。人。人。人。人。人。人。人。人。人。人。人――……

　人の群れ――無数の信徒達であった。

　週に一度、バコパの街ではミリオフィラム教教会の頂点、即すなわちコグナット教皇が大聖堂二階のバルコニーに姿を見せて、短い説法を信徒達相手にする機会が設けられている。勿論、教皇は他にも聖堂内の説法も定期的に行ってはいるが、こちらは参加希望者が多すぎて常に抽ちゆう選せんの状態であり、信徒の全てが平等にその尊顔を拝せる訳ではない。

　結果……その不満を少しでも和らげる為ため、こうして大通りに面した正面バルコニーにコグナット教皇が姿を見せる様になっているのだ。

　つまり……

　バコパの街に住む者達はミリオフィラム教会の頂点であり『神に最も近い者』たる大聖者――コグナット教皇の御ご尊そん影えいを拝はい謁えつし、御言葉を聞く事が出来るという事だ。信仰を価値観の中心に置く者達にとって、それは何事にも優まさる喜びであるのだろう。

「まあさすがに全人口という訳にはいかないようですが」

　ソリウも辺りを見回しながら言う。

　道路は勿論、通りに面した建物の窓や屋上、屋根の上にも人々が溢あふれている。ナナ姫ひめがアビアスを出立した時もかなりの人数が見送りに出てきたが――恐おそらくそれに匹ひつ敵てきするか、上回る数の人出だ。

「で……あのおっさんがその人気者って訳だ」

　エキノは建物の陰かげから頭を出して遥はるかな彼方かなたを――大聖堂の正面に設けられたバルコニーを眺ながめる。

　そこには初老の男が、数名の取り巻きらしき若い修道士を従えて立っていた。

　教皇アルグベルド・コグナット。

　一見すればその姿はごく平へい凡ぼんではあった。

　中肉中背で顔立ちにも目立った特とく徴ちようは無い。逆に言えば教皇の衣装を着ていても野良着を着ていても、恐らく然さしたる違い和わ感かんは出ないだろう。街中で擦すれ違ちがっても印象に残らないのではないか――そんな風にさえ思える。

　見た目だけは。

「…………」

「――エキノさん？」

　ふと怪け訝げんそうにソリウが声を掛かける。

「……なんだ、あいつは……？」

「なんだ、とは？」

「いや……何というか……」

　エキノは眉み間けんに縦たて皺じわを刻みながら口ごもる。

「……普ふ通つうじゃない」

「普通じゃない？　いやまあ教皇ですから普通の人間ではないんでしょうけど」

「違う、そういうのじゃなくて」

　苛いら立だたしげにエキノは言う。

「分からないか――そうだな、お前は魔ま法ほう使つかいだからな」

「どういう意味です？」

「なんていうか……」

　エキノは一いつ瞬しゆん、考え込む様な表情を見せてから、言った。

「俺の様な格かく闘とう技能者は、大たい抵ていの場合に、無意識の内に相手の隙すきとかを探ってるもんなんだよ。どうやったらこいつは攻こう略りやく出来るか、どうやったらこいつを倒たおせるかってな」

「はあ……」

「これは殆ほとんど無意識的なもんだ。敵意とか悪意とかも関係ない。嫌いやな言い方だが、人間を測る物差しの一つとして『俺はこいつに勝てるか否いなか』――もっと端たん的てきに言えば『俺はこいつを殺せるか否か』っていう基準が自然に出来上がるんだよ」

「物ぶつ騒そうな話ですな」

　苦笑して肩かたを竦すくめるソリウ。

　だがエキノは笑わず――ただ視線を教皇に向けたまま言葉を続けた。

「お前だって、他人が使っている魔法を見て、自分に出来るか否かで、相手の力量を測ったりはするだろう？　あるいは何かの作業を見ていて、これを魔法でやればどの程度の手間がかかるか、無意識に計算したり、術式を頭の中で組み立てたりしないか？」

「そりゃ――まあ」

　その職種が何であれ玄くろ人うとと素しろ人うとの最大の違いはこの意識だ。

　玄人はその職種に必要とされる技能が、生活習慣や価値観の一部に組み込まれる。何をしていても自分の技能を基準としてものを考える。魚屋はまず魚を見れば美味うまいかどうか、どうさばけばいいかを反射的に考える。彫ちよう刻こく家かは岩の塊かたまりを見ればまず何処から鑿のみを当てるかを無意識の内に探さぐり始める。そういうのと同じだ。

　良い事とか悪い事とかは関係ない。

　そこまで思考をも特化させるからこその、専門家だ。

「同じだよ。むしろ何かの技能に特化すればする程、そういう事は無意識にしてるだろう？」

「ですね。で――エキノさんから見て、教皇が、その物差しで妙みような感じに見えると？」

「…………ああ」

　エキノは頷うなずく。

「まるで勝てる気がしない」

「――はあ？」

　間の抜ぬけた声を漏もらすソリウ。

「それって――なんですか、格闘者としてエキノさんが、あの教皇に勝てない、と？」

「情けない話だがそうなる」

「…………」

　改めてソリウはコグナット教皇の方を眺める。

　平凡な初老の男。

　教皇としての煌きらびやかな衣を纏まとっていなければ、本当に特徴らしい特徴も無い様な、中肉中背の男性である。特に筋肉質という訳でも無さそうだし、仕草が機き敏びんという様にも見えない。

　本当に平へい凡ぼんなだけの男に見える。

　一方、エキノがどれだけ格闘者としては非凡かという事実については、ソリウはよく心得ている。得意の武器を持ってならば、次世代の〈聖儀執行者〉として、幼い頃ころから戦せん闘とう技能を叩たたき込まれて育ったコリンとさえ互ご角かくか、それ以上だろう。

　そのエキノが『勝てない』という相手。

　どう考えても尋じん常じようではない。

　だが――やはりソリウの眼には教皇がそんな超ちよう人じんには見えないのだ。

　単に格闘技能者としての資質がソリウには無いからだ、という事もあるが――

「隙が在るとか無いとか……そういう話じゃ……ないんだよな」

　エキノの口調には若干の躊ちゆう躇ちよが在った。

　自分で自分の言っている事に確信が持てない様な――何処か不安の様なものが見え隠かくれしている。エキノにしては珍めずらしい――非常に珍しい事ではあった。

「何て言うか……根本的に違ちがうものを見ているっていうか」

「違うもの、ですか？」

「人間じゃなくて、岩の壁かべを殴なぐろうとしているみたいな――いや……とにかく、隙すきは在るんだ。動きも読める。それは間ま違ちがいない。だが勝てる気がしない」

「……難なん儀ぎな話ですね」

　ソリウは首を傾かしげつつ言う。

　その時――

「…………⁉」

　大通りにひしめいていた群衆が――突とつ如じよとして歓かん声せいを上げる。

　反射的にそちらの方を見たエキノとソリウは、思わず眼を瞬またたかせた。

　錯さつ覚かくかと思ったからだ。

「なんだ⁉」

　エキノが思わず身構えながら声を漏らす。

　教皇が――光っていた。

　照らされているのではない。自らが光り輝かがやき――それどころか。

「――エキノさん」

　ソリウが呻うめく様に言った。

「私の眼がおかしいんですかね。空中に浮うかんでいる様に見えますが」

「安心しろ、俺にもそう見える」

　そう。

　教皇は――テラスの上ではあるが空中に浮かんですらいた。

　支えるものは何も無い。下から押おし上げている訳でも上から吊つり下げている訳でもない。

　勿もち論ろん、奇き術じゆつの類たぐいでないとは言い切れない。

　それに――

「魔ま法ほう――か？」

「いえ。発動体を持っている様にも見えませんし、呪じゆ文もん詠えい唱しようしていた様子も無い」

　教皇はそれまで途と切ぎれる事無く説法を続けていた。

　少なくとも呪文詠唱は出来ない筈はずだ。

「あれは魔法ではありませんよ――少なくとも教皇本人が使っている魔法ではない。では何かと言われれば分からないのですが」

「…………」

　ではやはり奇術か。

　しかし……次の瞬しゆん間かん、何か奇き妙みような空気が辺り一帯に広がっていった。

「……⁉」

　ソリウが身構える。

　何が変わった訳ではない。

　彼等の周囲の光景にはまるで変化が無い。視界に映っているのは、一瞬前までと全く同じ景色である。通りを整然と埋うめ尽つくす数多くの信徒達と。テラスの上の修道士達と。そしてその真ん中に立つ教皇と――

　だが。

「……これは…………⁉」

　眼に見えない。

　耳にも聞こえない。

　鼻にも匂におわない。

　だが何かがするすると――忍しのび寄よってくるのが分かる。

　周りから。隈くま無なく。まるでコップに水を満たすかの様に辺りの全てを埋め尽くしながら、己の中に全てを埋まい没ぼつさせようと……

「…………」

　ソリウは唇くちびるを噛かむ。

　あるいはこの感覚は、魔ま導どうの技に長たけた彼であるからこそ、はっきりと自覚が出来たのかもしれない。魔法とはそも自分の中の様々な感覚を統合制せい御ぎよして把は握あくする処に基本が在る。

　だが……

「――感じるか。さすが魔導師」

　薄うすい――しかし何処か凄せい惨さんとも言える笑みを浮かべてエキノが言ってくる。

　彼は……彼もこの奇妙な空気を感じているのだろうか？　だが通りに居る信徒達の様子には大きな変化が無い。彼等にはこの変質した空気が感じられていない様だった。

「エキノさん？」

「――こいつはな」

　エキノは口の端はしを歪ゆがめて言った。

「程度は随ずい分ぶんと違ちがうが……かつてラディカンの皇こう帝ていが持っていた能力だよ」

「え？」

「正確に言えばな」

　エキノは親の仇かたきでも見つめる様な眼で教皇の方を睨にらみ据すえながら言った。

「ラディカン皇帝に取り憑ついていた〈第三天使〉の能力だ。人心を思いのままに操る為ための能力だよ。〈教会〉の連中は確か――『精神感応』とか呼んでいたが」

「…………」

　言葉もなくエキノの横顔を見つめるソリウ。

　かつてラディカン帝てい国こくの皇子であった青年は、何処か呻うめくかの様に低い声で続ける。

「だが――この感じは恐おそらく〈第三天使〉じゃない。〈第三天使〉の精神感応はこんな曖あい昧まいなもんじゃなかった。頭に直接何かが染み込んでくる様な印象が在ったからな。だがこの感じは同じものだ。同じ系統に属する能力だな」

「その……つまり、あの教皇が〈天使〉の力を使っていると？」

「多分な」

　エキノは頷うなずく。

「大聖ミリオフィラムの下で秘ひ儀ぎ継けい承しよう者しやたる〈東方三博士〉の創り出した三体の〈天使〉――バケモノ。初期の〈教会〉の勢力拡大に尽じん力りよくした、奇き跡せきを演出する為の道具」

「…………」

　ソリウは信徒達の群れに眼を向ける。

　エキノやソリウはそれぞれ特とく殊しゆな経験や技能を備えているからこそこの『力』を意識的に感じる事が出来た。だがもし全くそういったものを備えていなければ――どうなるか。

　信徒達は……

「道具……ですか」

　泣いていた。

「……ああ……」

「おおお………」

「有り難い……」

「有り難い……」

「教皇様………」

「……ああ……」

　嗚お咽えつめいた声が通りに満ちていく。

　勿もち論ろん……信徒達の様子には個人差が在る。全員が一様に同じ反応を示している訳ではない。だが殆ほとんどの信徒達は滂ぼう沱だと涙なみだを流し、教皇の姿を――まるで彼が神そのものであるかの様に感極まった表情で拝んでいた。

　教皇本人や信しん仰こうそのものに疑問を持っているのならばともかく、元から受け入れる体勢の整っている処に――元から敬意を持っている信徒達の信仰心の上に、この『力』を上乗せすれば、ただの譫言うわごとですら、有り難い説法として無類の説得力を持つだろう。

　崇あがめている。

　何の疑問もなく。

　崇めさせられているのだという自覚も――無く。

「これはまた……えげつないですな」

「別に驚おどろく事じゃ無かろう。人心掌しよう握あく能力なんてのは教皇に最も必要なもんだろ。何番目の〈天使〉なのか、〈天使〉の本体が何処に居るのかは知らないが――」

　吐はき捨てる様にエキノは言う。

　彼にしてみれば〈天使〉とはその台詞せりふ通り唾だ棄きすべきバケモノでしかないのだろう。

　ラディカン皇帝の『改宗』――いや『乱心』とその暴挙による国内粛しゆく正せいの嵐あらしは誰の記き憶おくにも新しい。

「馬ば鹿かげてる」

　エキノは教皇を睨み据えながら続けた。

「指導者や統治者ってのは『認めて貰もらう』もんだ。それを強制的に『認めさせる』力なんぞを振ふるえば、どうなるか――馬鹿でも分かるだろうに」

　誰かに認めて欲しい。

　誰かに愛して欲しい。

　ならば己を改め、自ら歩み寄り、認め愛される為の努力が必要だ。認める事も愛する事もその権限は相手の側に在る。だから常に自分を省かえりみて認められる様、愛される様、自分を高めて行かねばならない。

　しかし……もしその必要が無いとしたら。

『能力』によって直接的に畏い敬けいや愛情を得られるとするならば。相手にそれを捧ささげる事を強制する事が出来るのならば。

　己の身を省みる必要が無くなる。

　そしてそれは――当然の如ごとく独裁と暴ぼう虐ぎやくに繋つながる。

「何にしても……」

　ソリウは改めてテラスの上に浮うかんで人々を睥へい睨げいする教皇に視線を向ける。

「姫ひめ様を狙ねらっているのがあの教皇なのか、別の誰かなのかはちと未まだ分かりませんが……あの教皇に関する限り、一ひと筋すじ縄なわではいかん相手の様ですな」

「…………」

　エキノは無言。

　通りでは無数の信徒達が、教皇の前に平ひれ伏ふしていた。




　　　●




　待つ身は辛つらい。

　ナナの様な性格なら尚なお更さらの事だ。

「ぞろぞろ全員で見に行くもんでもないだろ」

　というエキノの意見でナナやコリン、ネリアはアルビダと共に廃はい墟きよの片かた隅すみで偵てい察さつに出掛けた男衆の帰りを待っていた。

　とはいえ……待つと言っても特にする事も無いので、ナナはネリア相手に『綾取りキャッツ・遊びクレイドル』に興じている。

　細い紐ひもを使って行う遊びで――見た目には単純だが結構これで奥おくが深い。貧富や立場の差を問わずアビアスの少女ならば、誰しも一度は経験のある遊ゆう戯ぎだった。

　だが――

「…………」

　眼を瞬またたかせながらナナの指に絡からまった細紐を見つめるネリア。

　相変わらずその顔には表情というものがまるで無いのだが――

「…………」

　じわり――とその額に汗あせが浮く。

　殆ど瞬きもしないまま、ネリアは複雑に絡まった紐を見つめ――否、睨にらみ据すえている。表情は変わらないまま、しかし何か後ろには轟ごう音おんが聞こえてきそうな壮そう絶ぜつな気き迫はくを背負って彼女は『綾取り遊び』に挑いどんでいた。

「……ネリア？」

「…………」

「えっと。あの。ネリアさん？」

「…………」

「もしもーし。そろそろ手が疲つかれてきたんだけど」

「静かにしてください」

　ネリアは一いつ瞬しゆんも視線を細紐から逸そらさずに言った。

「今――考えています」

「…………すいません」

　思わず謝るナナ。

　どうやらネリアはネリアでこの遊びを楽しんでいるらしい。でなければこんなに真しん剣けんに取り組みはすまい。ナナにしてみれば本当に退たい屈くつしのぎの遊びでしかなかったのだが――

「すいません、姫様」

　苦笑を浮かべてコリンが言って寄よ越こす。

　振ふり返って見れば、彼女の隣となりではアルビダがうつらうつらと身を揺ゆらしながら眠ねむっていた。恐おそらく久方ぶりに――下手をすれば十数年ぶりに、満足な食事を得て、安あん堵どを覚えた事で、疲れが眠ねむ気けに変わってのしかかっているのだろう。

　コリンはアルビダに毛布を掛けながら言った。

「多分、ネリアにしてみれば初めての経験なんでしょう。だから――」

「初めて？　綾取りが？」

「遊ぶ事が――です」

　何処か痛ましげな声でコリンが言う。

「多分、彼女は自分の頭を使ってする遊びというものをした事が無いんですよ」

「…………」

　ナナは改めてネリアを振り返る。

　亜あ麻ま色いろの髪かみの無表情少女は――やはり真剣そのものといった様子でナナの掲かかげる紐の模様を見入っている。どうやら紐を端はしから端まで眼で追った上で、どの指にどういう風に引っ掛かっているかを逐ちく一いち意識して把は握あくしようとしているらしい。

「……そっか」

　ナナはここで合点がいった。

　ネリアはそもそも『遊び』という概がい念ねんが無いのだ。

　自分を楽しませるという事を知らない。自分の為ために何かをするという事を知らない。今回の綾取りにした処で、ナナに誘さそわれたから――『一いつ緒しよにやろう』と命じられたから、始めたのだ。

　故に彼女は程々でやめるという事を知らない。

　賭かけるという事を知らない。

　絶対確実に求められた事を遂すい行こうする為に――常に全力で物事に挑む。

　だから勘かんや勢いで綾取りが出来ない。絶対確実に成功するべく紐と指の構造を徹てつ底てい的てきに把握した上で事に挑むのだ。

「自分の頭を使って何かをするという事がどれだけ面白いか……知らないんでしょう。いえ、知らなかった、と言うべきでしょうか」

　コリンは苦笑を浮うかべる。

　そこには自じ嘲ちようめいた暗さが在る。恐らく彼女は――かつて〈サイレント・グレイブ〉と呼ばれた元暗殺者は、ネリアに昔の自分を重ねてみているのだろう。

　自分で考える事を禁じられ。

　道具に徹てつする事のみ許され。

　遊ぶ事も笑う事も知らないまま、権力者の道具として育てられた自分を。

「コリン」

「はい――姫ひめ様」

「ごめんね」

「……何の事でしょう？」

　首を傾かしげるコリン。

　ナナは――ふと疲れた様な笑みを見せて言った。

「コリンにしてみれば、折角、暗殺とか、謀ぼう略りやくとか、そういう殺さつ伐ばつとした世界と縁えんを切れた筈はずなのに……結局、私のせいでまた同じ様な世界に、巻き込んじゃって」

「姫様――」

「私のせいじゃないって叔お父じ様さまは言ってくれたけど。コリンもそう言ってくれたけど。でもやっぱり責任感じちゃうよね。私が迂う闊かつに叔父様の家に寄らなければ、アピストとかあの館の人達も死ぬ事は無かったし、あの〈聖儀執行者〉の人達だって死ぬ事は無かったかもしれないし」

「…………」

「重いよ。凄すごく重い。私は――誰かが死んでくれたから生きてるんだなって思うと。そして次に私が巻まき添ぞえにするのは、エキノやコリンやネリアかもしれないって思うと――」

　ナナは自分の手の紐ひもに視線を落とす。

　指の間で複雑な模様を描えがき出す一本の紐。

　元々はたった一本の単純な構造が、あちらに引っ掛かかり、こちらに引っ掛かり、複雑化して迂闊には触さわる事も出来ない様なややこしい線を描き出す。

　だが。

　やはりそれは所しよ詮せん一本の紐だ。

　何処かで切ってしまえばそれで終わる――

「――姫様」

　コリンは短く溜ため息をついて言った。

「貴女がここで死ねば――確かにこの一件は終わります」

　少なくともコリンやエキノやネリアといった人々に関する限り――ナナの友人や知人に関する限り、〈教会〉の謀略に巻き込まれて命を落とす可能性はほぼ消え去るだろう。

　それをナナ自身が望むのは、ある意味で当然だ。

　見ず知らずの者の死は未まだ耐たえられる。

　だが自分の身の回りの人間が――それも好意を抱いだく様な相手が死んでいくのは、耐え難い苦痛だろう。それは単に他者への思い遣やりだけでなく、自分自身の居場所をも失っていくという事に他ならない。

　いっそ自分が死んでしまえば……と思った方が遥はるかに気楽ではある。

　しかし……

「ですが……それは私達への侮ぶ辱じよくでもありますよ」

「――え？」

　意外な言葉にナナはコリンを振ふり返る。

　元暗殺者の娘むすめは、優しく微笑ほほえみながら己の仕える姫ひめ君ぎみに言った。

「ちょっと貴女に好意を持ったからって、それだけで大きく変わってしまう程、私達の人生は軽いとお思いですか？　ちょっと貴女が優しいとか、可愛かわいいとか、その為だけに自分達の命を盾たてにしてしまう程、私達が軽い人間だと？」

「え？……あ……いや、別にそんな――」

　そんな風に軽く見ていた積もりは無い。

　だが改めて問われれば――コリン達が自分に対して命いのち懸がけで尽つくしてくれる事の意味や理由については、深く考えた事が無いのにナナは気付いた。

　それを傲ごう慢まんとは言うまい。

　彼女は姫だ。

　だが――

「貴女が好きだからという事には、貴女の体現している気持ちや理想に共鳴しているからだという事もあるのですよ」

　コリンは何処か遠くに瞳ひとみの焦しよう点てんを定めて、歌うかの様に――まるで何か夢見るかの様な双そう眸ぼうと口調で言った。

「人間一人は所詮、人間一人分の価値しかない。ならばどうして人は他人を身を挺ていして庇かばうと思いますか？」

「……分からない」

「それは他人の中に自分が奉ほうじる理想を見るからです」

「…………」

「それは友達を大事にする様な簡単な事でもいい。もっと高こう邁まいな、人間というものの在り方に関する理想でもいい。自らの命を賭として何事かを成そうという者は、自分が選び、自分が信じた理想に殉じゆんじようとするのですよ。それこそが――唯ゆい一いつの、自分にとっての、命より価値あるものだと信じて」

　ここでふとコリンは視線の焦点をナナに戻もどす。

「私もエキノも――恐おそらくはソリウでさえも、奉じる信念が在ります。そしてその信念に従った結果として貴女を護まもろうとしているのです。そこで貴女が自ら生きる責任を放ほう棄きしてしまうのは……我々の理想への侮辱でもあります」

「でもそんなの――私は」

　いきなりそんな事を言われても……あまりに重い。

　ただ好意で護られている事よりも更さらに。

　それは生き死にですら自分の自由にはならないという事なのだから。

　しかし……

「そう、我等の勝手です。貴女に理想を見たのは」

　肩かたを竦すくめるコリン。

「けれど貴女は王族です。王族である以上、自らの身を以もつて、時には人々の理想を体現する事と引き替かえに、人々に『死ね』と命じる責務が在ります。そして他者に死を命じる事と同様に、自らは何があっても、自分に信しん託たくされた理想を裏切ってはなりません。たとえ死ぬ程辛つらくても、死んではなりません。人の上に立つとは……そういうものですよ」

「…………父様が」

　喘あえぐようにナナは言う。

「アビアス国王――バルテリク・バー・アン・アビアスが、そうであるように？」

「はい」

　こっくりと頷うなずくコリン。

　そして彼女は淡たん々たんと付け加えた。

「そして、かつてエキノドルス・ラディカンがそうであったように」

「…………」

　ふとナナの指に掛かかっていた力が消える。

　視線を正面に戻すと――ネリアがナナの指から自分の指へと綾あや取とりの紐ひもを移した処であった。

　どうやら無事に模様を崩くずす事無く、紐をとれたらしい。

　無論、それでもやはりネリアに表情は無い。だが……何となく得意げな雰ふん囲い気きは、この小こ柄がらな少女の何処かから漂ただよってきてはいた。

「次はヒメサマの番です」

　ネリアはさっと二つ三つ紐の構造を変えて言ってくる。

　途と端たんに紐が描えがき出す模様が複雑さを増す。

　どうやらネリアはコツを掴つかんだらしい。さすがに綾取りを遊び馴なれたナナでもそろそろ難しくなってきているのだが――

「…………」

『ゴメン、降参』と反射的に言いかけて……ナナはその言葉を呑のみ込んだ。

　綾取りをネリアに教えたのはナナだ。

　自分で頭を使って遊ぶ事の楽しさを――この自分で考える事を許されなかったらしい少女に教えたのは、他ならぬナナなのだ。ならば……ろくに考えもせずに降参を口にするのはまずかろう。

　あれだけネリアは真しん剣けんに――遊んでいた。

　ならばナナも真剣に、全力で受けて立ってやらねばなるまい。

　無論、それで失敗する事はあるだろうが、その時はその時。

　きちんと全力で遊ぶ事の面白さを――素晴らしさを、ナナはネリアに教えてやらねばならない。

「よっしゃ」

　ナナは両手を胸元に構えながら真剣に交差する紐に見入った。







第三章　となりに立つひと







　音を立てて扉とびらが閉まる。

　それは建前と本音を隔へだてる境界でもあった。

「…………ッ！」

　声にならない様な短い息を、苛いら立だたしげに漏もらす。

　舌打ちもついでにしたい処ではあったが――さすがにそこまで露ろ骨こつにさらけ出してしまっては、何かと不都合が多い。信徒の眼は無いが、側には修道士達の眼が在る。彼等とて全員が教皇の本音を知っている訳ではないのだから。

「……猊げい下か、何か……」

　気き遣づかわしげに修道士の一人が尋たずねてくる。

　コグナット教皇は彼についてくる様に命じ、真っ直すぐ執しつ務む室しつへと向かった。他の修道士達はその場に残ってやや怪け訝げんな表情を浮うかべて教皇を見送る。

　そして――

「――あれについてはどうなっている？」

　歩きながら教皇は尋ねる。

「あれ――と申されますと、〈天使〉の事でしょうか」

「サキュバスの小こ娘むすめの事だ……！」

　傍かたわらに付き従う修道士の愚ぐ鈍どんさに、益々苛立ちを募つのらせながら教皇は言った。

「半月前の……〈天使〉派は遣けんの一件以来、見失っております」

　修道士が申し訳なさそうに言う。

「同時に〈天使〉の方も――」

「そちらは良い」

　教皇は切って捨てる様に言った。

「よ……良いとは」

　修道士が絶句する。

　確かに修道士の驚おどろきももっともだ。あの〈錬金天使〉は教会の秘中の秘……しかも放置すれば大量の死傷者を出しかねない危険な存在だ。サキュバスの小娘などよりも、こちらが行方不明になっている事の方が遥はるかに重要な筈はずなのだが――

「サキュバスの小娘を捜さがせ！　必要なら何人手て駒ごまを使っても構わん！」

「無論、捜させてはおりますが――」

　その後に修道士が言う言い訳は、ここ数日で聞き飽あきたものだった。

　当初、〈教会〉の密みつ偵ていが目をつけていたナナ姫ひめ一行と思おぼしき五人連れは、いずれも外れであった事が分かっている。恐おそらくナナ姫一行が監かん視しの眼から逃のがれる為ために使った囮おとりだったのだろう。〈天使〉の騒さわぎで何度か監視の眼がナナ姫から外れた際に、入れ替かわったと思われる。

　では――肝かん心じんのナナ姫一行は何処に居るのか。

　これは今以もつて分かっていない。

　だが――

「…………！」

　ぎくりと教皇が足を止める。

　廊ろう下かの奥おく。

　執務室へと続くその曲がり角の処に一人の人ひと影かげが悠ゆう然ぜんと佇たたずんでいた。

　カーナミン枢すう機き卿きよう。

「…………」

　今までの会話を聞かれはしなかったか――教皇が心配したのはまずそれだった。カーナミン枢機卿が時期教皇の座を狙ねらっている事は公然の秘密だ。そして彼が教皇の早期退位を望んでいる事も。

　教皇の地位に就いて未まだ十年。

　可能な手を――表も裏も――全て打って掴つかんだこの地位を、コグナット教皇はまだまだ手放すつもりなど無かった。可能であれば死ぬまで在位を貫つらぬく積もりだ。

「猊下――御お久ひさしゅう御ご座ざいます」

　カーナミン枢機卿は一礼する。

「カーナミン枢機卿。どうしたね？」

　咄とつ嗟さに穏おん和わなミリオフィラム教会主導者の顔を取り繕つくろいながら、教皇は言った。

　このカーナミン枢機卿は、かつての教皇とよく似ている。

　目的の為なら手段を選ばない様な――身も蓋ふたもない強引さが、実によく似ている。だからこそ教皇は理解していた。この男の前で迂う闊かつな事を漏らすと――隙すきを見せると、そこに必ず刃は物ものの切っ先をねじ込んでくる。躊躇ためらうどころかそれが当然と考えている節がカーナミン枢機卿にはあった。

「御ご機き嫌げん伺うかがいに」

　何処か芝しば居いがかった仕草で一礼しながらカーナミンは言った。

「敬愛する猊下のお身体からだの調子が、思わしくないと聞き及およびましたもので」

「はは……気を使わせてすまんな」

　教皇は笑顔で言った。

「だが私は至って健康だ。何ら問題は無いよ」

「左様で」

　やはり笑顔で応じるカーナミン。

　だが――

「時に――お聞き及んで居られますか」

「何をだね？」

「忌いまわしき淫いん魔まの姫ひめ君ぎみの話ですよ」

「…………ほう？」

　辛かろうじて平静を取り繕って教皇は首を傾かしげた。

「そういえばアビアスに淫魔を養女にしたという、酔すい狂きような王が居ると聞くが――その話かね？」

「はい」

　頷うなずくカーナミン。

「その姫が現在……行方不明になっておりまして」

「ほう？」

　教皇の鼓こ動どうが早まる。

　一体――この男は何処まで知っている？

「どうもこの姫ですが〈教会〉に恨うらみを持つ様で」

「〈教会〉に？」

「どうやら〈教会〉がこの姫君を亡なき者にせんとする陰いん謀ぼうを企くわだてていると、思い込んでいるらしく――」

「ほほう」

　思い込むも何も事実だ。

　教皇がこの十年余りにナナ姫の暗殺を企て、実行に移した回数は実に十五回、暗殺者として送り込んだ人間の数は四十人を超こえる。

　だが――

「その様な妄もう想そうを一国の姫が？」

　素知らぬ顔で言う教皇。

　勿もち論ろん――カーナミンは、教皇が送り込んだ暗殺者の事を知ってはいるだろう。三十代の若さで枢機卿の地位を手に入れ、〈教会〉上層部に食い込む才の持ち主である。それなりに情報網もうは〈教会〉の内にも外にも持っている筈はずだ。

　問題は……カーナミンが何処まで知っているか、だ。

　もし教皇がナナ姫にこだわる理由を知っているのならば――

「嘆なげかわしい事だね。アビアスにも少なからぬ信徒達が居る。彼等に不必要な弾だん圧あつが及んだりしないか――それが心配だよ。あちらの教区の担当は誰だったかな……」

　言いつつも教皇はカーナミンの眼を覗のぞき込む。

　コグナット教皇の精神感応能力は実の所、そう強くない。

　教皇に対して敵意や疑念を持っている者にはまるで通用しない。圧あつ倒とう的てきな精神干かん渉しようを行うにはやはり〈総統天使〉の能力が必要となってくるが――ラディカン帝てい国こくの滅めつ亡ぼうと同時に失われて久しい。

「しかしその姫君が行方不明というのも何やら剣けん呑のんだね」

「確かに王族貴族に暗殺だの謀ぼう略りやくだのはつきものですからな」

　カーナミンもさらりとそう言ってくる。

「とはいえ自ら姿を消したとも考えられます」

「というと？」

「例えば――そうですね。この聖地に乗り込んでくるとか」

「…………」

　教皇は無言。

　その可能性は確かに考えないではなかったが――

「〈教会〉に狙ねらわれているなどと、おかしな妄想を膨ふくらませる姫君ですからな。我々の常識とは相容れない行動に出るやもしれません」

「はは……まさか」

　ようやくその言葉だけを口にして教皇は笑って見せた。

　もしそうだとしたら。

　もし――ナナ姫がこの聖地に乗り込んできているのだとしたら。

　それはそれで好都合だ。

　教皇が自ら抹まつ殺さつ出来る。今までは立場上、身動きが取れなかったが、この聖地の中でならいくらでも誤ご魔ま化かしが利く。

　ただ――

「私としても少し調べさせております。狂くるっているとはいえアビアスの姫君、迂う闊かつな事になったらアビアスと事を構えねばなりませぬ故――それに」

　カーナミンはちらりと――蛇へびの様な眼で教皇を見つめた。

「その姫ひめ君ぎみ、どういう経けい緯いでその様な妄想に駆かられる様になったか、興味が在ります」

「…………」

「出来れば会って、じっくりと話をしてみたいものです」

「…………」

　教皇の中で瞬しゆん間か的んてきに膨れあがったものがある。

　殺意だ。

（この男……！）

　知っている。

　カーナミンは知っているのだ。

　教皇がどうしてナナ姫にこだわっているのかを……知っている。知っていて彼女を手に入れようとしている。手に入れて彼女を切り札として『使おう』としている！

　かつての――教皇自身の様に。

（『親を殺す者は自らもまた子に殺される』――）

　旧ふるい格言が教皇の脳裏に渦うず巻まく。

　かつて先代教皇を追い落とした際の自分は、きっとこんな顔を、こんな眼をしていたのだろう。今いま更さらながらに自分の行った事のツケが回ってきたのだと教皇は思い知らされた。

　だが――

（未まだだ。未だ切り札は私が持っている）

　教皇はそう自分に言い聞かせる。

　正確に言えば切り札をきった効果は彼の中に残っている。未だカーナミンは切り札すら手に入れていまい。もし手に入れたら使う事に躊ちゆう躇ちよする様な男ではない。

　まして使えば――使った後のカーナミンに会えば教皇には嫌いやでもそれと分かる。

　だから未だだ。

　未だ――こちらの方が有利だ。

　今の内にあの目障りなサキュバスの娘むすめを処分してしまえば。

「では猊げい下か。御ご自じ愛あいなさいます様――」

　幾いくつかの当たり障りのない話題を経て、カーナミンは最後にそう締しめくくった。

　補ほ佐さ役の修道士を連れて彼は悠ゆう然ぜんと去っていく。格下の者の背中を見送るという屈くつ辱じよくを覚えながら、教皇は自分の傍かたわらに控ひかえている修道士に言った。

「捜そう索さく態勢を強化しろ」

「は――いやしかし現時点でも」

「しかしもでももない」

　教皇は切り捨てる様に言った。

「今の体勢では手ぬるいと言っているのだ！　是ぜが非ひでも見つけ出せ！　カーナミンよりも早くだ！　サキュバスに生きてこの聖地の土を踏ふませるな！　万が一にも踏んでいたならば、一いつ瞬しゆんでも早く殺せ！」

「……………」

　修道士が眼を丸くして硬こう直ちよくする。

『殺せ』――教皇がここまで直接的な物言いをするのを初めて見たのだろう。

「は……はい」

　顔面蒼そう白はくで頭を下げる修道士を、しかし教皇は最も早はや見ていない。

　彼の双そう眸ぼうは――未だ見ぬナナ・アン・アビアスへの焦しよう燥そうと憎ぞう悪おに燃えながら虚こ空くうを睨にらみ据すえていた。
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『住めば都』という言葉が在る。

　そもそも人間が生きていくのに必要な設備というものは、そう多くない。生活の基本は衣食住と言われているが――この内の『住』に関しては、あくまで先の『衣』と『食』を満たす基点としての意味があるだけだ。

　即すなわち食事が出来て、着き替がえが出来て、そして――眠ねむれる。

　それだけあれば、人間が生きて行くに最低限の『住』となってくれる。

　極論してしまえば、人間が寝ねころべるだけの広さが在って、そこに必要なもの――『衣』と『食』の必ひつ須す設備や道具が並んでいれば、人間は案外、きちんと快適に暮らしていけるのである。まあ性格というか……育ちや慣れも絡からむので、個人差は在るにしても。

　別に大だい邸てい宅たくや広々とした部屋は必要ない。

　在れば在ったで便利だろうが、人間が生きていくのに必須ではない。

　という訳で……

「なんかこう――楽しいよね」

　などと言いつつ――ちまちまと廃はい屋おくの部屋の一つを片付けているナナである。

　何故か手伝わされているのはエキノだ。まあ彼女の護衛の意味もある訳だが。

　ちなみにコリン、ソリウ、ネリアの三人は食料の買い出しと周囲の警けい戒かいに出ていて、此こ処こには居ない。

「姫ひめ様は何処ででも楽しめてよろしいですな」

　とうんざりした様子で言うエキノ。

　彼にしてみれば別にここを終ついの棲すみ家かにする積もりも無いので、適当にそこらのゴミや瓦が礫れきを端はしに寄せて、寝ね袋ぶくろを敷しいて寝る為ための平面さえ確保できればいいのだ。

　だがナナは『どうせだから』と綺き麗れいに部屋を片付けた上で、色々と着替えを吊つる場所や生活用具を置く場所にこだわっていたりする。

　まるで引っ越こし直後の――来るべき新生活に胸を弾はずませる新妻の様に。

（まあ考えてみれば――）

　エキノは思う。

（こういうのは、した事ねえんだよな、姫様は）

　曲がりなりにもナナは姫君である。

　多少、部屋の模様を変える事はあっても――『新しい場所に引っ越す』という事は無い。物心ついた時からハスティフォリアル城でずっと育ってきた彼女にとって、ここは初めて得た『新居』なのかもしれない。

　まして、こういった限られた場所、限られた物の中で、快適な空間を作る為に采さい配はいを振ふるう、という経験はほぼ皆かい無むだろう。質しつ素そ倹けん約やくがアビアスの王族の基本とはいえ、さすがに王族は王族、物や場に不自由した経験は無い筈はずだ。

（ま……一種のママゴトか）

　そんな風に思うエキノ。

　ママゴト。

　所しよ詮せん――ママゴト。されどママゴト。

　それはいつか来るべき未来の予行演習でもある。

（――そういえば）

　右へ左へとナナの指示に従って瓦が礫れきを撤てつ去きよしながら――ふとエキノは思い出す。

（今回は元々婿むこ捜さがしとして王都を出たんだよなあ）

　ミリオフィラム教会の出してきたちょっかいのせいで、すっかり後回しというか、忘れ去られている感が在るが――ナナもそろそろ適てき齢れい期き、サキュバスとしての生理現象を考えると、連れ添そう相手が必要になってくる。

　異性を確保しない状態で、どれだけナナが健康で居られるのか――あるいは居られないのか、そもそも健康維い持じに異性が本当に必要なのか――未まだよく分からないのだが、万全を期すならばとっととこの〈教会〉絡みのゴタゴタを終わらせて、再び婿捜しの旅に出ねばならない。

　そんな事を考えていると――

「――エキノ。手が止まってるわよ」

「ああ……すまん」

　言われてちまちました瓦礫を部屋の外に出すエキノ。

　大方の瓦礫を外に出してしまったので、後は中にどう物を配置するか――程度の事ではある。といっても本気で此処に住む訳ではなし、まさか家具を据すえ付けるまではすまい。

　精々が細々した品を手の届く範はん囲いに置いた上で、身を横たえて痛くない程度に干し草だの何だのを敷しき、その上に毛布なり何なりを敷く程度の事だろう。

　とりあえず干し草は昼間の間にエキノとソリウが街中で確保してきた。

　ナナはもうこれを部屋の端に敷く作業に入っている。

　だが――

「――エキノ」

　ふと手を止めて――思い出したかの様にナナが言う。

「なんだ？」

「王族って――重いよね」

「…………」

　唐とう突とつに何を、とは思わなかった。

　いつかはそういう話が出てくるだろうとは思っていたのだ。もしハスティフォリアル城に居たままなら、もっと早くにこの話題は出ていただろう。

　だがこの旅に出てから、二人っきりになる時間はどうしても限られていた。だからあるいはナナとしても機を見計らっていたのかもしれない。

　だから……

「本当にな」

　エキノはただ素直に応じた。

「それを感じられない位に鈍どん感かんなら、きっと楽だろうが」

「……そうだね」

　ナナが苦笑を浮うかべる。

「っていうか鈍感だったかな、私」

「子供が気付くべき事と、大人が気付くべき事は違ちがうだろ。今気付く事に気付けたのなら、それは鈍感とは言わん」

「……そっか」

　エキノの言葉にナナがどれだけ慰なぐさめられたかは分からない。だがアビアスの王女は小さく肩かたを竦すくめて見せた。

「王族っていうものの、本当の意味を、私は知らなかったみたい」

「……どうしたよ。コリンかソリウに……あるいは将軍に何か言われたか？」

　まさかネリアがその手の話をすまい。

「ん……色々。いろんな人に今回の事でいろんな話をして貰もらったのよね。で――ああ、私って甘あまかったなあって」

「ふむ…………」

「私にとってはみんな、友達とか、家族とか、そういうものだったのよね」

　エキノも。コリンも。バルテリクも。マヤカも。ギルレットも。

　ソリウも。ネリアも。

　臣下達も。国民達も。

　みんな――良くも悪くも等価。

　自分自身と等価。

　それはある意味で――本来は、素晴らしい価値観ではあるだろう。

　それは極めて原初的な意味での平等という事だ。自分よりも上を置かず自分よりも下を置かず、ただ自分と同じだと他者を見る事――それは簡単なようでいて、難しい。

　それが何のしがらみも立場も無い、ただの一個人であるのならば褒ほめられる事はあっても、けなされる筋合いは無い。

　だが……

「それだけじゃ駄だ目めなんだなあ、って。特に王族は」

「そうだな」

「だから私は間ま違ちがってたのかなあって。これからは皆みなと違う付き合い方をしていかないといけないのかなあって……」

　干し草の上に敷いた毛布を見つめながらナナは言う。

　毛布の端はしを掴つかむ両手と――そこに繋つながる細い両りよう肩かた。

　いずれそこには一国の元首という重圧がのしかかるのだ。

　だがそれを、十六の少女に覚かく悟ごしろと言う方が無茶ではあるのかもしれない。

「まあ……」

　エキノは慎しん重ちように言葉を選びながら言った。

「難しい話だわな」

「だよね」

「何らかの線引きは必要なんだろうさ」

　いつまでも皆が家族、皆が友達ではいられない。

　そんな幼く幸せな時間は長続きしない。

　けれど……

「王は孤こ独どくなもんだと思う」

　ふと自分の父の後ろ姿を思い出しながらエキノは言う。

　孤独に、統治者としての重圧に、耐たえねばならない。

　それは時に一個人の手に余るものだ。

　だから――エキノは独裁者とは決して楽しい立場ではないと思う。

　是ぜ非ひはさておき、独裁者は幸せになれない。それはたった一人で――それが暴政であれ善政であれ――その責任を背負い込む重圧と向き合わねばならない。道徳心や善良性を持たない暗君暴君の類たぐいですら、自分のしてきた事の反動がいつ、反乱や暗殺という形で襲おそい掛かかってくるかという恐きよう怖ふと、常に隣となり合わせにならねばならない。

　その恐怖から逃のがれる為ために父は――〈天使〉の力に手を出した。

　そして破は滅めつした。実の息子に殺された。

　そう。

　人は一人で王にはなれない。

　だから……

「だからといって全員が臣民である必要は無いさ」

「え……？」

　眼を瞬またたかせるナナ。

　ある意味で――ナナの周りでは、最も実感として王族の覚悟を持っていたのが、エキノだ。彼はその信念に従って国を棄すて、親を棄て、過去をも棄てた。それだけにナナはエキノからは呵か責しやく無い言葉が来るものだと思っていたのだろう。

　だが違ちがう。

　エキノは知っている。

　どれだけおためごかしに見えようと――突つき詰つめていけば、王という存在も、結局は、一人の無力な人間であって、良くも悪くもそれ故の弱さを持っているという事を。

「王様だって友達の一人や二人は欲しいと思って当然だよ」

「……欲しいと思って……いいのかな」

「いいだろ、そりゃ」

　肩かたを竦すくめてエキノは言う。

「でなければ背負えない」

　本来、人一人が背負うことが出来るのは――やはり同じく一人分の運命や未来だけだ。

　それを千も万も背負おうというのならば、やはり支える人間が要る。

　実務的にではない。それは臣下が支えれば良い事だ。

　むしろそれは王そのものの心の問題だろう。

　だから……

「まあさっさとこのゴタゴタを終わらせて」

　エキノは肩を竦めて言った。

「改めて婿むこ捜さがしに出るのがいいんじゃねえか？　姫ひめ様も言ってたろ――面めん倒どうなのは旦だん那な見つけて押おし付けるからいいって。ま……一人は無理でも二人なら何とかなるさ」

「そうだね」

　ナナは微び苦く笑しようを浮うかべる。

「ぶっちゃけ――コリンやソリウは立場がある。姫様のあくまで『下』に立たざるを得ない。臣下であるにしろ、護衛であるにしろ、下に立つ事で姫様との関係が成立しているからだ。だがまあ――姫様の夫だけは、少なくとも姫様の『横』に立ってくれる筈はずだろ」

「じゃあ――さ」

　ふと思い付いた様にナナは言う。

「エキノは？」

「――あ？」

　間の抜ぬけた声を漏もらすエキノ。

　そんな彼を苦笑して見つめながらナナは問いを重ねた。

「エキノは――私の臣下かな、それとも友達かな」
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　いつからか？

　そう問われれば恐おそらくナナ本人にもよく分からない。

　あるいはそれは出会いの時であったのかもしれないし、婿捜しの旅に出た直後かもしれないし、ひょっとしたら昨日の事であったのかもしれない。

　だが敢あえて明確な一線を画するのであれば、それは彼女がエキノを『お兄ちゃん』と呼ばなくなった時からなのだろう。その時からエキノはナナにとって少なくとも『家族』ではなくなった。

　家族の様でいて家族でない存在。

　それを自覚したからこそナナはエキノを名前で呼ぶ様になった。

　だがその事の意味までもをナナが自覚していたかというと、恐らくそれはない。彼女は半ば以上、無意識の内にエキノの立ち位置を曖あい昧まいなまま固定してしまった。

　それはあるいは、彼女の潔けつ癖ぺき性しようの故かもしれない。

　物心ついた時には、自分が普ふ通つうでない事は理解していた。

　周りと違う。周りと同じではない。

　だから周りと――同じ様には生きられない。

　自分の耳や尻尾しつぽが醜みにくく見えた事も一度や二度ではない。

　どうして自分は父やマヤカやエキノと違う姿なのか。

　思春期の少年少女の多くが抱かかえる悩なやみを、最も残ざん酷こくな形で彼女は突き付けられてきた。

　太っている。痩やせている。

　背が高い。背が低い。

　唇くちびるが厚いか薄うすいか。鼻が低いか高いか。耳が大きいか小さいか。眼が大きいか小さいか。二重まぶたかそうでないか。肌はだがきめ細かいか細かくないか。指が長いか短いか。髪かみが綺き麗れいか荒あれているか……

　ナナに言わせればそれは些さ細さいな事だ。

　明確に『お前は違う』という事実を突き付けられていないのだから。

　種族の差。

　例えば恋こいをしてもそれは――どうしても越こえられない壁かべとして作用する可能性がある。

　誰かを好きになるというのはあくまで嗜し好こうの問題だ。

　それが異性となればなおさらだ。

　ならば……純然たる人間種でないナナを、それを理由に拒こばむ人間が居ても、それはむしろ当然の事だろう。

　だから――無意識に――避さけてきた。

　答えを出さないように。

　確かめないように。

　いつまでも、兄であり、友であり、そして臣下であり、しかし同時に、兄でもなく、友でもなく、そして臣下でもなく……そんな曖昧な立場のままなら、エキノはずっと側に居てくれるのではないかと。

「じゃあ――さ」

　だから、どうしてそんな言葉が自分の口から出たのか、ナナにはよく分からなかった。

　まずいという自覚はあった。

　ずっと護ってきたものをそれは壊こわすという事だ。

　曖昧であるが故に暖かだったその場所を――その距きよ離りを無くすという事だ。

　だが……

「エキノは？」

　いつまでも子供のままではいられない。

『子供が気付くべき事と、大人が気付くべき事は違ちがうだろ。今気付く事に気付けたのなら、それは鈍どん感かんとは言わん』

　人はいつか必ず大人になる。

　赤ん坊が――暖かで何の不安も無い母の胎たい内ないから出てこの世界に生まれる様に。

　ならばその時に明らかにせねばならない事はある筈はずだ。

　次の場所に行く為ために。

　掛かけるべき処に足を掛けて、次を目指す為に。

「エキノは――私の臣下かな、それとも友達かな」

　さすがに次を言葉にするのには抵てい抗こうがあった。

「――それとも」

　だがそれとは別に――逡巡しゆんじゆんや恐きよう怖ふとは別の処で、エキノが眼を丸くして硬こう直ちよくしている姿を面白いと感じている自分が居る。

　いや。違う。

（――可愛かわいい）

　とさえ思う。

　その瞬しゆん間かん、ナナは悟さとっていた。

（ああ。そうか。エキノもだ）

　元皇子で。兄で。友で。近衛戦士で。

　そんな複雑でややこしい関係性に、引け目と同時に居い心ごこ地ちの良さを感じていたのも同じなのだろう。何という事は無い、彼だって戸と惑まどっていたし、彼だって腰こしが退けていたのだ。

　だから……

「それとも、私の横に立ってくれる人かな」

「…………姫ひめ様」

　エキノが呻うめく様に呟つぶやく。

「冗じよう談だん――」

　は程々にしろとでも言いたかったのかもしれない。

　だが、彼は途と中ちゆうで言葉を呑のみ込んだ。

　今いま更さら、誤ご魔ま化かしも茶化しもナナの決意の前では無ぶ粋すいだと理解しているからだろう。

　こういう処はエキノらしい。いつも不ふ遜そんな物言いで、ナナをからかったり、小こ馬ば鹿かにしたりしている癖くせに……ここぞという時だけは決して年下扱あつかいもしないし、話をはぐらかしたりもしない。逃にげない。

　まあ結局は不器用なのだろう。

　そこがまた――ナナとしては愛いとおしくもある。

「………………」

　長い長い沈ちん黙もくの後。

　エキノは溜ため息をついた。

「今この場でかよ」

「うん」

　苦笑してナナは頷うなずく。

　王城の庭園でもなく、テラスでもなく、自分の部屋でもなく。

　小こ汚ぎたない廃はい屋おくの片かた隅すみでの――確認。

　告白。

「いきなり――ぶち壊しやがって」

「ごめんね。でも今なの」

　ぼすんと干し草のベッドの上に腰を下ろしながら言うナナ。

「今だから――なの」

　王族としての覚かく悟ごをすべき今だから。

　大人としての覚悟を持つべきだから。

　立つ場所が曖あい昧まいなままでは踏ふん張ばれない。頑がん張ばれない。力を振ふり絞しぼれない。悔くいを残さず眼の前の事実に立ち向かう為にも――

「エキノ」

「はいよ」

　諦あきらめきった様子で後頭部を掻かきながら応じるエキノ。

　彼を見つめながら、ナナは端たん的てきに言った。

「――好きだよ」

「…………」

　エキノは懊おう悩のうする様にしばし天てん井じようを見上げていたが――

「こういう時、どう答えればいいんだろうな？」

「『俺も』とかでいいんじゃないの？」

「それも芸が無いしな」

「この場で芸とか考えてるなんて余よ裕ゆうあるじゃん」

　笑いながら言うナナ。

　思い切って言ってしまったので、彼女としては妙みように清すが々すがしい気分だ。

　たとえエキノに拒こばまれても、それはそれで納得がいくような気がする。何というか気持ちに余裕が出来たのだ。

　だから……

「じゃあさ」

「おう」

「キスして」

「…………」

　エキノはナナの隣となりに座る。

　滅めつ多たに見せない、緊きん張ちよう含ぶくみのエキノの表情が――ナナの眼には愛おしい。

　エキノは手を伸のばしてナナの銀の前まえ髪がみに触ふれる。

　それを横に除けて彼女の眼を見つめる。

　先まず触れたのは額。

　次は頬ほおと頬。

　どちらからともなく眼を細め――閉じるナナとエキノ。

　肩かたから背に回される腕うでの感かん触しよくを覚えつつ、ナナはわずかに唇くちびるを開いた。

「…………」

　最初は軽く。

　続けて――強く。

　唇と唇が、まるでじゃれ合うかの様に、互たがいに触れて、重なる。

　そして――

「……！」

　探さぐるかの様に、濡ぬれた舌の感触が唇に触れる。

　その瞬しゆん間かん、わずかにだが身を固くし――しかしすぐにナナは力を抜ぬいた。

　ただ両りよう腕うでだけに力を込めてエキノの背に回した。

　気持ちいい。

　嬉うれしい。

　離はなれたくない。

　だから……

「…………」

　唇が離れた時には、上うわ目め遣づかいにナナはエキノを睨にらんだ。

　ついでにいつもの調子で憎にくまれ口の一つも言ってみる。

「なんか手慣れてるわねー」

「おまえ。そこでそーゆー事言うか」

「初めてじゃないんでしょ？」

「そりゃまあ――な」

　とエキノ。

　コリンとはそういう仲ではないと否定していたエキノだが、まあ彼も過去に恋こい人びとの一人や二人いてもおかしくはない年ねん齢れいではある。

「ずるい」

「何がだよ」

「私初めてだもん、不公平だよ」

「…………俺にどうしろってんだよ」

　途と方ほうに暮れた様子で言うエキノ。

　どうやら彼は彼で緊きん張ちようしているせいで、今一つナナの冗じよう談だんを受け流し切れていないらしい。まあこれも彼らしいといえば彼らしいのだが。

「なんか初めての事言って」

　と我が侭ままなんぞ言ってみる。

　単純に、いちいちナナの反応に対して困るエキノが面白くて可愛かわいくて、もっと見たいから言ってみただけなのだが――

「はあ？」

「私以外に言った事無い台詞せりふ言って」

「…………」

　束の間、エキノは視線をあらぬ方向に彷徨さまよわせてから、溜ため息。

「あ。なんか思い付いた？」

「あ、いやこれは――」

「なに、なに？」

　眼を輝かがやかせてナナが尋たずねる。

　まあさすがにキスが初めてではない以上、『好きだ』とか『愛してる』程度ならば言った事はあるかもしれない訳で。逆に言えばここでエキノが躊躇ためらうという事は、それ以上に彼は羞しゆう恥ちを覚えて口にしにくい台詞だという事でもある。

　それを自分に向けて言わせてみたい――とナナは思ったりする。

「……後あと戻もどりできないんだよなあ」

　とエキノ。

「なに？　後戻りする積もりだったの？」

「そーゆー訳じゃないんだが」

「じゃあ何よ」

「…………」

　やっぱり溜め息。

　そして――

「――お前が、欲しい」

「…………」

　さすがにそう来るとは思っていなくて。

　きょとんとしたナナは――

「あ。はい」

　と思わず反射的に頷うなずいたりして。

　で――次の瞬間、自分が何を肯こう定ていしたのか気付いた。

　つまり。

（後戻りできないとはそういう意味で――）

　思った瞬しゆん間かん、彼女の身体からだは干し草ベッドの上に押おし倒たおされていた。

「ちょっ…………」

「後戻りできないって言わなかったか？」

「…………」

　眼を瞬またたかせてエキノを見る。

　ああは言っているが、此こ処こで本気で拒こばめば、彼も待ってはくれるだろう。

　まさか告白から最短距きよ離りで行くところまで行くとは思っていなかったナナであるし、エキノもその辺りは心得ていてくれるのだろうが。

　でも……

「確認なんだけどさ」

　ナナはエキノを見上げながら言った。

「本当に、私で、いいの？」

　耳が尖とがっていて。

　尻尾しつぽがあって。

　眼が紫むらさきで。

　髪かみが銀で。

　こんなにも――別の何かで。

「何言ってるんだかな」

　呆あきれた様にエキノが言ってくる。

「お前が、いいんだよ」

「…………」

「そうでなかったらこんなお子様みたいな、背中痒かゆくなるよーなやりとり、しねーよ」

「…………ん」

　微笑ほほえむナナ。

　彼女は改めて両りよう腕うでを伸のばし、エキノの首に回して引き寄せる。

　二度目の口付けは――一度目よりももっとどきどきして、気持ちよかった。
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　壁かべに背中を預けながら立つ。
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　気配を読む事に長たけていれば――まあ中で何が起こっているか位の事は、壁かべ越ごしにおおよそ理解できる。

　それは隣となりのネリアも同じだろう。

「…………」

　相変わらずネリアは無表情のままではある。

　だが何というか……何かいつもと違ちがう様子はあった。呼吸や視線の運びがいつもと違ってややぎこちない。ある種の緊きん張ちようをしているのだと知って、コリンは微笑ましい気分になった。

　予定よりも早く帰ってきてしまった訳だが……これはもう、しばらく廃はい屋おくから離はなれて何処かを散策でもしてきた方が良いだろう。

　そんな事を考えていると……

「……コリン」

　珍めずらしくこちらを振ふり返ってネリアが名前を呼んでくる。

　彼女はコリンの視線を導く様に、とある方向を見つめる。追ってそちらを見ると――

「……故にこそ光を曲げ音を貫つらぬき隔へだたりの果てに――」

　ぶつぶつとリュートを抱だきかかえながら何事かを呟つぶやいているソリウの姿。

　それが呪じゆ文もんであるとコリンはすぐに気付いた。

　この場で、このなんちゃって吟ぎん遊ゆう詩人の魔ま法ほう使つかいは、一体何の魔法を発動させようとしているのか？

　これも直感でコリンは気付いた。

　だから……

「ネリア」

「――ん」

　二人で未まだ発動体のリュートをいじくりながらぶつぶつ言っているソリウの左右に回ると、その肩かたを掴つかんで引っ張る。

「我が眼と耳に――ってああ、何を、何を御無体な」

　呪じゆ文もん詠えい唱しようを中断して抗こう議ぎしてくるソリウ。

「御無体はあなたでしょうが」

　とコリン。

「何やってるのよ何を」

「え？　ああ――まあ」

　はっはっはっはっは――と白々しい声で笑うとソリウは言った。

「ちょっと、覗のぞきを」

「ネリア」

「はい」

「殺して良いわよ。半分位」

「ちょっ……ちょ、ちょっと待ってください、私の言い分も聞いてくださいよ！」

　手を手刀の形に整えて、ゆらりと振り上げる――それもやっぱり無表情に――少女を見て、ソリウは慌あわてふためいた声を出した。

「実の所、私にとって魔法使いというのはですね、趣しゆ味みというか余録でして」

「……世の中の、魔法使いを目指して必死に勉強したり修行したりしている人達が聞いたら逆上しそうな台詞せりふだけど、それで？」

　と半眼でソリウを見下ろしながら促うながすコリン。

　ちなみに魔法の制せい御ぎよに関しては、才能がかなりの部分を占しめる為ため、どれだけ頑がん張ばっても修得できない人は修得できない。十年修行してみて自分に才能が無いと分かる……などという悲ひ惨さんな話も別に珍しくないのだ。

　まあそれはさておき。

「私の本分は吟遊詩人なのです」

「それで？」

「何というか、娯ご楽らくの基本は戦せん闘とうと色事です」

「それは否定しないけど」

　血ち沸わき肉躍おどる戦いと胸の高鳴る恋れん愛あいと。

　まあ確かに娯楽というものが此この世に生まれて以来、定番中の定番だ。

「護衛という役割も勿もち論ろん忘れてはいませんが、今回の姫ひめ様達の旅を歌にするというのも私にとっては重要な事なのです！」

　ひどく真しん摯しな表情を浮うかべてそう主張するソリウ。

　だが彼を見る女二人の視線は――片方は元々だが――まるで温度が無い。

「だから？」

「ならば色事、艶つや事ごとも余さずこの目に焼き付けて漏もらさずこの耳に刻み付けて――」

「それが、言い分？」

「は――はい」

「じゃあ聞くだけ聞いたから殺しましょうか――七割くらいまで」

　さりげなく割合が上がっていたりして。

「ちょ、ちょ――そこは何て言うか、成る程って納得する処でしょう⁉」

「ネリア。とりあえず姫様達の邪じや魔まにならない処でじっくり殺しましょう。この際、九割くらいまで」

「はい」

「やめ――お二人が言うと洒しや落れに聞こえな――」

　コリンとネリアに左右の腕うでを引っ張られ、ずるずると引きずられながら悲鳴を上げるソリウ。

　だが……

「――ところで」

　ふと真顔に戻もどってソリウが言った。

「あのお婆ばあさんは、何処に？」

「――え？」

　立ち止まるコリン。彼女に合わせてネリアもその場に立ち止まる。

　そう。

　あの――ナナの母親の世話をしていたという老女アルビダ。

　彼女の姿が廃はい屋おく周辺の何処にも無い。

「……そういえば……」

　実の所、聞きたいことは一通り聞いたので、この後彼女が居なくなってもナナ姫一行としては痛くも痒かゆくもない。だからこそ敢あえて監かん視ししていなかった訳だが……

「姫様とエキノも知らないだろうし……」

　いつの間にか居なくなっていた。

　それはいい。さしたる問題ではない。元々が浮ふ浪ろう者しやの様な老ろう婆ば――ふと思い立って何処かに行ってしまう事だってあろうし、また暖かい食事にありつきたいと戻ってくる事もあるかもしれない。今この瞬しゆん間かん、何処に居ようと、それは彼女の自由だろう。

　問題は……

「まさか――ね」

　コリンは遥はるか後方を振ふり返る。

　聖地の真ん中――そこに月を背にしてそびえる大聖堂の偉い容よう。

　灰色の、装そう飾しよくに乏とぼしく、しかし他を圧するほどの巨きよ大だいなその建物。

　聖地バコパにおける最高権力の象しよう徴ちよう。

　そして……この『背信者の墓場』の者達が憧あこがれて止やまぬもの。

〈聖儀執行者セレブラント〉の多くは親に売られた子供達であるという。

　ならば……

「…………」

　一いち抹まつの不安を抱だいてコリンは大聖堂を睨にらみ据すえ続けた。
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「――おはよう」

　いつもの如ごとくそう告げる。

　意識していつもの如く。『別にいつもと同じよ何も変わってないわよ』という感じで、まあ、さりげなさを装ったりなんかしながら。

「おはようございます」

　にっこり笑って応じるのはコリンである。

　既すでに朝食の用意を終えていたらしい彼女は、即そく席せき竈がまの前に座って火の具合を見ている。簡易式の鍋なべには暖かなスープが満たされ、ゆらりと湯気をくゆらせていた。

　こちらも、まあいつもの通りだ。

「……おはようございます」

　と隣となりのネリアもいつもの通り。

　無表情で何を考えているのかよく分からないが、まあもう慣れた。

　だが……

「おはようございます、爽さわやかな朝ですねえ！」

　そう告げてくるソリウは――何故か顔の半分を包帯でぐるぐる巻きにしていた。

「なにそれ？　新しい遊び？」

「はっはっは。何というか信念に殉じゆんじた証しよう拠ことでも言いましょうか」

　ソリウは必要以上に朗ほがらかに笑いながら言った。

「ところで」

　瞬間的に真顔になるソリウ。彼は至極真面目な口調でナナの方を――それも顔ではなくてもっと下の辺りを見つめてきた。

「姫ひめ様こそどうなさったのですか、それは」

「――え？」

「やけに中ちゆう腰ごしというか、腰が退けている様にお見受け――」




　ごずっ。




　最後まで台詞せりふを言い終える前に、ゆらりと立ち上がったコリンがソリウの脳天に肘ひじ打うちを入れる。綺き麗れいに決まった一いち撃げきで、なんちゃって吟ぎん遊ゆう詩人の魔ま法ほう使つかいは、ころんと地面に転がった。白目を剥むいている。

「なんでもありませんよ姫様。ええもう」

　とコリン。

「…………」

　ナナは半眼でコリンとネリアを見つめた。

　まあ要するに。

　腰の辺りに何というか鈍どん痛つうが残っている感じで、ナナは背筋を真っ直すぐにして直立できないのである。まあ初体験をした翌朝の乙おと女めには珍めずらしくない現象ではある訳だが、それだけにやや腰が退けた状態でひょこひょこ歩いているナナの姿は、『昨日処女喪そう失しつしました』と言わんばかりだ。

　勿もち論ろん、コリンなどは気づいていても、敢えてそこに触ふれないようにしていたのだろう。

　つまり昨日のエキノとの事はもう従者一行には完全に知れ渡わたっている訳で。

「…………」

「…………」

「…………」

　気絶して転がっているソリウを除き、三人の娘むすめ達は無言で気まずい空気の中に佇たたずむ。

　そこへ――

「……うー…………」

　地を這はう様な低い呻うめきが割って入った。

　声と共に部屋の扉とびらを軋きしませながら出てきたのは――エキノである。

「なんか頭痛ぇ――……」

　そこまで言って。

　集中する視線にエキノは気づいた。

「…………」

「…………」

「…………」

「…………あ。いや。その」

　人差し指で頬ほおを掻かくエキノ。

「すまん」

「謝るなッ!!」

　とナナが怒ど鳴なる。

　彼女はエキノの襟えり首くびを掴つかみながら――元々背が彼より低い上に、腰が退けているもんだから、まるでぶら下がる様な感じだが――言った。

「謝るよーな事した積もりなの⁉」

「いやそうじゃないんだが、何となく」

「別に悪い事した訳じゃないんだから、堂々としてればいいのよ、堂々と――」

　そう言って。

「…………」

「…………」

「…………」

　エキノ、コリン、ネリアから無言で放たれる視線を浴びて赤面するナナ。

「堂々――……」

「ってそれよりコリン」

　エキノが額に手を当てながら言った。

「薬くれ、薬。解げ熱ねつ剤ざいか何か。頭が痛いし身体からだがだるい」

「風か邪ぜ？」

　話題が変わった事にむしろほっとした様子で乗ってくるコリン。

　だが――

「わからん。微び妙みように違ちがうような気もするんだが」

　そう告げるエキノの様子は御お世せ辞じにも良いとは言えない。

　顔が紅あかいだけならばともかく、全体的に呼吸が早く、仕草の一つ一つが何やらギクシャクしているのだ。確かに風邪を引くと単に熱が出て咳せきやくしゃみが出る以外にも、下げ痢りをしたり、関節が痛んだりする事が在るが……

「別に風邪を引くような事は何も――」

　と言いかけて。

「…………」

「…………」

　自分に向かって注がれる娘達の視線にたじろくエキノ。

「……い……いや、そんな、確かにその、服は……だけどな、その……だったら姫ひめ様も風邪引いてねえとおかしいだろ？　俺と同じ様に――」

「いいから黙だまりなさいあんたはっ!!」

　ナナは真っ赤になって怒鳴った。
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　――という様な感じでナナ姫一行が、微妙に変な朝を迎むかえていた頃ころ。

　聖地の殆ほとんどは騒そう然ぜんたる空気に包まれていた。

「な――なにを⁉」

　玄げん関かん口ぐちで戸と惑まどう家主を押おし退のけ、強引に建物の中に入るのは、ミリオフィラム教会の修道士――否、修道騎き士し達である。

　このミリオフィラム教の聖地であるバコパの街も、清せい廉れん潔白な聖者だけが住まう楽園ではない。人が集い街が築かれる以上、そこには軋あつ轢れきが生まれ、犯罪が生まれ、騒そう動どうが生まれるのは必然である。

　故に本来、各国の官かん吏りがすべき治安維い持じを〈教会〉が行う事になる。

　その為ために置かれたのが修道騎士達だ。

　基本的にその格好は普ふ通つうの修道士達と大差無い。修道士の衣装の上から簡易式の木製甲かつ冑ちゆ――木の板を丈じよう夫ぶな紐ひもで繋つないだものだ――を帯びて長棍を手にすれば、修道騎士の格好になる。また修道騎士達の多くは、普ふ段だんは一いつ般ぱん修道士に混じって普通の務めをしている。必要な時に彼等は招集されて鎧よろいを帯びるのだ。

　とはいえ、見慣れた修道士達の格好に、鎧と武器が組み合わさるだけで、むしろ見慣れているだけに違い和わ感かんと――威い圧あつ感かんが出る。

　それが十人二十人と徒党を組んでいれば尚なお更さらだ。

「この聖地に凶きよう悪あくな犯罪人が紛まぎれ込んだ可能性があるのです」

「は……犯罪人、ですか？」

「放置しておいては聖地全体の治安が乱れる可能性があるのです。どうか御ご協きよう力りよくを」

　言葉面そのものは丁てい寧ねいだ。

　だがその口調や態度には有無を言わせぬ強引さが見える。

　それはつまり、それだけ問題の『犯罪人』がミリオフィラム教会にとって重大で深刻な事態を引き起こしかねないという事なのだろう。

「皆みなさんを我々は信じています。しかし家族が人質に取られ、強制的に隠かくれ家として使われていたり、使っていない部屋に勝手に忍しのび込まれていたりする可能性は、皆かい無むではありません」

「はあ……」

「なので失礼ですが家の中を改めさせていただきます」

「わ……分かりました」

　修道騎士にこうまで言われたのだ、信者としてはとても拒こばめるものではない。

　そういう訳で――

「この聖地に凶悪な犯罪人が紛れ込んだ可能性があります」

「家屋を改めさせていただきたい」

「皆さんの御協力を――」

　…………

　バコパは決して小さな街ではないが、修道騎士達は、そも飽あきるとか倦うむという事を知らない。猟りよう犬けんの執しつ拗ようさと熱心さで彼等は次々とバコパの街の建物を改めていく。

　動員された数はおよそ千五百名。

　事実上――ほぼ全ての修道騎士達がこの『捜そう査さ』に駆かり出された事になる。

　だが。

「その犯罪人ですが……具体的にはどんな罪を？」

「…………」

　尋たずねられた修道騎士達が――顔を見合わせる。

　短い微妙な沈ちん黙もくの後、彼等は言った。

「それは、職務上の秘密で、未まだ言えないのです」

「さ……左様で」

　そう言われてはやはり信徒は頷うなずくしかない。

　まさか信徒達としても『ひょっとして貴方達も御ご存ぞん知じないのでは？』とは言えまいし、修道騎士達も頷きはすまい。

　それが、たとえ事実であったとしても。

　そして……

　彼等の強制捜査は本来、存在しないが故に不ふ可か侵しんであった『背信者の墓場』にも及およぼうとしていた。
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「――あそこの廃はい屋おくにございます」

　老女が震ふるえる手で指差すのは……『背信者の墓場』においてさえ端はしも端、最早、家屋の態を成していない様な廃屋が並んでいる一いつ郭かくだった。

　あちらこちらから視線の様なものが注がれるのを修道士達は感じる。

　此こ処こでは〈教会〉の修道士服を着た人間の方が『異物』なのだ。勿もち論ろん、信徒名めい簿ぼから除じよ籍せきされながらもこの聖地を離はなれられない様な者達が視線の主であるから、敵意や害意は感じない。視線に込められているのは哀あい切せつと羨せん望ぼうが主だ。

　この……眼の前の老ろう婆ばの様に。

「分かりました。あなたはもう帰っても構いませんよ」

「あ……あの」

　修道士にすがる様な眼で老婆は言う。

　その表情は何処か卑いやしい色に煙けむっていた。

「それで……その。私の信しん徒と籍せきを戻もどす話は……」

「……ああ。その話ですか」

　修道士は微び苦く笑しようを浮うかべて言った。

『教会上層部の人間が、亜人種の愛人との間に作った私生児が居る』

　老婆がそう言ってとある教会施し設せつにやってきたのは昨晩遅おそくの事だ。

　この時点では未だ修道騎き士し達による強制捜査は行われていない。勿論、翌朝からの開始に備えて修道騎士達は準備を進めてはいたが、一信徒や、あるいは『背信者の墓場』に居る様な者達がそれを知る筈はずも無い。

　老婆が来たのは単なる偶ぐう然ぜんだ。

　そしてその訴うつたえを聞いたのがカーナミン枢すう機き卿きようの息のかかった修道士であった事も。

「その話ですがね」

　修道士は微び笑しようしながら言った。

「自分の信徒籍を取り戻す為ために、他人を『売る』――その様な下げ衆すな人間を改めて信徒として認める事など、出来る筈がないでしょう？」

「……え」

　老婆の表情が呆ぼう然ぜんの形に凍こおり付く。

「で……でも」

「所しよ詮せん、信徒籍を剥はく奪だつされる様な人間は、その程度という事ですかね。浅ましい事です」

　にこやかにそう宣する修道士の前で老婆は座り込んでしまう。

「でも……あの……そんな……あの……」

　繰くり言の様にぶつぶつと項うな垂だれたまま呟つぶやく老婆には最も早はや関心を払はらわず、修道士は改めて廃屋の方を振ふり返った。

「第三班と第四班は裏に回ってください」

　修道士の背後に控ひかえていた者達が頷く。

　総計十二名。五人の人間を――それもかなりの手て練だれが含ふくまれている集団を取り押おさえるにしては少々足りない感じの人数だが、この十二人はいずれも〈聖儀執行者〉かそれに類する特とく殊しゆな訓練を積んでいる者達だ。十二人でも素人五十人分の働きはする。カーナミン枢機卿の威い光こうで掻かき集あつめられた者達である。

「もう一度繰り返します。注意点は二つ。一つは必ず銀ぎん髪ぱつの少女は生かして捕とらえる事。出来れば傷一つつけない様に。もう一つは問題の少女の護衛にはかなりの手練れがついているので、油断しない様に」

　十二人の男女が言葉も無く頷うなずく。

「では――捕ほ獲かくを」

　修道士の言葉と同時に〈教会〉の猟りよう犬けん達が一いつ斉せいに動き出した。
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　駆かけ出していく十二人の男女を見送りながら、アルビダは震ふるえていた。

　期待を裏切られた。

　彼女の通報は――彼女の立場を信徒に戻してはくれなかった。

　自分の娘同然と思っていたディディプリスを裏切り、その子であるナナを裏切ってまで、良心の呵か責しやくを強引に抑おさえ込んでまで、アルビダが望んだものは、与あたえられなかった。

　彼女に残ったのは卑しい裏切り者の烙らく印いんだけだ。

「ああ……あああああ…………」

　辛つらい十数年だった。

　人間としての尊厳すら磨すり減へっていく日々だった。

　ディディプリスを逃にがした事は確かに後こう悔かいしていなかった。成長したナナに会えたのも嬉うれしかった。その言葉に嘘うそは無い。

　しかし……

　ふとナナ達から離はなれて一人立ち止まったとき、アルビダは思った。

　思ってしまった。

『ひょっとしたら――彼女を〈教会〉の人間に密告すれば、この辛かった日々を帳消しに出来るのではないかと。』

　そもそも〈教会〉上層部の人間が囲っていた――異人種の女。

　その異人種の産み落とした娘。

　アルビダの立場で考えてもそれが禁きん忌きに触ふれ一大醜聞スキヤンダルに発展しかねない事実である事は明白だ。そもそも〈教会〉が忌いみ嫌きらう『亜人種』の娘がこの〈聖地〉に居るだけでも尋じん常じようでないのである。

　ならばこれを密告すれば……望みのままの報ほう酬しゆうを受け取る事が出来るのではないか？

　そうアルビダは思ってしまった。

　一度思い付けばそれは消えなかった。一いつ瞬しゆんも休まずその考えは彼女の頭の中で明めい滅めつを続けていた。

　逡しゆん巡じゆんはあった。

　躊ちゆう躇ちよもあった。

　だがそれでも密告する事への誘ゆう惑わくは強かった。信しん徒と籍せきを復活させて貰もらえば、また普ふ通つうの生き方が出来る。普通の服を着て、残飯でない食べ物を食べる事が出来る。普通の仕事に就いて将来の為の蓄たくわえを貯める事だって出来る。

　地を這はい、ボロを着て、腐くさりかけの食べ物をすするだけの生活と決別できる。

　身寄りの無いアルビダにとってそれは、途と方ほうもなく魅み力りよく的てきだった。

　だから……

「ああ……ああああああっ!!」

　今まで考えないようにしてきた罪悪感が一気に押し寄よせてきた。

　結局、彼女はただナナを裏切っただけだった。

「な――何をする⁉」

　喚わめきながら掴つかみかかってきたアルビダに修道士が言う。

　何かよく分からない衝しよう動どうに駆られてアルビダは修道士の服を掴み、揺ゆすった。揺すり続けた。そうした処でどうなるものでもないと、心の隅すみでは分かっていたが――何もせずに座り込み続ける事は出来なかった。

「離しなさいっ！」

　修道士がアルビダを振ふり払はらう。

　アルビダはふらりとよろめいて――

「――あ」

　漏もらしたのは間ま抜ぬけな一声。

　彼女の眼は意外な速さで迫せまり来る瓦が礫れきの角を見つめ――そして視界は次の瞬しゆん間かん、闇やみに覆おおわれた。自分が転てん倒とうし、近くに在った瓦礫でこめかみを強打したのだという事を、最も早はやアルビダは理解出来なかった。勿もち論ろん、こめかみが頭ず蓋がい骨こつの中では特に薄うすく、その部分への強打はちょっとした事で中の脳を損傷してしまうという事など、彼女が知る筈はずも無い。

　だから……

「…………」

　急速に何もかもが遠ざかる。

　五感が切り離されて自我が闇の中に落ちていく。

　その中でアルビダはただひたすら祈いのった。

（……赦ゆるし……て…………赦し……）

　闇の中。

　全てを溶とかす虚きよ無むの深しん淵えんで、何かに縋すがろうとして、想像の手を伸のばす。

　その先で、優しく微笑ほほえんでいたのは――愚おろかな老女を労いたわる様に、憐あわれむ様に見つめていたのは。

（……ああ……）

　コグナット教皇でもなく。

　石像で見慣れた大聖ミリオフィラムの姿でもなく。

　それは十数年前に彼女が別れたっきりの、ディディプリスの姿だった。
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　どうにも体調が優すぐれない。

　エキノは廃はい屋おくの片かた隅すみで崩くずれ残った壁かべを背に座りながら……己の身体からだの不調について考えを巡めぐらせていた。

　風か邪ぜの症しよう状じようにも似てはいるが……条件的に考えれば、ナナも同じだ。

　同じ場所で同じ様に抱だき合って眠ねむった。

　肉体的な強きよう靱じんさで言えばエキノの方がナナよりも遥はるかに上である。なのにエキノだけが風邪を引いてナナはまるっきり平気というのもおかしな話だ。まあサキュバスであるナナの身体とエキノのそれの差が、こういう形で出てきただけなのかもしれないが……

「……風邪ともいいきれないんだよな……」

　たとえ風邪でなくとも、伝染性の病気である可能性は皆かい無むではない。なので、伝染うつらぬ様、エキノは他の四人と少し離はなれた処に居る訳だが……

「……なんなんだ、これは……」

　勿論、いかに身体を鍛きたえているエキノといえども、風邪は過去に何度かひいた経験がある。それがどういう感覚を己の身体に与あたえるかという事も覚えている。

　風邪の種類によってはその症状が違ちがうという事も知っている。

　だが……それでも、いやだからこそ何か違う気がする。

　身体が熱い、息が早い、関節が痛い、これは……無理な運動を延々続けた結果の様な感じが強い。未まだ身体が成長しきる前の十代、特に前半は相当に無茶な――全身筋肉痛で身動きできなくなる様な――鍛たん錬れんを続けていたものだが、その時の感じに似ている。

　悪お寒かんは無い。

　ただ――

（筋肉痛――そんな感じだ、確かに）

　人間の身体というのは便利なもので、一定量の酷こく使しを続けると筋肉痛という抗こう議ぎをしつつも、自ら変化する事で状じよう況きように対応しようとする。筋肉が足りなければ筋肉を増やそうとして、自らの身体を少しずつ作り替かえていく。

　だから身体が完成しきる前の十代に、エキノは鍛錬を続け今の身体の基き礎そを造った。

　それからは、調整の段階で――二十代に入った今では、ほぼ完成した自分の身体の維い持じを目的に、身体を動かしている。成長期を過ぎて無理な鍛錬をしても、身体をこわすだけだからだ。

　だが……

（その時の感じに似てるんだよな）

　十代の、肉体を完成させる前の状態に。

　勿論、昨晩ナナと結ばれた際には、まあ当然、興奮もした訳だが――性欲を持て余し気味の小こ僧ぞうでもあるまいし、さすがに筋肉痛を起こす様な無茶をした覚えはない。

　ではこれは一体何なのか？

「やばいな。さっさと治ればいいんだが」

　今のところ差さし迫せまった状況に陥おちいっていないので、つい忘れがちになるが、此こ処こは敵地のど真ん中だ。自分が万全の体調で無ければ足を引っ張りかねない。

　エキノはふと立ち上がって軽く身体を伸ばす。

「…………」

　本当にまずい。

　どうにも感覚が鈍にぶる。

　五感全体に薄うすい膜まくが掛かかった上に、それを処理する脳にも変な負荷が掛かっている様な感じである。ただものを考えるのにも意識を集中する必要がある。気力を振ふり絞しぼらなければ、思考が指の間から漏もれ落ちる水の様に、千々に乱れ砕くだけて手の中から消えていくのだ。

　故に……

「――！」

　ぞくりと悪寒を感じたその瞬しゆん間かんには、既すでに遅おそかった。

　三つの人ひと影かげがエキノの周囲に出現する。

　残像すら虚こ空くうに刻み残す程の速さで地を蹴けり、エキノに肉にく薄はくする男女。いずれもが素手だが――これだけの動きを、しかも足場の悪い廃はい墟きよの中で出来るとなれば、どう見ても素しろ人うとではない。素手で相手の首をへし折る位はやりかねなかった。

「貴様等――！」

　咄とつ嗟さに腰こしに吊つっていた剣つるぎ――愛用の槍やりを分解したもの――を抜ぬいてこれに対応しようとするエキノ。何万何千と繰くり返した修練は彼を裏切らず、完調とはいえないこの状況でも彼の指は自然にその柄へと絡からみ付き、抜剣する。

　だが……

「……！」

　踏ふみ込む体勢が――崩くずれる。

　足がもつれたのだ。

　そして勿もち論ろん、そんな大きな隙すきを見み逃のがす相手ではない。

（まずい……！）

　咄嗟に振った剣の一いち撃げきをかいくぐり、平へい凡ぼんな姿の中年女が一人、エキノの懐ふところに肉薄する。

「……眠れ」

　掌しよう底ていの一撃が、鳩尾みぞおちに食い込む。

　瞬間的に肺の空気を残らず絞り出されたエキノは――呆あつ気けなく意識を暗転させて、その場に転がった。
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　――接近してくる相手の数は十二。

　それはすぐに知れた。

　――敵だ。

　これもすぐに分かった。

　敵でも無ければこんな廃墟で、足音を殺し、気配を殺し、そのくせ、ほんのわずか殺気めいたものを放散しながら近付いてくる様な――そんな剣けん呑のんな相手など居る筈はずが無い。

　その程度の事は、部屋の壁かべ越ごしにでも察知できるコリンではあった。

　しかし……

「姫ひめ様、いつでも逃にげられる様にご準備を。ソリウ、魔ま法ほうの用意」

　コリンは言って立ち上がる。

　当然、荷物は未まだまとめきっておらず、ここに置いていくのはかなりの痛手だ。だが食料も食器も、その他の生活用品も、金さえ出せば普ふ通つうに手に入る。とりあえずは此処から逃げるのが得策だった。

「なに？　なに？　誰か来たの？」

「はい、恐おそらくは――敵です」

　ネリンとソリウが立ち上がったのを確認し、最後にコリンはナナの手を取る。一いつ瞬しゆんでも早くここを離はなれなければ。包囲が完成してしまっては、ナナを連れて逃げるのはほぼ不可能だろう。

　だがナナの最大の関心は別の処に在る様だった。

「エキノは？」

「彼は外に――」

　言いかけて。




　――だん！
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　次の瞬間、コリンの台詞せりふを断ち切る様に、窓をぶち抜いて投げ込まれたものがある。

　それは丁度、コリンの鼻先をかすめて通り過ぎ、そして壁かべに突つき刺ささった。

「これは……」

　エキノが腰に提さげていた槍の穂ほ先さき――剣だ。

　愕がく然ぜんと凍こおり付くナナと、そしてコリン。

　ネリアはいつも通りだが――

「――まずいですねえ」

　壁に貼はり付き、外を窺うかがいながら、ソリウが言ってきた。

　そして彼の言葉を証するかの様に――あるいは剣の後を追うかの様に、外から声が投げ掛かけられる。

「――ナナ姫とその従者の皆みなさん」

　穏おだやかな口調だ。

　丁てい寧ねいで優しく――しかしその裏に、勝利の愉ゆ悦えつと敗者への侮ぶ蔑べつを隠かくした口調だった。

「お気づきでしょうが、こちらには人質が居ます。出来れば素直にこちらの要求に従っていただきたいのですが――従っていただけない場合、人質の安全は保証出来ません」

　コリンがソリウとは反対側――窓脇の壁に貼り付いて様子を窺う。

　予想通りというべきか、予想外というべきか。

　わずかに顔を覗のぞかせて見たその光景は、声の正しさを裏付けるだけのものだった。

　数名の男女と……その足元に転がされているエキノの姿。

「ソリウ。エキノを除いて他の連中を攻こう撃げきできる？」

「いくらなんでもそれは無理です」

　肩かたを竦すくめるソリウ。

　魔法は何でも出来る訳ではない。手足を使ってやった方が魔法を使うよりも何倍も簡単な作業や行こう為いの方が多いくらいだ。この窮きゆう地ちを簡単に解決できる様な、都合の良い魔法はやはり無いらしい。

　となれば――

「エキノ……！」

「姫様、いけません」

　思わず飛び出しかけるナナを、手を伸のばして止めるコリン。ネリアも腰こしに抱だき付く様な形でナナを止める。

　しかし……

「まさか……まさかコリン、エキノを見殺しにするなんて言わないよね？」

　必死の表情でそう訴うつたえてくるナナを前に、コリンは唇くちびるを噛かんだ。

　最悪だ。

　打つ手が――無い。

　エキノを見殺しにした処で、十二名の手て練だれを相手にナナを連れて逃げ切るのは難しいだろう。ソリウに何らかの派手な魔法を使わせて、相手の眼を眩くらませる事は可能かも知れないが――

「一つ付け加えておきましょうか」

　外からの声が言って寄よ越こす。

「先の〈練金天使〉の一件で、貴女達を護まもる様に命令されていた〈聖儀執行者〉は我々の側の人間です。我々は教皇猊げい下かとは違ちがいます。貴女に死なれては困る、というのが我々の上の者の判断です」

「…………」

　だから信用しろと言うのか。

　ただの口先だけの、それも〈教会〉上層部の人間の言葉を。

　コリンとしては耳など貸さずに脱だつ出しゆつしたいのだが……

「コリン――」

　縋すがり付く様な眼でコリンを見つめてくるナナ。

　コリンとてエキノは友人だ。見殺しなどにしたくはない。ナナを護るためならば互たがいに見殺しにされる覚かく悟ごのあるエキノとコリンだが――それとこれとはやはり話が別だ。

「貴方達の目的は何？」

　コリンは壁かべ越ごしに問いを投げる。

「我々が上の者に求められたのは、サキュバスたるナナ・アン・アビアスの捕ほ獲かく、それだけです。それ以上でもそれ以下でもない。無意味な殺傷など、無ぶ粋すいな真ま似ねは極力避さけたいと思っていますよ」

「…………」

　黙もつ考こうする事しばし。

　長々と溜ため息をついて――コリンは言った。

「分かりました、貴方達に従います」







第四章　最後の天使







　意外と言えば意外――ナナ姫ひめ達が通されたのは応接間だった。

　途と中ちゆう目め隠かくしをされたままであったので、何処の屋や敷しきに連れ込まれたのかは分からない。だが目隠しを外された五人が見たものは、豪ごう奢しやでこそないものの、きちんと作り込まれた応接間の情景だった。

　低いテーブルを布張りのソファが囲んでいる。

　壁かべはいずれも染み一つ無い生成の壁紙が覆おおっており、他の家具や調度品も派手でこそないが、いずれも人の手によって使い込まれた雰ふん囲い気きが――手しゆ沢たくという言葉がある――その表面からも滲にじみ出ていた。丁てい寧ねいに作られた品だという事は見ただけで分かる。安物はまず長持ちしないからだ。

　実の所、この質素さはアビアスの、それもハスティフォリアル城の雰囲気に近い。

　とはいえ――

「…………どうなるんだろう」

　だからといって安心できるものでもない。

　右をコリンに、左をエキノに挟はさまれて何処か不安げな表情を見せるナナ。もっともエキノは相変わらず体調が優すぐれない様で――気絶こそしていないが、あまり顔色は良くないし、呼吸も早い。

「せめてエキノの治ち療りようだけでも……」

「いや、気にするな」

　エキノが微び苦く笑しようを浮うかべて言う。

「今朝よりは少し楽になった」

「でも――」

　単なる小康状態という事もある。

　命に関わる病気程、自じ覚かく症しよう状じようはなかなか出ないものだ。だからこそ何をするにも手て遅おくれになりがちなのである。

　そっとエキノの手を握にぎるナナ。

　だが――

「大丈夫だ。姫様は自分の身の安全を第一に考えろ」

「…………」

　そう言われては、ナナとしても継ぐべき言葉が見つからない。

　エキノとコリンの更さらに外側にはソリウとネリアが座っている。だがネリアはやはり無表情、ソリウも今回ばかりは緊きん張ちようしているのか、いつもの飄ひよう飄ひようとした軽さがその表情には出ていない。

　その時――

「――お待たせしました」

　扉とびらが開いて数名の男達が入ってきた。

　先頭に先まず一いつ般ぱん修道士の格好をした若い男が二人。続いて多少服の造りの違ちがう――やや凝こった装そう飾しよくを施ほどこされた意い匠しようの、初老の男性が一人。そしてまた若い一般修道士の格好をした若い男が二人。

　恐おそらく前後の四人は秘書か護衛の類たぐいなのだろう。

　問題は――真ん中の初老の男だ。

　顔付きやその仕草の鷹おう揚ようさから初老と判断は出来るが――しかしその全身から緩ゆるやかに放散される精気は、未まだ若者のそれに近い。決して人生を護りに入った人間のそれではなかった。壮そう健けんという言葉がぴったり来る。まだまだ前に――否、上に進もうという野心が、気き迫はくとなって全身から滲み出ているのである。

　端たん整せいな顔立ちではある。

　だがその双そう眸ぼうは――ひどく酷こく薄はくなものを湛たたえていた。

「急な――そして強引なお招きをして申し訳ない」

　一人ソファに腰こしを下ろしながら、余よ裕ゆう含ぶくみの口調で男は言った。

「こちらとしては是ぜ非ひとも貴女にお会いしたかったのだ――ナナ・アン・アビアス姫」

「…………」

　ナナは静かに相手を見返す。

　恐れは在るが、しかし此こ処こで相手に呑のまれていては、自分達の不利に事が進むばかりだとナナは半ば本能的に察していた。今この場で相手に対して主導権を握れる者が居るとすれば、それは自分だけなのだと。

　しかし……

「そう身構えないで欲しいのだ」

　男は言った。

「ああ――そうそう。失礼した。自じ己こ紹しよう介かいが未だだったね」

　苦笑を浮かべ、かぶりを振ふる。

　その仕草がやはりいちいち芝しば居いがかっていて……信用ならない。

「私は、ジョルジオ・カーナミン――ミリオフィラム教会においては枢すう機き卿きようの立場に居る者だよ」

「……！」

　先ずその言葉に反応したのはコリンだった。

　恐らく枢機卿という立場がどれだけのものであるのか、〈教会〉の末まつ端たんに居た事のある彼女は実感として知っているのだろう。

　枢機卿。

　つまりそれは〈教会〉組織の中において教皇を補ほ佐さし、教皇に続く権能を持つ最高の僧そう職しよくである。彼等は教皇の選挙権を持ち、組織行政の要職に任じられており、事実上、〈教会〉を統とう括かつ支配する権力者の一人だ。

「君達の名と素性について、大まかな処は知っている」

　カーナミンは言った。

「もっとも私が興味が在るのはナナ姫ひめただ一人だ」

「その歳としでこんな小こ娘むすめに求きゆう婚こんでもしようってのか」

　憎にくまれ口を叩たたくエキノ。

　彼としてはカーナミンを怒おこらせてある種の精神的な隙すきでも作らせたかったのだろう。

　だが――

「うむ。恥はずかしながらその通りだよ」

　ミリオフィラム教会の枢機卿は微び苦く笑しようを浮うかべて頷うなずいた。

「私はナナ姫に、我が妻になっていただきたいのだ」

「…………」

　驚きよう愕がくに眼を丸くして……それから傍かたわらのエキノやコリンを顔を見合わせるナナ。

　彼等は『冗じよう談だんだ』とカーナミンが言い出すのを期待したが――しかしその言葉はしばらく待っても出てこなかった。

「何らおかしな事ではあるまい？」

　カーナミンは両手を広げ肩かたを竦すくめて言った。

「何しろ――現教皇の内ない縁えんの妻が、やはりサキュバスだったのだから」

「…………！」

　今度こそ愕がく然ぜんと凍こおり付くナナ達。

　薄うす々うす気付いてはいたのだ――ナナの父親が教会上層部の人間であるだろうという事は。

　教会の要職に就いた者しか持つ事は出来ず、その必要も無い『別べつ荘そう』。そこに囲われていて妊にん娠しんしていたサキュバス。そこに男性の淫魔族サキユバスが同じように居ればともかく、そうでないのだとしたら――妊娠したサキュバスの相手の男性は、人間、それも『別荘』の持ち主であると考えるのが自然だ。

　だが――まさか教皇であったとは。

　つまり……

「姫様は――教皇の、娘？」

「そうなるな」

　喘あえぐ様に呟つぶやくコリンに、カーナミンは頷いて見せた。

「なんでまた……そんな……」

　ミリオフィラム教会の頂点に立つ様な人間が、淫魔と侮ぶ蔑べつされる様な種族を、それも聖地の真ん中で囲っていたのか。単にサキュバスを抱だく事で得られる性的快楽に溺おぼれていただけなのだと考える事も出来るが――

「勿もち論ろんそれには理由が在る。私がナナ姫を欲する事にも」

　カーナミンはソファから立ち上がり、窓際に歩み寄る。

　遥はるかに晴はれ渡わたる高原の空を見み遣やりながら、彼は言った。

「そもそもサキュバスは亜人種でない」

「――え？」

「改良品種だ」

　ゆっくりと噛かんで含ふくめるかの様にカーナミンは言う。

　その言葉の意味がナナ達の間に浸しん透とうするには、さすがに若干の間が必要だった。

「改良……改良って？」

「品種……？」

　ナナとエキノの呆ぼう然ぜんたる呟きにカーナミンは満足げに頷いて見せた。

「サキュバスはそもそも自然発生の生物ではない」

「ちょ――ちょっと待って、何を、何を言って――」

「創り出された生物だ――かつて隆りゆう盛せいし、今は衰おとろえ失われた古代の秘ひ儀ぎによって」

　ナナの言葉に構わずカーナミンは続けた。

「…………〈東方三博士〉！」

「その通り」

　コリンの呻うめく様な呟きにもやはり頷くカーナミン。

「かつてミリオフィラム教会には、教祖である大聖ミリオフィラムを補佐する三人の秘ひ儀ぎ継けい承しよう者しゃが居た」

　秘儀継承者。

　このクアプランテ大陸東部において、かつて隆盛を誇ほこった古代文明。

　既すでにその文明は失われて久しく、大陸各地にわずかな遺い跡せきを残すのみとなっているが、この古代文明の技術を承しよう継けいする隠いん者じや達が存在するのだと――世間ではまことしやかに囁ささやかれている。勿論それは子供に聞かせる御お伽とぎ噺ばなしの域を出ない代物で、大真面目に信じている者の方が少ない。

　だが――

「プテロフィラム、セラトフィラム、そして名前の明かされぬ三人目の秘儀継承者。彼等は無法に荒あれるクアプランテ大陸に秩ちつ序じよを打ち立てるべく、大聖ミリオフィラムの下で、人心支配の為ための『道具』を作り始めた」

「それが――つまり」

　エキノが鋭するどい視線をカーナミンに据すえる。

　それは――もし視線に実際的な力が在るのなら、カーナミンを刺さし貫つらぬいて殺しかねない程の強さだった。

「〈天使〉共か……」

「その通り」

　だがカーナミンはむしろ得意げに肯こう定ていした。

「勿論、失敗作も多く、十三体作られた内の、殆ほとんどが役に立たないゴミとして廃はい棄きされた。記録上、実用に供されたのはたった三体」

　カーナミンは三本の指を立てて見せた。

「第三の天使――即すなわち〈総統天使〉は人間の精神感応力を上げ、カリスマ性を飛ひ躍やく的てきに高める為の道具だ。対象となる人間に精神的な連結を成し、その強大な精神感応力を使って周りの人間の心を支配する」

「…………」

　ぎり……とエキノの顔の奥おくで歯が軋きしむ音がする。

　当然だろう。その〈総統天使〉の為にラディカン皇こう帝ていは狂くるい、そしてラディカン帝てい国こくは滅めつ亡ぼうした――彼の家族を巻き込んで。

「第五の天使――即ち〈練金天使〉は人民に奇き跡せきを示し、信しん仰こう心しんを高めると共に、必要な物資を生産し、〈教会〉の組織運営において、主に財政面から貢こう献けんした」

　あの――怪かい物ぶつ。

　ありとあらゆるものを、別のものに作り替かえてしまうバケモノ。

　確かにあの力を見せられれば大たい抵ていの者は恐おそれ入って入信せざるを得まい。まして水をパンに、砂を黄金に、灰を酒に――そんな事が出来るなら、金銭面においても何ら心配はなくなる。

「そして――」

　カーナミンはじろりとナナを見つめる。

　まるで蛇へびの様に――感情のこもらぬ、しかし何処か奇き妙みような熱を帯びたその視線を受けて、ナナは身を震ふるわせた。

　聞きたくない。

　これ以上は――聞きたくない。

　そう思っても声が出ない。

　此こ処こで聞かずとも疑ぎ心しん暗あん鬼きは常に彼女につきまとう。ならば聞いておく方がまだマシなのではないか……そんな風にも思う。

　けれど……

「…………」

　ナナはちらりと隣となりのエキノを見る。

〈第三天使〉によって家族と国を失い、〈第五天使〉によって戦友を失ったエキノ。

　彼にとって〈天使〉とは唾だ棄きすべき怪物――その最たるものだろう。

　だがもし……

「もうお解りだろう。それまでの〈天使〉の研究成果を使い、最後に生み出された最高傑けつ作さく、人間そのものを『超ちよう人じん』に作り替える生体変成機関バイオ・プロセツサ……それが〈第十三天使〉、即ち〈快楽天使〉！」

「それが――」

　エキノの口から漏もれる言葉にびくりを身を竦すくませるナナ。

「姫ひめ様だってのか」

「正確にはその子供がナナ姫だ」

　カーナミンは容よう赦しやなく告げた。

「――ちょっと待ってください」

　それまで黙だまっていたソリウが片手を挙げて言った。

「質問、よろしいですか？」

「構わないよ」

　場の主導権を握にぎる者の余よ裕ゆうからか――鷹おう揚ような仕草でソリウに頷うなずいてみせるカーナミン。

「つまりサキュバスとは、その為に作られた種族であると？」

「そうだ。数が少ないのも当然だな。元々、自然発生の生き物ではないという事だ。結果的にその存在が教会の外部に漏れ――いつの間にか伝説化していたのだろう。あるいは、かつてサキュバスは複数体製作され、ナナ姫の母親の様に、教会外部に逃にげ延のびたサキュバスも居たのかもしれん」

「…………それはまあいいとして」

　ソリウは言った。

「超人になるとは具体的にどういう？　また快楽ってのはどういう意味が？」

　単に人間の能力を飛躍的に増大させるのならば、サキュバスと交わった人間に快楽を感じさせる必要は無い筈はずだ。

「ああ――」

　カーナミンはにたりと笑いながら言った。

　出来の悪い生徒が、ようやく正解に手を掛かけた様子を見る様に。

「そも――修行とは如い何かなるものだと想うかね？」

「は？」

「これは私も〈東方三博士〉の残した書物からの受け売りで、細かい事までは分かっていないのだがね」

　そう断ってカーナミンは説明を始めた。

　そもそも人間の身体は高い適応力を――素体としての高い汎はん用よう性せいを持っている。

　例えば、それぞれの職業の専門家を見れば分かるが、意識して自らを鍛きたえ、特定用よう途とに専門化させた場合、人間は、素体状態から見れば、まるで別の生き物であるかの如ごとく、高い能力を発揮する。

　例えば剣けん術じゆつに精通した武士。

　例えば算術に精通した賢けん者じや。

　例えば芸術に精通した画家。

　彼等の持つ――究めた技能は、それを持たない者からすれば奇き跡せきにも等しい。

　そしてその技能の多くは、脳と神経の『最適化』に依よるのだという。

「原始宗教の多くが、過か酷こくすぎる程の修練を行者に課したりするのも、この為ためだな」

　本来眠ねむっている脳の領域――能力の可能性を含ふくめたその領域を、刺し激げきするには、ある種の快楽が効果的なのだという。

　例えば……

　肉体をいじめていじめていじめ抜ぬいた末に、ふっと苦痛が消える瞬しゆん間かんがある。

　むしろ法ほう悦えつを感じる程の状態になる事が在る。

　いや――そこまで非日常的な例をとるまでもなく、人間は怪け我がをすれば、痛みを感じるが、その痛みはずっと同じ状態で継けい続ぞくはしない。痛みとはそれを感じた瞬間が最も強く、それは次第に鈍にぶくなって、いつかは消えてゆく。

　これは何故か。

　カーナミンによれば、これは、人間の脳が痛みや苦しみを緩かん和わする為の麻ま薬やく物質を自ら供給し、苦痛を和らげてくれるからなのだという。

　一切の副作用の無い自家精製の麻薬。

　これが眠っている脳の神経を刺激し、新しい神経回路を創り出すのに役立つという。

「他にも原始宗教において、薬物で感覚を鋭えい敏びんにして瞑めい想そうする、などという方法もしばしば見られるが――これも考え方としては同じものだ。脳内の麻薬に頼たよるか、外部からの刺激物に頼るかだけの差だね」

「…………」

　ナナ達は無言。

　何か口を挟はさめる様な内容ではなかった。

「更さらにある種の宗教では、『悟さとり』を得る為に異性との性交を道具に使う事も知られている。さすがにこれは衛生管理その他の面から、主流には成り得なかったがね」

　不特定多数の性的交こう渉しようは、確かに性病その他の蔓まん延えんを助長する。

　多くの国家において道徳的に多た淫いんを戒いましめるのはこの為だ。

「つまり……」

　まとめる様にカーナミンは言った。

「宗教における『修行』がもたらす『法悦』は、本来、使われていなかった脳の部位を活性化させる起き爆ばく剤ざいとなる。多くの場合にそれは薬物投とう与よや、脳内麻薬の分ぶん泌ぴつによって賄まかなわれるが、〈快楽天使〉は自らの肉体を使い、その体液を使い、対象者に尋じん常じようならざる快楽を与あたえ、強制的に『悟り』に至らせ、超ちよう人じん化かさせる――という訳だ」

「ふむ……」

　ソリウが思案の表情を浮うかべる。

「確かに魔ま法ほうの修行においても、自分の意識野を拡大するのに、ある種の薬物を使う場合はありますが……」

「分かったかね。あの教皇があれだけの力を持っているのは、ナナ姫ひめ、君の母親との交合によるものだ」

「……それで、か」

　呟つぶやくエキノ。

　あのテラスにおいて魔法を使うでもなく浮き上がって見せた教皇。

　エキノが何故か『勝てない』と感じてしまった教皇。

　まるで〈第三天使〉の様な奇き妙みような精神感応能力を発揮していた教皇。

　全ては、〈快楽天使〉との交合により、強制的に覚かく醒せいさせられた彼の特とく殊しゆな能力であったのだ。

　だが――

「だが予想外の事が起こった」

　カーナミンは俯うつむくナナに眼を向けた。

「君の出産だ。実の所、〈東方三博士〉の創り出した保存機構の中にサキュバスは生きた状態で保存されていた訳だがね、長い歳さい月げつの間に、サキュバスの『取扱説明書マニュアル』は失われていた。だから、まさか、サキュバスに妊にん娠しんする能力が備わっているとは教皇も思っていなかったようだ」

　確かに人間を変成させる為だけの『道具』に生殖せいしよく能力は必要ない。

　これは〈東方三博士〉が意図した事なのか――それとも彼等すら予想外の事であったのか。今となっては知る術すべは無い。

　ただ――

「教皇は、新たなサキュバスが生まれ、自分以外に『悟り』の力を持つ存在が出てきて自分を脅おびやかすのを恐おそれた。何しろ、教皇はサキュバスを見つけ、抱だくまでは、むしろ時期教皇の候補としては末席に居たからな。そのままでは、特に大きな功績を挙げるでもなく、他の者達の信しん頼らいを勝ち得るでもなく、末席の立場に甘あまんじていただけだったろう」

　だが彼は変わった。

　サキュバスを抱く事で強制開花した彼の能力は、一気に彼の立場を次期教皇候補第一位に押おし上げたのだ。あるいはそこには、強化されたカリスマ性も関係していたであろうし、もっと直接的に、政敵を実力排はい除じよする様な事もあったのかもしれない。

　何にしてもそれは全てサキュバスを抱く事で得た力だ。

　ならば、同じくサキュバスを抱く者が出てくれば、自分は再び末席の立場に甘んじるしかなくなるのではないか――当時、枢すう機き卿きようの一人であった教皇は、そう考えたのだ。

「だから君を殺そうとしたのだよ。それを知った君の母は、教会の聖地から逃にげて、やがてアビアスの地で力ちから尽つきて死んだ。遺体は教会が回収して、『再利用』したそうだよ、〈聖水〉とかね」

「……！」

　ナナ達の脳裏に、あのジュリド達が飲んでいた〈聖水〉の記き憶おくが蘇よみがえる。

　あれは……

「〈聖水〉はサキュバスの血から一部成分を分ぶん離り、精製したものだよ。一時的に能力を強化してくれるが、処理対象者に対する安定装置としてのサキュバス本体が側に居ないからな。すぐに肉体が均きん衡こうを失って崩ほう壊かいを始める訳だ」

「…………ひ……人でなし！」

　ナナが思わずソファから立ち上がりながら叫さけぶ。

　彼女の脳裏には、まるで魚をさばく様に、サキュバスの娘むすめの身体からだから血を抜ぬいている男達の姿が描えがき出されていた。

「死んだ人の遺体を――遺体をそんな風に」

「姫様！」

　コリンが彼女の肩かたに手を掛かけて、再びソファに座らせる。

　そんなやり取りをカーナミンは微び苦く笑しよう混じりに見つめていたが――

「誤解しないでいただきたいのだが、私がサキュバスの事や、教皇の処での一連の出来事を知ったのは、つい三年前の事だよ。その頃ころにはもう全て終わっていた。私は既すでに在るものを利用したに過ぎない」

「……だから？」

　コリンはナナの肩を押さえながら言った。

「その非道をした教皇を倒たおすために、姫様の力がいるので、協力しろと？」
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「まあ端たん的てきに言えばその通りだ。ナナ姫。君にとっても母親の敵討ちが出来るのだ、悪い話ではあるまい？」

「その為ために父親を倒す手伝いをしろって言ってんだよな、あんたは」

　エキノもナナを抑おさえ込みながら言う。

　カーナミンは――肩を竦すくめて笑った。

「仕方在るまい。それとも自分の『恩人』、いや『妻』を殺し、自分の娘に刺し客かくを差し向ける様な男の側につきたいかね、君達は？」

「…………」

　そう言われればエキノ達にも返す言葉は無い。

　だが――

「ナナ姫ひめ。私を愛する必要は無い。君はただ私に抱かれるだけでいい。それだけで君は間接的に復ふく讐しゆうを果たす事も出来るのだよ」

　まるでひどく簡単な事を勧すすめるかの様な口調である。

　いや――カーナミンにとっては実際に簡単な事なのだろう。

　女を一人抱くだけで教皇と互ご角かくの力が手に入る。教皇を追い落として自らが〈教会〉の頂点に立ちたいと願う彼にとって、それはひどく手軽な解決方法だ。

　しかし――

「…………」

　ふと視線をカーナミンの脇わきに逸そらしたナナは、彼の脇に立つ修道士の一人が表情を引きつらせているのに気がついた。

　恐きよう怖ふか。嫌けん悪おか。

　何にしても、あまりこの場に居合わせる事に肯こう定てい的てきな印象ではない。

　それは単に〈教会〉内部において唾だ棄きすべき亜人種として忌いみ嫌きらわれているサキュバスが眼の前にいるからか――それとも。

「いきなりの事で少々混乱もしているだろう」

　むしろ朗ほがらかな表情を示しながらカーナミンは言った。

「今日一日ゆっくりと考えてくれたまえ」

　カーナミンのその言葉を待っていたのだろう。扉とびらが開いて数名の男女が入ってくる。

　先程、エキノを捕とらえ、ナナ達を包囲した十二人の〈聖儀執行者セレブラント〉達であった。

「ナナ姫と、お付きの方々をそれぞれの部屋にお通ししろ。失礼の無い様にな」

　微び笑しようを浮うかべてカーナミンはそう命じた。
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　ゆらりと――何処からともなく現れたその影かげは若い娘のものだった。

　姿は半はん裸らだ。服の様なものを身に付けてはいるものの、明らかに彼女本人のものではない。いわゆる男物で、大きさもあっておらず、しかもあちらこちらがほつれている上に、どす黒い染みが幾いくつもついている。

　まるで撲ぼく殺さつされた死体から奪うばってきたかの様に。

　着ている衣服の汚よごれ具合とは対照的に、その娘の肌はだは白かった。容姿としては優美とさえ言えるだろう。長い亜あ麻ま色いろの髪かみが風にふかれるまま揺ゆれている。特に手入れをしている様子も無いのに、その髪はひどく艶あでやかで、見る者を魅み了りようする。

　だからなのか――

「……なあ、嬢じようちゃん」

　己の罪に俯うつむき生きていく事を強しいられる者達の場――『背信者の墓場』においてすら、無視できず、己の欲望を抑えきれずに、彼女に声を掛ける者が出てきたのは。

　一人の男が、何処か卑いやしい笑みを浮かべて近付いてくる。

「そ……そんな格好で、どうしたんだい？　外から、きたのかい？」

「…………」

　娘は答えない。

　ただ、無表情に廃はい屋おくの一つを見つめている。

　先日まで、新参者というか、明らかに聖地の外から来たらしい五人組が、仮の宿として使っていたものだ。『背信者の墓場』の者達は、基本的にお互たがいには干かん渉しようしないから、その五人組の存在を知ってはいても、興味を持つ者は居なかった。

　だが――

「…………」

　感情の色を根ね刮こそぎ欠落させた娘むすめの双そう眸ぼうは、ひたりとその廃屋に据すえられ、冷たい視線を放っている。怒いかりも嘆なげきも喜びも無く。ただ必要だから見ているというだけの、淡たん々たんとした眼がその朽くちかけた建物を映し続けている――

「なあ。こっちにおいで。おじさんが、何かもっと暖かい服を貸してあげるよ」

　言って男は娘の手を引く。

　娘は――抗あらがわない。

「へへ……」

　男は下げ卑びた笑みを浮かべながら娘を、彼女が見つめ続けていた廃屋に連れ込んだ。

「へ、へ……へへへ……さあ、そんな服は、脱ぬごうな……」

　娘の着ているものに手を掛かける男。

　対して――何をされているのかすら分かっていないのか、娘は無反応である。男の存在さえ認識していないかの様に、その建物の中を見回している。

「……まあ、いいさ」

　一いつ瞬しゆん、鼻白む様な表情を浮かべた男であったが――娘が恥はじらったり、あるいは抵てい抗こうして泣なき叫さけぶ事でも期待していたのか――すぐに卑しい笑いを取り戻もどして娘の衣装を剥はぎにかかる。

　そして……

「――へへへへ……へ……え？」

　ぽかんと男は口を開けて凍こおり付いた。

　服を脱がされ、上半身を露あらわにした娘の姿。

　寒気に火照るでもなく白い肌――そして滑なめらかな曲線を示す乳ち房ぶさ。大たい抵ていの男が我を忘れてむしゃぶりつきたくなる様な、その美しい二つの膨ふくらみが、突とつ如じよ、崩くずれた。

　ぐにゃりと。

　まるで――蝋ろう細ざい工くが融とけるかの様に。

「え？　な――」

　何かの病気か。

　咄とつ嗟さに男がそう思った瞬しゆん間かん、しかし男の想像を裏切るかの様に、物もの凄すごい勢いで融け崩れた娘の上半身が動いた。

　まるで上半身だけが別の、巨きよ大だいな生き物の顎あごになったかの様に。

　左右に爆はぜ割れた娘の上半身が、軟なん体たい動どう物ぶつの様に伸び、男を挟み込む。顔の右半分と左半分が、右胸と左胸が、右みぎ腕うでと左腕が、左右から別々に――別の生き物であるかの様に男に迫せまり、そしてその身体に食い込んだ。

「あ――あひ……ひいっ……？」

　男は声も出ない。

　既すでにその為ために機能する筈はずの神経は、皮ひ膚ふを通して貫つらぬいてきた何かに侵おかされていた。

「うひ……ひ……ひぎっ………！」

　がくがくと痙けい攣れんしつつ――男はゆっくりと娘だったものに吸収されていった。
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　夕ゆう闇やみに満ちた執しつ務む室しつの真ん中で――震ふるえながらドルス修道士は語りを終えた。

　続くのは重く冷たい沈ちん黙もくだ。

　これは一種の賭かけだった。失敗すればドルス修道士の未来は無い。無いが――それでも彼は賭けに出ざるを得なかった。

　これ以上耐たえられなかったのだ。

　自分は理想に燃えてこの〈教会〉に入った筈なのに、いつの間にかどろどろとした権けん謀ぼう術じゆつ数すうの渦うずに巻き込まれて抜ぬけられなくなった。頑がん張ばれば頑張るほどに深みにはまる事になった。

　だから……全てを一度清算したかったのだ。

　自分の今の立場を全て失う事になっても。

　あるいは自分の未来を失うかもしれない賭けに出たとしても。

　やがて――

「――分かった」

　重厚な執務机の向こうで頷うなずく気配があった。

　恐おそろしくて修道士は顔を上げられない。相手の表情を見る事も出来ない。

　そもそも一対一で相対する事などない相手なのだ。

　何しろ執務机の向こうに座っているのは彼の属する組織の――頂点に君臨している人物であるのだから。しかし最も早はや、彼以外、修道士の周りを取り巻くねじれにねじれた状じよう況きようを清算出来る権力者は存在しない。

　故に――

「よくぞ知らせてくれた」

　その一言で修道士はへたり込みそうになった。

　良かった。

　自分は賭けに勝ったのだ。

「信しん仰こう心しんに篤あつき者は幸いである。不善を告発する勇気を持てる者は敬意に値する。心配するな――君の英断は報われよう」

「あ……ありがとうございます！」

　修道士は眼を潤うるませてそう言った。

　だが。

　感極まった彼は気付いていなかった。

　相手が――コグナット教皇が浮うかべる表情が、微び妙みように狂きよう気きの色に染まっている事に。

　それが、弾はじけて壊こわれる寸前の、何処か歪ゆがんだものである事に。

　狂気から逃のがれたくて賭けに出た修道士が辿たどり着いた先は、別の色の狂気が充じゆう満まんしていたのだった。
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　当然といえば当然の処置ではあるが――ナナと他の者達とは分けて軟なん禁きんされていた。

　具体的にはナナは一人だけ別の場所に閉じ込められたのだ。

　どうやらカーナミン枢すう機き卿きようはコリンの素性も承知の様で、とにかく特とく殊しゆ技ぎ能のうを持つコリンや、武術の心得や魔ま法ほうの心得のあるエキノ、ソリウを引き離はなしておきたかったのだろう。コリンは最後まで抵てい抗こうしたが、敵地の真ん中、それも完調でないエキノを抱かかえて十二人の〈聖儀執行者〉を前にしては相手に従うしか無く――何処か別室に連れて行かれている。

　そして……

「……エキノ……」

　ナナにあてがわれたのは、ごく普ふ通つうの部屋ではあった。

　狭せまくもないし、殺風景でもない。家具も先の応接室と同様にしっかりした造りのものが置かれていて、そこらの安宿の部屋に比べれば豪ごう勢せいとも言える。板が内側から打ち付けられている窓さえ見なければ、閉じ込められているとは思えないだろう。

　勿もち論ろん、出入り口の扉とびらには、鍵かぎがかかっている。

　更さらにナナが魔法を使わない様にと警けい戒かいしているのだろう――入り口には中年女性の〈聖儀執行者〉が立っている。男でないのは、ナナに籠ろう絡らくされる事を警戒しての事か。何にしてもナナに言わせれば余計な心配ではあるが。

　それはさておき――

「……大だい丈じよう夫ぶかな……」

　今何よりもナナにとって心配なのはエキノの体調である。

　カーナミンの言葉を聞いた後ならば尚なお更さらだ。

『サキュバスと性的交こう渉しようを持った者は超ちよう人じん化かする』

　ならば今のエキノはその肉体変成の最中だと考える事は出来る。

　彼の不調はその副作用だと。

「……でも……」

　ナナの脳裏に浮かぶのは〈聖儀執行者〉ジェリドの事だ。

　あの『聖水』を得て〈練金天使〉に向かっていったジェリドは死んだ。

　コリンによれば急激な超人化によって、『聖水』を飲んだ人間は必ず死ぬという。

　ではエキノは……？

「私……」

　実際にどれだけの力が得られるのかは分からないし、そもそも一度の性的交渉でそれが可能なのか、それとも数回の交渉が無ければ『変成』が完成しないのかも分からない。

　いや……それどころか人間との混血であるナナが、正しい形で母の能力を受け継ついでいるとは限らないのだ。

　中ちゆう途と半はん端ぱな変成でエキノの肉体を損なう可能性だってある。

　カーナミンの様子からすれば、混血である事にはあまり心配は要らないかもしれないが――もし混血で能力が損なわれる恐おそれがあるなら、カーナミン自身がナナを欲しまい――何にしてもナナ達は知るべき事を、未まだあまりに知らない。

「……エキノ……」

　部屋の隅すみで膝ひざを抱えて呟つぶやくナナ。

　自覚したのは最近とはいえ……ずっと好きだった相手と結ばれて、その翌日。

　いきなり彼と引き離され、それどころか自分と結ばれた事で相手の身体からだを危険にさらしている。また同時に自分自身は軟禁された上、初対面の相手から『母の仇かたきを討つために身体を開け』などと言われる始末。

　幸せを噛かみ締しめる暇ひますらろくに無かった。

　もし――カーナミンが気の短い性格ならば、今晩にでも彼は無理矢理にナナを抱だこうとするだろう。そしてそれを防ぐ術は、ナナには無い。多少の護身用魔法は使えるが、彼女のそれはあくまで防ぼう御ぎよに特化している上に、長時間の維い持じは難しいからだ。またのろのろと呪じゆ文もん詠えい唱しようをしている内に押おし倒たおされては、発動すら出来ない。

　まして――エキノ達の命を盾たてにとられれば……

「……どうしたらいいんだろ…………」

　勿論――まだナナは絶望などしていない。

　何らかの形で状じよう況きようを打開しようと考えてはいる。

　しかし――その方法がどうしても見つからない。

　ソリウ辺りに期待したい処だが、カーナミンも彼が魔法使いである事は知っているだろうし、そうなれば魔法使い相手の軟禁方法を採っているだろう。発動媒ばい体たいである楽器を取られてしまえばソリウも大きな魔法は使えまいし、迂う闊かつに呪じゆ文もんなど唱えようものなら、監かん視し者しやがその場で彼を殺しかねない。

「……何か……なにか……」

　何か無いだろうか。

　エキノを助け出し、コリンやソリウやネリアをも助け出せる方法が――

　まるで拾ってこられた野の良ら猫ねこの様に、部屋の隅で身を丸くして警けい戒かい心しん満まん載さいの瞳ひとみを扉に向けながら、ナナは黙もく々もくと考え続けた。
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　カーナミン枢すう機き卿きようにとって興味が在るのはナナだけだったのだろう。

　逆に言えばその他の面々は単なる『おまけ』でしかない。

　まるでその事を証するかの様に、エキノ達は揃そろって同じ部屋に――それも地ち下か牢ろうに押し込められていた。

「……聖地の……正体見たりっ……て感じだよな……」

　壁かべ際ぎわに座って背中を石の壁に預けながらエキノは笑う。

　どうやら再び体調が悪化してきたらしく、呼吸は速く、顔色もあまり良くない。何より――エキノが立っていられない程の状態というのは、ここ数年の付き合いでコリンも初めて見る。

　やはり応接室での状態はあくまで一時的なものであったらしい。

「喋らないで。せめて体力の温存を」

「黙だまって横になってろってか。気が滅め入いるだけだ」

　コリンの言葉に苦笑するエキノの顔が……ひどく悽せい愴そうな雰ふん囲い気きを帯びている。

「確かに聖地の建物にこんな地下牢が在るなんて――聖職者の所有の建物の地下にこんな部屋があるなんて、普ふ通つうは考えませんね」

　苦笑して応じてくるのはソリウである。

「まあ元々が他人には言えない用よう途とに使う事が多い建物って事で――そういう意味では在って当然なのかもしれないですがね」

「呑のん気きに批評してないで」

　コリンは魔ま法ほう使つかいを睨にらみ付ける。

「魔法使いならエキノの身体を何とかして」

「面目ない――それは無理です」

　肩かたを竦すくめるソリウ。

「魔法で何でも出来ると思われても困ります。まして発動媒体であるリュートを取られてしまうと、私はろくに何も出来ない――それに」

　ちらりとソリウは視線を飛ばす。

　彼等が閉じ込められているのは、三方を壁に囲まれた石造りの牢ろう屋やだ。

　では残りの一面は何かと言われれば――鉄てつ柵さくが填め込まれてあるのだ。その向こう側にはそれぞれ、長い槍やりと短弓を持った監視者が二人立っているのが見える。

「迂闊に魔法の呪文詠唱なんぞ始めると、あの人達が黙っていませんよ」

　そう。

　監視者が二人で、そしてこの狭せまい地下で槍や弓を持っているのにはきちんと意味がある。

　基本的に魔法使いは武装解除出来ない。

　だからこそ魔法使いを確実に閉じ込めておく為ためには、四六時中監視していなければいけないし、もし呪文詠唱を始めれば実力でこれを止めるのが一番手っ取り早い。

　つまり……監視者達の持っている槍や弓は、ソリウが呪文詠唱を始めれば、即そく座ざに鉄格子越ごしに彼を殺す為のものである。そして監視者側にとってみれば、それが攻こう撃げき系の呪文なのか、治ち癒ゆや検査系の呪文なのかは区別がつくまい。

　既すでに此こ処こに閉じ込められてから何度かソリウは彼等に話し掛かけているものの、相手の反応は皆かい無む。これでは『治癒の為の呪文です』と言い張りながら攻撃魔法を発動する事も出来ない。とにかく『呪文詠唱らしきものをあの優やさ男おとこが始めれば問答無用で殺せ』と言われているのだろう。

「せめてしばらく監視の眼が外れていればね」

　肩を竦めて言うソリウ。

「…………」

　コリンとしても武装解除をされた状態では、この場で出来る事など殆ほとんど無い。

「悪ぃ――足引っ張ったな」

　荒あらい息の下から言うのはエキノだ。

　だが――

「こんな事、誰も予想出来なかったわよ。運が悪かったとしか言いようが無いわ」

　コリンは珍めずらしく腹立たしげな口調で言った。

　確かにナナの正体やカーナミン枢機卿、教皇の思おも惑わくが分かっていれば、他にもいくらでも採る手は在っただろうが……

「そういえばネリアちゃんはどうしたんでしょうねえ」

　とソリウ。

　そう――この場にネリアは居ない。

　彼女はナナと同じく早い段階でエキノ達と引き離はなされていた。

　もっとも――

「……元々……教皇側が送り込んできた……暗殺者だった……訳だろ……」

「そうね」

　言って唇くちびるを噛かむコリン。

　勿もち論ろん――エキノ達は気付いてはいた。

　ネリアが監かん視し者しやなのか暗殺者なのか、その区別がはっきりとついたのは聖地に来てからの事であるが――彼女が教育途と中ちゆうで無理矢理駆かり出された、コリンの『妹』であった事は既にもう、全員に想像がついていた。

　コリンと同じく〈聖儀執行者セレブラント〉を越こえる暗殺者。

〈教会〉の戦力として教育された孤こ児じ。

　彼女の素性もおおよそながら分かっていたからこそ、エキノ達は彼女を排はい除じよしなかったのだ。コリンは自らの過去を見るような気持ちであったろうし――エキノやナナにしてもコリンという前例があったが故に、彼女に、出来れば普通の少女として生きていく喜びを教えてやりたかったのだ。

　実際、ネリアは戸と惑まどっていたのだとコリンは思う。

　ナナを暗殺するのならば、その機会は何度かあった。敢あえて隙すきを作ってネリアの動きを誘さそってみたのも一度や二度ではない。恐おそらく初めて外の世界に触ふれ、自分で判断し自分で思考しなければいけない現場に投げ出された事で、抑おさえ付けられていた彼女の何かが動き出したのだろう。

　だからネリアは単純な暗殺行動に出なかった。

　ならば――見込みはある。

　そうコリン達は見ていたのである。

　だが……

「元の場所に戻もどる位ならまだいいけれど……」

　とコリン。

　そう。カーナミンにとってネリアは教皇側の手て駒ごま――敵だ。

　下手をすれば『処分』されている可能性もある。ナナに対する切り札、人質としてはエキノやコリンが居れば十分だ。ならばネリアは早めに殺しておく方が、不安要素が少なくて良い――そうカーナミンが考えても不思議はない。

　そしてネリアの場合……〈教会〉の上層部の人間に『死ね』と言われれば何の疑問もなく自分の喉のどを掻かき切りかねない。コリンの例があるからこそ、何はさておき、ネリアの教育において〈教会〉への絶対忠誠は優先されていたであろうからだ。

　とはいえ――今最も懸け念ねんすべき事はナナの事だ。

「……姫ひめ様……」

　カーナミンにとってナナ姫を抱だく事は、野望の為に打つべき一手に過ぎない。そこに中ちゆう途と半はん端ぱな感傷は無かろう。必要なら彼女の手足を縛しばり上げて無理矢理――という事もやりかねない。そしてそれが今この瞬しゆん間かんに行われていないとも限らないのだ。

　わざわざ人質をとった上でこちらに――ナナ姫に考える時間を与あたえたという事は、出来れば自主的にナナに身体を開かせたいと考えているのだろう。だが、カーナミンの気が変わらないという保証も無い。

「何か手が在るはずよ――何か」

　コリンは石の壁かべに拳こぶしを打ち付けながら呟つぶやいた。
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「――〈ソリッド・ダガー〉」

　その言葉に少女は反応した。

　もっとも彼女の場合は、ただ声のした方向を振ふり返り、直立不動の体勢をとっただけの事だ。元より人間的な感情を表に出す少女ではない。そもそもそういったものが、その小さな身体の内に未まだ残っているかどうかさえ疑問ではあった。

　ポリフォナム宣教騎き士し団だんの秘蔵兵器。

　人の形をした殺傷兵器。

〈聖儀執行者〉を超える暗殺者として――否、暗殺兵器として作り上げられた者。

　そこに人間的な感情など必要ない。ただ命令者の思おも惑わく通りに稼か働どうし期待通りに性能を発揮するだけの道具たればそれでよい。

　応接間の端に立つ小こ柄がらな少女に向かってカーナミンは、ゆっくりと噛んで含ふくめるかの様に言葉を繋つないで命じた。

「ミリオフィラム教会、枢すう機き卿きよう、ジョルジオ・カーナミンの名において、命じる。我が指揮下に入り、以後、一切、我以外の命令を聞く事、罷まかり成らん」

「…………はい」

　少女は頷うなずいた。

　この少女に人間的な思考は無い。無いように教育されている筈はずだ。

　この少女は徹てつ底ていして道具として教育――否、洗脳されている。そして道具は自分を使う者を選んだりはしない。適切な使用方法を以て接してくる相手に、定められた反応を返して、機能を発揮するだけの事だ。

　具体的には――〈教会〉の権能を背に命じれば、この少女は制せい御ぎよできる。

　教皇はこの少女の扱あつかい方を間ま違ちがえただけの事だ。

　人の姿をしているから人と同じ様に考えてしまう。あくまで道具を使う様に、つまらない事でも緻ち密みつに、論理立てて命じてやれば、その通りにこの少女は動く。その様に教育されている。物事を考こう慮りよし判断する隙すきを与えてしまうからこそ、『誤作動』を起こすのだ。

「以後、別命があるまで待機。元のポリフォナム宣教騎士団に戻る必要も無く、教皇に各種報告の必要も無い。一切の能動的活動を禁じる。待機だ」

「はい」

　カーナミンの言葉に少女はこっくりと頷く。

「お前の部屋は二階の端に用意した。そこに行って休め」

「はい」

　やはり少女は機械的に頷く。

　そこに如い何かなる感情も見出せはしない。

　当然だ――その様に彼女は作られたのだから。
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「行け」

「はい」

　カーナミンの言葉に応じて少女は――ナナ姫達にはネリアと名乗り、そう呼ばれていた暗殺者〈ソリッド・ダガー〉は、淡たん々たんとした足取りで応接室を出て行った。
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「…………」

　廊ろう下かの真ん中でふと少女は立ち止まった。

　右へ行けば二階に向かう階段が在る。

　左へ行けば地下に向かう石段が在る。

　一見しただけでは、そこには何の差異も見出す事は出来ない。どちらの廊下も全く同じ様に――静かに何を告げるでもなく、少女の前に在る。少女の足元からただ続いている。

　まるで選せん択たくを待つかの様に。

「…………」

〈ソリッド・ダガー〉

　ネリア・バリス。

　二つの名を持つ少女。

　否――後者はそれは、ただ便べん宜ぎ的てきにつけられただけのものであった筈だ。そこに少女の本質など無かった筈だ。故にそれは名前であって名前でない。彼女自身には何の影えい響きようも及およぼさない名札に過ぎなかった……筈だ。

　だからこそ――

「…………」

　ただ静かに時間だけが過ぎていく。

　廊下の真ん中に立ち尽つくしながら、少女はただ無表情に……ふけてゆく夜の中で、いつまでもいつまでも思考を巡めぐらせていた。
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　それは夢だと分かっていた。

　だが高熱にうなされるエキノの感覚において、現実と夢む幻げんの境界はあまりに曖あい昧まいで――夢だと分かっていても、彼にとっては現実と同じだけの実感を伴ともなってそれはそこに在った。

（……童貞はじめてでもないってのにな……）

　苦痛にうなされる自分とは別に、そう苦笑する自分が居る。

　エキノが観ているのはナナを抱だいた時の事だった。

（……サキュバス、か……）

　二度目のくちづけをした瞬しゆん間かんから止まらなくなった。

　抑おさえ込んでいた劣れつ情じようと激情がない交ぜになって、エキノはナナを抱き締しめた。服を脱ぬがすのももどかしげに何度も唇くちびるを重ね――掌のひでら、指先で、そして唇で彼女の身体に触ふれる。

　甘あまい。

　そんな筈はずは無いのに、彼女の身体に唇を触れさせる度にそんな感覚が在った。

　首筋に。乳ち房ぶさに。指先に。太ふと腿ももに。

　驚おどろく程にナナは敏びん感かんに反応し――それがまた可愛かわいらしくてエキノは夢中になった。陸に揚あげられた魚の様に激しく跳はねる白い肢し体たいを、エキノは飽あきる事無く愛あい撫ぶし、口付けし、そして抱き締めた。

　勿もち論ろん、事を進めていたのはエキノだ。

　経験の無いナナが主導する事など有り得ない。実際、彼女はただエキノの愛撫に反応して喘あえいでいただけで、殆ほとんど言葉らしい言葉は発していない。

　だが――それでも途と中ちゆうからエキノはまるで何かに導かれる様にナナの身体を貪むさぼっていった。ナナが快感に身をよじればよじる程に、止まらなくなって、エキノはまるで初めて女性に触れた少年の様に、夢中で彼女を抱いた。

　そして――

（……まさかこんな事になるとはな……）

　ずっと自分の中で『違ちがう』と言い聞かせてきた。

　これは異性への愛情ではないのだと。

　ナナに感じているそれは……護まもりきれなかった妹に対する罪悪感が変化したものだと。

（……ニムファ……）

　暴君と化した父の圧政下、溜たまりに溜まった国民の不満は暴動という形で噴ふん出しゆつした。

　たまたま城の外に出ていたニムファとそのお付きの侍じ女じよ達が巻き込まれたのは、不運としか言いようが無い。病気療りよう養ようの為ために郊こう外がいの離り宮きゆうへ移っていた母に会いに行った、その帰りだった。

　民衆の怒いかりは激しかった。

　何しろ〈総統天使〉の力で城の周辺の人間はほぼ皇こう帝ていの言いなりだ。だがいくら強力な精神感応力を駆く使しした処で――大量の餓が死し者しやが出る様な重税を強いた上で、不満を述べてくる地方の執しつ政せい者しや達を残らず殺せば、民衆が怒おこるのも当然だったろう。

　追おい詰つめられた人間は既すでに言葉による説得など効かず、当たり前の道理すら通じない。

　決して政治には関わっていなかった筈の幼い姫ひめ君ぎみは、そうして殺された。

　服を剥はがれ、眼を見開いたまま、壊こわれた人形の様におかしな角度に曲がった四し肢しを晒さらす妹を観て――妹だったものを観て、よくぞあの時の自分は狂くるわなかったものだとエキノは思う。

　せめて自分が側に居れば。

　あるいは殺さつ到とうする何百何千の暴徒の前にしては、護りきれなかったかもしれないが――それでもこんな死に様を晒す様な事にはさせなかった。断じて。

　だから。

（……俺は…………）

　バルテリクからナナ姫ひめの護衛を命じられた時、これは贖しよく罪ざいの機会なのだと思った。

　奇くしくも同じく姫君。

　奇しくも同じく『兄』と自分を慕したう少女。

　ならば今度こそ……『妹』を護ってみせると。

　思えば、その決意がナナに対する自分の認識をねじ曲げていたのだろう。ナナとしても恐おそらく積極的にその認識を正そうとはしていなかった。彼女は彼女なりに自分が異種族である事などの、引け目を感じていたのだと想う。

　だが……いざ改めてナナから問われた際、自分の中にニムファに対して抱いだいていたのとは明らかに異なる感情が在る事を、意識させられた。

　ナナに対する認識が変わったのではない。

　自分の中で育っていたものを改めて実感しただけの事だ。

　だから一度ナナと口付けを交わした後は――躊ちゆう躇ちよや逡しゆん巡じゆんは殆ど感じなかった。

　そうするのが当然であるかの様に、エキノは夢中でナナを愛した。

　あの瞬間、確かに自分達は身体も精神も繋つながっていた様に思う。

　ナナが自分の愛撫で感じていた事も。

　それを嬉うれしく思ってくれていた事も。

　まるで我が事の様に理解できた。

　いや――それは今も。

（……なんだ……これは……？）

　意識の何処かにナナの存在を感じる。

　これはエキノのナナに対する感情の――残像か？

　それとも……

　これは……

　…………

　……

「――エキノ！　エキノ！」

　自分を呼ぶ声に気付いてエキノは急速に覚かく醒せいした。

　ナナではない。

　瞼まぶたを開いた彼の視界に飛び込んできたのは、一人の娘むすめの顔だった。

　綺き麗れいな黒い髪かみの娘。

　よく見慣れた筈はずの――

（――誰だ？）

　一いつ瞬しゆん、そんな風に思う位――見た事も無い程、深い狼ろう狽ばいで、コリンの表情は曇くもっていた。

「――コリン」

「ああ……ああ、良かった……」

　エキノの声を聴きいた途と端たんに、長い溜め息をついてコリンはその場に座り込んでしまう。

「――どうした」

　エキノは身を起こしながら尋たずねる。

　あのコリンが此こ処こまで動どう揺ようするのは珍めずらしい。いや、本当に今まで見た事が無い。自分が眠ねむっている間に、何か重大な事態が起こったのかもしれない。

「どうしたもこうしたも」

　呆あきれた様子で傍かたわらから声を掛かけてくるのはソリウである。

「何ともないんですか？」

「何がだ？」

　怪け訝げんな表情を浮うかべるエキノ。

「いや……だからエキノさん、髪の毛」

「髪の毛？」

　言われて――気付いた。

　額にかかる前まえ髪がみの色が違ちがう。

　白い。

　まるで老人のそれの様に――

「な――なんだこれ⁉」

　思わず、長く伸のばしているその髪を手にとって間の抜ぬけた声を漏もらす。

「物もの凄すごい様子でうなされてて……」

　コリンが、心底疲つかれ切った様子で壁かべ際ぎわに座り込みながら言った。

「気がついたらエキノの髪の毛が――」

　真っ白になっていたらしい。

　一体どんな苦く悶もんをすればこんな風に白髪化してしまうのか。それも一日と経っていない様な短い時間で。

「……いや……しかし」

　エキノ自身は、そこまで苦しんでいた自覚は無い。

　多少の苦しさは在ったのは確かだが、熱にうなされた程度で、此処まで自分の身体に影えい響きようが出るとは思ってもみなかった。

「何か身体からだに異常を感じる事は？」

「いや――別に」

　と言って。

　そこで更さらに彼は気付いた。

「…………なんだ？」

「どうしました？」

　首を傾かしげて尋ねてくるソリウには答えず――しかしエキノは己の感覚が促うながすままに、牢ろうの一面を占しめる鉄格子に触ふれた。

　違い和わ感かん。

　鋼鉄の手て触ざわりが自分の中の記き憶おくと違う。

　こんな――

「…………」

　軽く握にぎって。

　少し力を込めてみる。

　だが鋼鉄は頑とした硬かたさでエキノの掌てのひらに抵てい抗こうを示している。

「……そんな筈は、無いか」

　苦笑を浮かべるエキノ。

　そのまま何となく更に力を込めて――

「…………」

　何か一線が在ったのかも知れない。

　瞬しゆん間かん的てきにエキノの手の中で鋼鉄の感かん触しよくが変化した。

　まるで当たり前の様に――曲がる。

　柔やわらかくはない。

　鋼鉄は鋼鉄として硬いままだ。それは掌の感触からも分かる。

　なのに……

　曲がっていく。鋼鉄が、いとも簡単に。

「…………なんだ、これは」

　瞬間的に理解した。

　違う。鋼鉄が変わったのではない。

　自分が変わっているのだ。

　それも――

「――！」

　ぎぎいと異音を放つ鋼鉄に警けい戒かい心しんを刺し激げきされたのだろう。監かん視し者しや二人が槍やりと弓を構える。彼等の顔には冷たい殺気が漲みなぎっている――

（やばい）

　そう感じた瞬間に、何かが切り替かわっていた。

　突つき出される槍の穂ほ先さきが――妙みようにゆっくりに見えた。

　エキノは机の上に置かれているフォークを手に取る様な気軽さで、穂先を摘つまんで、ひねる。それだけで、あっさりと槍は柄えの部分で折れてしまった。

　空気を鋭するどいものが貫つらぬく音。

　振ふり返れば放たれた矢が彼に向かって――ゆっくりと――飛んでくるのが見える。

（どうなってる？）

　矢の鏃やじりが、風切り羽根が、空気を切り裂さき、貫く様子が見て取れる。見えない筈はずの空気の動きが、はっきりと色分けされているかの様に、明確に察知出来る。

　エキノは手を伸のばす。

　試しにその空気の流れに干かん渉しようしてみる。

　矢が纏まとう空気に、横から手を振って別の空気の動きをぶつけてやる。矢はわずかに空中で震え、その震しん動どうは狙点のぶれにつながる。

　結果、エキノの胸を狙ねらっていた筈の矢は、わずかに軌き道どうを逸そらされ――エキノは触さわってすらいない――エキノの脇わきを通り過ぎて、石いし壁かべに当たった。

「な……ん……だ……！……？」

　愕がく然ぜんと監視者達が漏もらす声が妙に間延びして聞こえる。

　彼等も、今エキノがしてのけた芸当が、単なる武術だの体術だのの領域とは異なるものだと理解できたのだろう。

（――そうか）

　エキノは理解する。

　超ちよう人じん化か。

　肉体の持つ潜せん在ざい的てき能力の完全解放。

　いや――その増ぞう幅ふく。

　白髪化は、解放された能力に振り回されぬ様、肉体が変成させられた際の副作用。

　ならば――

（勝てないと思う訳だ）

　コグナット教皇を観たあの瞬間の恐おそれ。

　まるで違ちがう生物を相手にしているかの様な緊きん張ちよう。

　恐らく、あの時エキノが感じたのと同じものを、この眼の前の監視者達は感じているに違いない。

（確かにこれは――）

　凄すさまじい。

　単に肉体の基き礎そ能力が上じよう昇しようしただけではない。

　意識によってこれを完全に制せい御ぎよできる。エキノが望めばその瞬間に肉体が『切り替わる』のだ。感覚や膂りよ力りよくがまるで別のものに――

「――ッ」

　軽く呼気を吐はきながらエキノは右手の拳こぶしを横に薙なぎ払はらう。

　痛みはあった。さすがにそれは当然のこと。

　だがそれがすぐに消しよう滅めつする。

　エキノはまるで雑草を払うかの様に、あっさりと眼の前の鉄の柵さくを裏うら拳けんの一いち撃げきでへしゃげさせていた。

「エ……キ……ノ……！」

　コリンの叫さけび。

　さすがに彼女もエキノの変へん貌ぼう振ぶりを目の当たりにして驚おどろかざるを得ないのだろう。

　共にナナ姫ひめの護衛として務めてきたこの数年、互たがいに実力は把は握あくしている。何が出来て何が出来ないのか大まかには分かっている。だからこそコリンには分かるのだ――エキノのこんな力は本来『有り得ない』のだと。

　エキノはそのまま牢ろうの外に踏ふみ出ると、逃にげようとしていた監視者二人に肉にく薄はく。殺してしまわないようにと意識しつつ、その腹部と頸けい部ぶに打だ撃げきを加える。

　やはり意識すれば力の調整は可能であるらしい。

　エキノの一撃は彼等を殺す事無く――しかし恐ろしい程の精密さで命中し、昏こん倒とうさせた。

　単に力が強くなっただけではない。

　感覚はより鋭えい敏びんとなり――それに従って動く彼の肉体は、恐ろしく精密さを増していた。

「――さて」

　瞬しゆん間かん的てきに感覚が平常に戻もどる。

　エキノが鉄てつ柵さくを曲げてから今まで――文字通りに瞬またたき数回分の時間しか経過していない様子だった。

　エキノは眼を丸くしたまま固まっているコリンとソリウを振ふり返る。

「ちと予想外ではあったが、これを利用しない手はねえだろ――あのおっさんが余計な事する前に、とっとと姫様助けに行くぜ」

　エキノは言って石段を登り、一階に駆かけ上がる。

「あ――ちょっと、エキノ」

　コリン達も慌あわててついてきているのは気配で分かった。

　エキノは彼女等を振り返り――

「姫様の居場所は――」

「エキノ！」

　コリンの叫び。

　それがひどく切せつ迫ぱくしたものだと気付いた瞬間、エキノは再び意識と肉体を切り替かえた。

　恐らく一瞬の差ではあったろう。

　だが――それがエキノの生死を分けた。

　彼が立っていたすぐ側の壁かべ。

　それがぐにゃりと歪ゆがんだ。

「――！」

　咄とつ嗟さに跳とび下がっていなければ、彼はそこから生えた触しよく手しゆに捕つかまっていただろう。いかに意識と肉体が尋じん常じようならざる力を発揮しているとはいえ、狭せまい家屋の中ではそう逃げ場ばが在る訳ではない。

　まして相手は――

「――〈練金天使〉ッ!!」

　叫びながら身構えるエキノの眼の前で、壁を通り抜ぬけ、その一部を己に取り込みながら、〈東方三博士〉の創り出した怪かい物ぶつは悠ゆう然ぜんと姿を現した。
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　時間は僅わずかに戻る。

　エキノが夢から醒さめた丁度その時。

　教皇の命令によりカーナミン枢すう機き卿きようの『別べつ荘そう』を割り出し――彼を逮たい捕ほすべく屋や敷しきを包囲していた修道騎き士し達五十名と、ポリフォナム宣教騎士団四十名は大混乱に陥おちいっていた。

　発ほつ端たんはただ一人の娘むすめだった。

　ぼろぼろの衣装を着た一人の娘が、密かに封ふう鎖さされつつある現場の中に踏み込んできたのだ。

　修道騎士達や宣教騎士達は、聖地全体での混乱を避さける為ためと、何よりカーナミン枢機卿に余計な反はん撃げきの機会を与あたえない様に、出来るだけ静かに屋敷の包ほう囲い網もうを敷いていた。

　だからこそ、近付いてくる娘は不確定要素として排はい除じよする判断を彼等は下したのだ。

　具体的には事が終わるまでその娘を拘こう束そくしておく事。

　ただそれだけの作業だ。大事の前にこなしておく雑事に過ぎない筈はずだった。

　だが……

「なっ――」

「あ……ああ⁉　あああ！」

「なんだこれはっ⁉」

　身も世もない悲鳴が撒まき散ちらされる。

　娘は――怪物だった。

　ミリオフィラム教会において〈天使〉の存在は秘中の秘だ。修道騎士達や、ポリフォナム宣教騎士団の、それも末まつ端たんである実働部隊の者達が、その存在を知る事はまず有り得ない。在ったとしても既すでに『保管』されていた時の姿とは異なっているその〈練金天使〉をそれと見分ける事は出来なかったろう。

　結果的に――瞬く間に二人が『喰』われ、三人が訳のわからない何かに『変』えられた。

　その時点でようやく彼等はこの娘の形をしたものが、『敵』なのだと認識した。それまでは彼等の慣れ親しんできた常識が、状じよう況きようを理解するのを疎そ外がいしていたのである。

　しかし理解が多少及およんでも同じ事ではあった。

「こいつっ――」

「何か怪あやしい力を使う！　取り押おさえ――」

「ぎゃあああああっ⁉」

　相手は〈錬金天使〉である。

　触ふれれば拳こぶしだろうと刃やいばだろうと改変される。

　いくら傷付けてもすぐに再生する。

　ならば――普ふ通つうの人間には倒たおしようが無い。

　修道騎士達とポリフォナム宣教騎士団は、ほんのわずかの間に集団としての体裁を失い、カーナミン枢機卿の『別荘』周りは恐きよう怖ふに囚とらわれた者達が右往左往するだけの場になっていた。

　そんな中――

「…………」

　地面に投げ出されたままの長棍を拾う白い手が在った。

　淡たん々たんと――何の気負いも無く。

「…………」

　ネリアと呼ばれた少女は、修道騎士達が取り落とし、あるいは棄すてていったその武器を手にとっていた。
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「――厄やつ介かいな！」

　屋敷の中を逃にげ回りながらエキノは呻うめいた。

　間ま違ちがいない。〈練金天使〉はナナ姫ひめを追ってきたのだ。どういう感覚でかは分からないが――まるで獲え物ものの臭においを嗅かいでその痕こん跡せきを辿たどる猟りよう犬けんの如ごとくに。

　ならば……

（ただ逃げてるだけじゃ――まずい）

　一定以上引き離はなせば、相手はエキノへの興味を失ってナナの処に行くだろう。そうなれば防ぼう御ぎよの魔ま法ほうしか持たないナナでは、この〈錬金天使〉をいつまでも防ぎ続ける事は出来ない。いつかは魔法の集中が途と切ぎれて、このバケモノに殺される。

　だからこそ――

「来い、来い、バケモノ――お前の相手は俺だッ!!」

　エキノは相手がこちらへの興味を失わない様、つかず離れず、攻こう撃げきを繰くり返す必要があった。

　しかし――

（触れば侵しん食しよくされる）

　この〈錬金天使〉の改変力は半はん端ぱではない。

　武器で触れてもその武器を変化させ、更さらにはそれを媒ばい介かいとして力をこちらまで及ぼしてくる。しかも、その改変力は自己修復にも使える以上、ちょっとやそっと斬きったり突ついたりしただけでは滅ほろぼしきれない。

　そもそも――あのジュリドの力ですら殺しきれなかったのだ。

（俺にも魔法が使える？　それとも――）

　ジュリドは魔法の素養が無くても魔法じみた力を使っていた。

　教皇も同じだ。

　ならば……自分にも使えるのではないか。

　エキノはそう思うが、しかし今の処、そうした特とく殊しゆな力が使える様子は無い。

　そもそも何をどうすれば良いのかエキノには見当もつかない。

　これが個人差なのか、それとも状況による差なのか――例えば〈聖水〉を飲んだ場合や、何度もサキュバスと身体を重ねなければ、そこまでの特異能力が発現しないのか――は、分からない。

　結局、エキノは屋や敷しきの中を逃げ回りながら、そこに在るものを投げつけては怪かい物ぶつの注意を引き続ける事しか出来なかった。

　勿もち論ろん――

（さっさと得物を取り戻もどして来いよ）

　視界の隅すみで、親指を立ててから何処かに走っていくソリウと、彼を護って走るコリンの姿を眼に止めて考えるエキノ。

　この怪物を倒すには、大規模な魔法しかない。

　ソリウならば、それなりの時間と手間を掛かければ、そうした強い破は壊かい力を持った魔法を発動させる事が出来るだろう。そしてそれにはまず奪うばわれたリュート――つまりは魔法の発動媒ばい体たいを取り戻さねばならない。

　コリンがソリウについていくのは、格かく闘とう能力に欠ける彼の補ほ佐さだ。リュートを取り戻す前に敵方の人間に捕つかまってしまえば元も子も無い。

　何にせよソリウの魔法が切り札である。

　要はそれまでの時間稼かせぎがエキノの仕事だ。

　とはいえ――

（条件が悪すぎる）

　確かにエキノは現在、超ちよう人じん的てきな力を得ている。

　だがエキノの得た力は第三者的に観れば通常の力の延長に過ぎない。触ふれずして〈練金天使〉を倒たおせる様な力は無い。例えば武術においては一種の特殊技――『発剄』などと呼ばれるものが在るが、あれとて、遠く離れた場所から相手を狙ねらい撃うてるものではない。

　まして相手の肉体全てを一いつ瞬しゆんにして破壊しきる様な、殲せん滅めつ力りよくには欠ける。

　あるいは何度もナナと肌はだを重ねていれば、教皇の持っている精神感応力の様なものを発揮してこの怪物を支配下に置く事も出来るのかも知れない。実際、ジュリドの言葉を信じるならば、かつては〈総統天使〉の力でこの怪物を抑おさえ込んだのだから。

（いや待て――そういえば）

　確かジュリドが言っていなかったか。

　改変力が及およぶのは、本体の周りだけだと。

　自分自身まで改変してしまうと、能力まで変質してしまう。つまり自己修復といってもあの怪物が修復できるのは、言ってみれば鎧よろいや服止まりで、自分自身の中ちゆう枢すう、あの能力を制せい御ぎよしている部分は、修復が出来ないのではないか？

　ならば。

（急所が在るって事か）

　ではそれは何処か？

　普ふ通つうに考えれば頭部だろうが――あの屋敷を丸ごと取り込んだ事実を思えば、この人型の基本形すら、一種の擬ぎ態たいである可能性は高い。

　二度三度と攻撃を許す程の、生温い相手ならば、とりあえず思い付く限りに攻撃を仕し掛かけてみるのも手だが……

（くそ……賭かけに出るには分が悪すぎる）

　エキノは廊ろう下かに面した窓の一つを突き破やぶり、屋敷の外に転がり出る。

　一瞬、ついてこないか――という不安はあったが、目下の敵をエキノと認識しているのか、〈練金天使〉はエキノの破った穴を通って外に出てくる。

（何にしても）

　次々と全身から生えては、悪い冗じよう談だんの様に伸のびてくる怪物の『腕うで』。

　無数の掌てのひらが壁かべの様にエキノに向かって押おし寄よせてくる。

　これを右へ左へとかわしつつ、エキノは思う――

（動きを止めない事には）

　攻こう撃げきが出来ない。

　せめて何か武器が――

「――エキノ」

　声がする。

　それが誰の声なのか、一瞬、エキノは分からなかった。

　彼の名を彼女が呼んだのは、初めてだったからだ。

　次の瞬しゆん間かん――

「――！」

　飛来したものをエキノは振ふり返りざまに受け取った。

　長棍。

　微び妙みような具合は異なるが、エキノが使い慣れた槍やりに近い武器ではある。少なくとも突つきや薙なぎは槍と似た使い方が出来る――

「――おまえ」

　振り返ったエキノは、驚おどろきの表情を浮うかべ、少し離はなれた場所に立つ少女を見た。

　ネリア。

「足止めします」

　彼女はやはりいつもと変わらぬ淡たん々たんとした口調でそう言うと、何い時つの間に集めていたのか、足元に積み上げていた大量の棍や短たん剣けんといった武器に手を掛かける。

「って、お前――」

　エキノが叫さけぶ間もあればこそ。

　ネリアの両手が物もの凄すごい勢いで最初の一いち撃げきを――投げた。

　空気を無理矢理抉えぐり抜ぬく程の速度で、投とう擲てきされた長棍が、〈練金天使〉に突き刺ささる。刃やいばも切っ先も無い、言ってみればただの棒が、まるで剣つるぎの様にいびつな人型を貫つらぬく様子は、不思議とも言える光景ではあった。

　勿もち論ろん、棍はすぐさま〈練金天使〉に同化されていくのだが――

「――なるほど」

　そこでようやくエキノは気付いた。

　改変力を使っている間は、気が逸それるのか、〈練金天使〉の動きが鈍にぶる。

　ならば、次々と攻撃を加えていけば、殺すことは難しくても動きを止める――あるいは極端に鈍らせる事は出来る筈はずだ。

　ならば……

「ソリウ――さっさと得物見つけてこねぇと、出番無くなるぞ」

　苦笑を浮かべてからエキノは長棍を構えた。
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　人間は基本的に自分を基準にものを考える。

　自分に造作もなく出来る事は、誰もが出来て当然だと考える。

　だからこそ基き礎そ的な能力の高い人間は、他人に過か剰じような期待を掛けてしまう。掛けてそれが報われなかった場合には、失望と憤ふん怒ぬを覚えてしまう。

　どうしてこんな簡単な事が出来ないのか――と。

　それは後天的に能力を高められた人間でも、同じだ。

　否――だからこそ陥おちいりやすい、思考と感覚の落とし穴ではある。

　故に……

「修道騎き士し達と、ポリフォナム宣教騎士団が――全ぜん滅めつ？」

　慌あわてて報告を持ってきた修道士を前に、教皇は思わず声を荒あらげた。

「どういう事だ？」

「それが……要領を得ません」

　修道士は額の汗あせを拭ぬぐいつつ言った。

「実際には、全滅というよりも……混乱して組織の体を成していない様ですが、とりあえず戻もどってきた者の話によると、『バケモノが来た』と」

「バケモノ……」

　無論――教皇はすぐにそれが何を指すのかを悟さとった。

〈練金天使〉。

　ナナ姫ひめの抹まつ殺さつを命じた以上、あの怪かい物ぶつは人間には有り得ない程の愚ぐ直ちよくさで彼女を追い続けるだろう。そしてナナ姫がこの聖地に乗り込んできているのならば、あの〈練金天使〉が戻ってくるのもまた当然の事ではあった。

　しかし……

「――案内しろ」

　立ち上がりながら教皇は言った。

「は？　猊下今なんと――」

「私が直々に出向く。案内しろ」

「げ、猊げい下か御自ら――ですか」

　動どう揺ようを露あらわにして修道士が尋たずねてくる。

　ミリオフィラム教の総そう帥すいとも言うべき教皇が、自ら何かの現場に出向くなどという事は前代未聞だ。ましてそれが宣教騎士団の者達ですら大混乱し、死傷者すら出ているという報告の在る現場となれば……

「私にしか収められん。案内しろ」

　苛いら立だちを隠かくしもせずに命じると、修道士は悲鳴じみた声を漏もらしてから首しゆ肯こうする。

　慌てて歩き出す修道士の背を追って、自らも執しつ務む室しつを出ながら――教皇は苛立ちを鎮しずめるべく長い息を吐はいた。

〈練金天使〉は、最初の命令者たる教皇の言葉で無ければ受け付けないだろう。騒さわぎが必要以上に大きくなってしまっては、たとえナナ姫を抹殺出来た処で、その後の情報統制や〈教会〉の権力者達達との駆かけ引きが面めん倒どうになる。

　まして――

（――カーナミン）

　やはり奴やつを他人任せにしておくのには不安がある。

　確実にこの手で屠ほふってしまわねば。

　その意味でこの騒ぎは悪くない。

　上手く使えば自らの手で不安要素をまとめて消し去る事も出来るだろう。普ふ段だんは教皇の立場に在るせいで身動きが取れないが、今ならば――

（終わりよければ全て良し――だ。意外と親孝行な娘むすめだったかもしれんな）

　コグナット教皇は信者達が見れば己の眼を疑う様な、悽せい愴そうな笑みを独り浮うかべていた。
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　何やら外が騒がしい。

「――なに？　何が起こってるの？」

　悲鳴じみた声が――いやそれどころか絶ぜつ叫きようじみた声さえ聞こえてくる。

　ナナは板張りされた窓に駆け寄よって、その隙すき間まから外を眺ながめるものの……視野角を極きよく端たんに制限された状態では、何が起こっているかは全く分からない。

　戸口を振ふり返ると、女性の〈聖儀執行者セレブラント〉が無表情に立っている。

　この外の騒そう動どうが聞こえていない訳でもなかろうに――まるで主の命令を愚直に守る番犬の様に、平へい凡ぼんな容姿の中年女性は、静かに戸口に立っている。

「ねえ……一体、何が起こっているの？」

「…………」

　女は答えない。

　恐おそらく答えたくても答えられないだろう――そもそもナナと同じ部屋に居るのだから、外で起こっているのがもし突とつ発ぱつ事態なら、詳しよう細さいは彼女にも知りようが無い。

　女は本当に職務に忠実だった。

　ナナを見張り魔ま法ほうを使おうとすれば即そく座ざに止めに入る――それが女の仕事だ。それに集中するのは当然の事ではあった。

　故に……




　――ごッ。




　鈍にぶい音と共に女の立ち姿が揺ゆれる。

「――え？」

　間の抜ぬけた声を漏らすナナの眼前で、〈聖儀執行者〉の女はゆっくりと倒たおれた。

　彼女の背後に見えているのは扉とびらと――そこから何の脈みやく絡らくも無く唐とう突とつに突つき出ている腕うでが一本。それはナナも見慣れた手しゆ甲こうによって、先せん端たんを覆おおわれていた。

「コリン！」

　次の瞬しゆん間かん、腕が引き戻もどされると同時に鈍い音と共に扉の鍵かぎが吹ふっ飛ばされ、ナナを閉じ込めていた扉は勢いよく開かれた。

「姫ひめ様！」

　入ってくるのは、言うまでもなくコリンと、そしてソリウである。

　何が起こっているのか知らないが、この騒動のお陰かげで、取り戻したのだろう――コリンの手甲と同様、ソリウも、一度は取り上げられた筈はずのリュートを手にしている。

「ソリウ」

「承知」

　再会を喜ぶ暇ひまも惜おしむ様に、コリンが傍かたわらの魔法使いに声を掛かけると、涼すずやかなリュートの一音が部屋の中に鳴り響ひびいた。

「見えざる破は壊かいの槌つちよ――在れ」

　不可視の力が収束する。

　次の瞬間、窓辺に打ち付けられていた何枚もの板が粉々に砕くだけて吹っ飛んだ。衝しよう撃げき波はか何かを対象に集中する魔法なのだろう。

　そこに――

「――貴様等！」

　驚きよう愕がくと憤ふん怒ぬがない交ぜになった声が響く。

　開かれたままの戸口に姿を現したのは、カーナミンと、そして二名の〈聖儀執行者〉であった。恐らくはこの騒さわぎを収めきれないと判断、ナナを確保して此こ処こから逃にげる為ために来たのだろうが――

「御ご無ぶ礼れいを」

　優ゆう雅がに一礼してソリウが更さらにリュートを掻かき鳴らす。

「雷帝の指先よ――在れ」

　弾はじける様な音と共に、亀き裂れつの如ごとき光が迸ほとばしった。

　魔法の発動媒ばい体たいたるリュートを手に入れたソリウは、予あらかじめリュートの中に仕込んでおいた術式なら、短い呪じゆ文もん詠えい唱しようでも発動させる事が出来る。

　彼が発生させた紫し電でんは床ゆかを、壁かべを、天てん井じようを這ってカーナミン達の方に殺さつ到とう――咄とつ嗟さにカーナミンを庇かばって前に出た〈聖儀執行者〉達に命中した。

　声も無く悶もん絶ぜつする〈聖儀執行者〉の二人。

　そして――

「悪いけど」

　彼等二人が盾たてとなった為に直ちよく撃げきを免まぬがれたのだろう――床に膝ひざをつきつつも、呆ぼう然ぜんとこちらを見るカーナミン枢すう機き卿きように、ナナは、少し意地悪い笑みを浮うかべて言った。

「夫って決めてる男はもう居るのよね」

「…………」

「姫様――失礼！」

　コリンがナナの襟えり首くびを右手で掴つかみ、疾しつ駆く。

　途と中ちゆう、ソリウの襟首も更に掴み、彼女は何ら躊躇ためらう事無く空中に身を躍おどらせる。引っ張られる様にしてナナとソリウも空中に身を投げ出した。

　更に――

「女神の掌てのひらよ――在れ」

　絶ぜつ妙みようの瞬間、リュートの弦げんの震ふるえと共に衝撃吸収の魔法が発動。

「うわっ――」

　迫せまり来る地面が一瞬、歪ゆがんだ様にナナには見えた。

　二階から跳とんだ三人は、しかし衝撃を殆ほとんど受ける事もなく、柔やわらかに地面へと舞まい降おりる。ソリウの展開した魔ま法ほうが圧縮空気の塊かたまりで一同を受け止めたのだ。一瞬、地面が歪んで見えたのは空気の密度が変化したからだろう。

　それはさておき――

「此処――何処？」

「屋や敷しきの裏側です。表ではエキノが〈練金天使〉とやりあってます」

「え……？」

　ナナの顔が強張る。

「〈練金天使〉って――あの」

「はい、アレは姫様を追って此処まで来た様です。今のエキノならば、あの怪かい物ぶつに捕つかまる事もありますまいが、時間稼かせぎにも限界があるでしょう。姫様は一瞬でも早く此処を離はなれてくださいませ」

「でも――エキノは？　体調が」

「大だい丈じよう夫ぶ」

　微び苦く笑しようを浮かべてコリンが言う。

「今のエキノには、私でも全く歯が立ちません」

「え……？」

「何にしても」

　ソリウがリュートの弦を撫なでながら言った。

「あれは、さすがに魔法でなければ完全殲せん滅めつは難しいでしょう。私がエキノさんの援えん護ごに回りますので、心配御無用」

　ソリウは言って親指を立てて見せる。
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「ではまた後で――」

　軽けい薄はくな口調は変わらず、しかし妙みように頼たのもしい笑みを見せると、魔法使いは建物を回り込む様にして走っていく。

「だ……大丈夫なの？」

「少なくともエキノもソリウも、そう簡単に捕まったりはしないでしょう。特にソリウは何やら対〈練金天使〉用の術式を組んでいた様ですし」

「そうなの？」

　少なくともナナは全く気付かなかった。

「ああ見えて抜ぬけ目在りませんよ、彼は」

　苦笑して言い――そしてコリンはナナを促うながす。

「何にしてもまずは此こ処こから」

　ナナの背に腕うでを回して…………そして。

「…………」

　そこでコリンは凍こおり付いた。

　まるで見てはいけないものを見たかの如ごとくに。

　それは――

「――コリン？」

　固まった侍じ女じよの顔を、眉まゆを顰ひそめて見上げ――そして彼女の視線を追う。

　その先には数名の男達が立っていた。

　一いつ般ぱん修道士の服を着た男達が三名。

　そして――

「教皇――」

　コリンが喘あえぐ様に言う。

「え？　きょ……教皇って……」

　それはつまり。

　ナナの母親を囲っていた男であり――

「…………」

　呆ぼう然ぜんと男達を見つめるナナ。

　独りだけ、やけに金糸銀糸の刺し繍しゆうが入った衣装を着た男が居る。

　一見すれば平へい凡ぼんな……見方によっては貧相とさえ見える容姿の男。

　だがこの初老の人物が――

「ミリオフィラム教会――教皇アルグベルド・コグナット」

　自分の父親。

「――神よ。感謝します」

　にたりと悽せい愴そうな笑えみを浮うかべながらその男は言った。

　恐おそらく信徒の殆どはこの男がこんな笑みを浮かべる事すら知らないだろう。

「この様な偶ぐう然ぜんが在ろうとは」

「猊げい下か――」

　事態が今一つ分かっていないらしい供の修道士が、困こん惑わくの表情を浮かべてナナ達と教皇を見比べている。恐らく彼等はサキュバスの正体も――そしてナナと教皇の関係も知らないのだろう。

　そして知る機会も――永遠に無い。

　修道士達三名は、次の瞬しゆん間かん、まるで丸太の様にばたりと地に倒たおれ伏ふしていた。

「――え？」

　間ま抜ぬけな声を漏もらすナナに覆おおい被かぶさる様にして、コリンがその視界を遮さえぎる。

　見せたくなかったのだろう――一いつ瞬しゆんで首を飛ばされた死体など。

　一体どれ程の膂りよ力りよくがそれを可能とするのか、教皇は――とても武芸に秀ひいでたとも見えない外見のその初老の男は、わずか腕の一ひと振ふりで、傍かたわらに立っていた男達の首を刎はねてのけたのだ。

「さて……」

　教皇は薄うすい笑みを浮かべながら言った。

「〈サイレント・グレイブ〉」

　びくりとコリンの身が震ふるえる。

　かつての名。棄すてた筈はずの名。

　彼女の――過去。

「大人しくその娘むすめを差し出せば、貴様の裏切りを許してやろう」

「…………」

　唇くちびるを噛かんでコリンが身構える。

「姫ひめ様――申し訳御ご座ざいません、お一人でお逃にげください」

「え――こ、コリン？」

「お聞きになったでしょう――教皇は、姫様のお母上の力で普ふ通つうでない能力を身に付けています。私では勝てるかどうか。いえ……多分……」

「…………」

　コリンが勝てない？

　ナナにしてみればそれは何かの冗じよう談だんの様にしか思えない。

　この美しい侍女が――元暗殺者の彼女が、どれだけ体術に秀でているかはよく知っている。一対一で彼女が勝てないとなれば、それこそ、魔ま法ほう使つかいが一定距きよ離りを保って遠えん隔かく攻こう撃げきした場合位しか思い付かない。

　しかし……

「――面めん倒どうだ」

　吐はき捨すてる様に言うと教皇は片手を挙げる。

　次の瞬間――

「――ッ⁉」

　ナナの傍らからコリンの姿が消えていた。

　いや違ちがう。吹ふっ飛ばされたのだ――一瞬で。

　反射的に振ふり返ったナナは、十歩分以上も後方へ跳はね飛ばされ、地面の上で跳ねるコリンの姿を観た。

　教皇は触ふれてさえいない。彼とナナ達の間もやはり歩ほ幅はばにして十歩分以上の距離が開いたままだ。

　だがこれは……

「魔法⁉」

「近いが、違う」

　悠ゆう然ぜんとナナに向けて歩み寄りながら、教皇は言った。

「そも魔法とは人間の中に在る能力の可能性を、一定の手順で引き出すものだ。それは技能であって能力そのものではない。泳げぬ人間が泳ぎを覚える様なものだ」

「…………」

「私のこれは能力だ。魚が当然の如ごとくに泳ぎを知っている様に、私は能力としてこれを使う。わざわざ魔ま力りよくの集中だの何だのと、細かな手順を踏ふむ必要は無い。それらは全て私の内部で能力として構築され、発現する」

　教皇はナナの前に来て立ち止まる。

「――久しぶりだな我が娘よ。そして我が唯ゆい一いつの汚お点てんよ」

「汚点……」

「そうとも」

　嬲なぶる様に教皇は言った。

「お前さえ生まれてこなければ、私はお前の母を手放す事も無かった。よりお前の母を抱だく事で能力を開花させる事が出来たであろうに」

　アルグベルド・コグナット。

　ミリオフィラム教会の頂点に立つ大聖者。

　だがその正体は――人を人とも思わない最低の男でしかなかった。

「……私は……母さんも……あんた達の道具なんかじゃない」

　ナナは教皇を睨にらみ据すえながら言った。

　だが――

「道具だ」

　躊ちゆう躇ちよ無く教皇は断言した。

「そもそも作られた生き物だ。必要だから人間が作ったのだ。それが道具でなくてなんだね？　人間だとでも言うのか――おこがましい。貴様等は、そこらの包丁や棍こん棒ぼうと大差ないのだ」

「…………」

「だからこそ私も何の良心の呵か責しやくも無くお前を葬ほうむる事が出来る。これは殺傷ではない。単なる破は壊かいだ。壊こわれた道具を放ほう棄きするだけの事だ」

　教皇が片手を挙げて――その掌てのひらをナナの顔に当てる。

　先程コリンに対して使った『力』ならば一いち撃げきでナナの首をへし折れるだろう。あるいは修道士達にした様に首を刎はねる事も。

　何にしろ、わずか一いつ瞬しゆんでナナは死ぬ。

　だが――

「……なるほどね」

　ナナは教皇を睨み据えながら言った。

「サキュバスが、必要な訳だよね」

「…………」

「弱い犬ほどよく吼ほえる。弱い奴やつほど武器を持ちたがる。バカほど、自分を頭がいいように見せたがる。前にうちの父さんが言ってたわ――本当、その通りだよね」

「…………」

　ぴくりとコグナット教皇の表情が動く。

「優しさとか、気高さとか、賢かしこさとか……そういうもので人は、本当は人の上に立つんだよね。そういうものがあるから、立つことを許して貰もらえるんだよね」

　怖こわい。恐おそろしい。

　相手がその気になれば、その瞬間に自分の首が飛ぶ。

　それが分かっていても――しかしナナは止やめなかった。

　時間を稼かせげる。相手が自分の言葉に反論をしようとしている間は、未まだ時間を稼ぐ事が出来る。そうすれば、コリンが回復するなり、エキノ達が〈練金天使〉を片付けて助けにくるなりしてくれる――必ず。

　だから自分がすべきことは、殺されない様に時間を稼ぐ事だ。

　それはひどく危うい綱つな渡わたりではあるが――それしか戦う方法が無いのなら、それを全力でやるしかない。

「それは貴族や王族でも、宗教組織の上に立つ人でも同じ」

「…………」

「立ってるんじゃない。立たせて貰ってるのよ」

「…………」

「それも分からないまま、無理矢理立とうとしてるから、どうしても卑ひ怯きような方法や、無茶な方法が必要になるのよ。別にサキュバスの力なんて無くたって、教皇に相応ふさわしい徳を備えた人は、自然とその立場に立つわ」

「…………」

「あなたはその器ではなかったって事よ。教皇失格。今こうしてそんな普ふ通つうじゃない力を振ふりかざしてるだけで、自分でソレを証明している様なものよね」

「…………」

　教皇は黙だまってナナの言葉を――実の娘むすめの糾きゆう弾だんを聞いていた。

　そして……

「――言いたい事は、それだけか？」

　むしろ優しい口調で教皇はそう尋たずねてくる。

「他に言い遺のこす事は無いかね？」

「…………」

「ならばお別れだ――我が娘」

　むしろ晴れ晴れとした口調で教皇は言う。

　それ程までに彼はナナの存在が疎うとましかったのだろう。

　正直……ナナはミリオフィラム教会の信者達が哀あわれだった。

　こんな人間を自分達の頭上に押おし抱だいているのだと彼等は知るまい。大多数の信者達は――あるいは大多数の修道士や、上層部の人間ですら、知らないのかもしれない。何も知らずに真面目に信しん仰こうを守っているのかもしれない。

「消えろ。我が人生唯ゆい一いつの汚お点てん」

　ナナの実の父親は――我が娘に向かって厳かにそう宣言した。
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　空を裂さき、貫つらぬき、投とう擲てきされる短たん剣けんと長棍。

　本来それはいずれも、一撃必殺の威い力りよくを持っていた。相手が人間であるのならば、投擲の数だけ死体が転がっていただろう。

　ネリア――〈ソリッド・ダガー〉。

〈サイレント・グレイブ〉コリンの後こう継けい者。

　だが――

「…………」

　ずぼりと――便べん宜ぎ的てきに人の形をした『それ』の身体を長棍の直線が貫く。

　普通の生き物ならば明らかに致ち命めい傷しようのその状態なのに、『それ』は何ら痛つう痒ようを感じる事も無く平然と歩き、そして長棍の輪りん郭かくが崩くずれていく。

　次の瞬間、地面が盛り上がり――爆ばく発はつするかの様に大量の『腕うで』が『それ』の足元から噴ふん出しゆつする。勿もち論ろん『腕』とはいってもそれは人間のそれとは明らかに異なり、関節を持たず、軟なん体たい動どう物ぶつの触しよく手しゆの先端に、掌てのひらをつけたかの様な代物であったが。

　一部の地面をも『改変』し融ゆう合ごう同化した『それ』の攻こう撃げきだ。

〈第五の聖者〉あるいは〈第五天使〉――〈練金天使〉。

　その指先に触ふれられたものは、『別の何か』に変えられてしまう。

「…………ッ」

　短い呼気を吐はきながら跳ちよう躍やくするネリア。

　彼女が一いつ瞬しゆん前まで占しめていた場所を、十本以上の掌が叩たたき、次の瞬間、泥濘ぬかるみ状の物質に変化させていた。

　更さらに手の群れがネリアを追って延び――

「調子に乗ってんじゃねえッ！」

　叫さけびと共に飛とび掛かかったエキノは、狙点を見定め手にした長棍を突つき出す。

　ネリアのそれを遥はるかに上回る速度と精度で加えられた長棍の『突き』は、これまた粘ねん土どを貫く様にあっさりと〈練金天使〉の頭部を貫き――

「くっ――」

　今のエキノにはそれが見えた。

　長棍を這はい登ってくる――まるで布に染み込む液体の様に――奇き妙みような『力』。

　物質を構成する極ごく微び粒りゆう子しを瞬しゆん間かん的てきに分解し、再配列しつつそれは、エキノの方へと伝わってくる。強制的に長棍をひねってへし折ると、彼は後方へ跳躍。

　残った部分は融とけて、〈練金天使〉の中に吸収された。

　更に――追おい掛ける様に今度はエキノに向かってくる『腕』の群れ。

　これを残った棍の部分で弾はじき飛ばすも、触れる度に、棍の物質組成が変化させられ、融けて粘ねん液えき状態になり、それらが散って――短くなっていく。

「ちっ――」

　既すでに短剣程度の長さになってしまった棍を投げ捨て、エキノは更に後方に跳躍する。

　無限とも言うべき伸しん張ちようを見せる〈練金天使〉の腕を、しかし真横から迸ほとばしった一いつ閃せんがまとめて数本――切断する。

「――ネリア」

　エキノが感かん嘆たんの声を漏もらす。

　蛇へびに変化した短剣をひねって殺し、これを棄すてつつ、更に腰こしの後ろから新しい短剣を取り出す少女。

　押し寄よせる『腕』の群れの間を縫ぬって跳とび、避さけきれないものは、両手に握にぎった短剣が次々と切り落としていく――

　斬きる。斬る。斬る。斬る。

　無論、その度に短剣は使い物にならなくなってネリアの手から投げ捨てられる。

　しかし逃にげ出した修道騎き士し達が放り出し、地面に転がったままの新しい短剣を拾っては、彼女は襲おそい来る攻撃を次々とさばいていく。

　一いち撃げき一いち撃げきの間合いや、攻撃力は――むしろ小さい。

　だがその動きはどこまでも速く、正確無比。

　舞まい踊おどるその姿は、まるで獲え物ものを追って跳はね回る猫ねこか――鼬いたちの様だった。

〈ソリッド・ダガー〉。

　長ちよう剣けんではない。棍こん棒ぼうでもない。

　攻撃は短く鋭するどい一閃にて。

　まさしく短剣ダガー――

「――猫ねこ被かぶってやがったな」

　呻うめく様にエキノは言った。

　勿論、彼女の能力は、超ちよう人じん化かしたエキノのそれには及およばない。

　速さも。膂りよ力りよくも。

　だが……徹てつ底ていして無む駄だを省いた彼女の動きは、単純ながらも電光の速さを示し、〈練金天使〉に対しては極めて危険な近接戦せん闘とうにおいても、その恐おそろしい改変力が小こ柄がらな身体に及ぶのを防いでいた。

　この若さ――幼さでコリンとほぼ同等。

　いや、状じよう況きようによってはそれ以上か。恐らく小回りでいえば長身のコリンにも優る運動能力を彼女は発揮するだろう。

「――末すえ恐おそろしいな」

　微び苦く笑しようを浮うかべると、今度はまたネリアに向かい始めた『腕』にエキノは、自分も地面から拾った短剣や武具を投げ付ける。

　とはいえ――

（こいつは……）

〈練金天使〉は賢かしこくなっている。

　否――学習している。

　相変わらずその動きそのものは、エキノやネリアなら追えない速さではない。

　だが……問題の改変力、これが物質を伝わってくる速さが、次第に上がってきているのだ。現に、最初何度かエキノが〈練金天使〉を攻こう撃げきした際は、エキノの速度についてこれなかったのか――長棍を改変される事は無かった。

　だが今はエキノの速度を以てしても、完全にその力を振ふり切る事は難しい。

「…………」

　そしてそれはネリアも感じているらしい。

　彼女も積極的な攻撃をあまりしなくなっている。迂う闊かつに攻撃すれば、自分の腕うでが別のものに変えられてしまうのを理解しているのだ。

（もし『学習』が戦術的な部分にまで及ぶとしたら）

　嫌いやな予感がエキノの中で沸わき上がる。

　今はエキノとネリアがその速度で右に左にと〈練金天使〉を翻ほん弄ろうしている状態である。

　だがもし――〈練金天使〉に『戦い方を変える』という頭が在るのなら。

「――！」

　次の瞬しゆん間かん、エキノの懸け念ねんは現実のものとなった。




　おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ――




〈練金天使〉が吼ほえる。

　次の瞬間、エキノ達を追っていた大量の『腕』は、貫手の形をとって地面に次々と突つき刺ささった。

「やばい、逃げろネリア！」

　エキノは自らも後方に跳びながらそう叫さけぶ。

　そして。




　おおおおおおおおおるるるるるるああああああああああああああ――




　地面が、変わる。

〈練金天使〉を中心として泥濘ぬかるみ状に変化した地面が、急速にエキノ達を追ってくる。そこからはまるで出で鱈たら目めの様に『腕』や『足』が生え、延びては、更さらにその『領域』を広げていくのだ。

　そう。

〈練金天使〉は単純に手の数を増やしてエキノ達を捕つかまえるのではなく、自分の支配領域を広げて――つまりは自分自身を巨きよ大だい化かさせて、間合いを広げ、エキノ達に対たい抗こうしようと考えたのだろう。

　轟ごう音おんと共にカーナミン枢すう機き卿きようの屋や敷しきが傾かたむく。

　沈しずんでいくのだ――〈練金天使〉の中に。

　壁かべが砕くだけ、屋根が砕け、一いつ軒けんの屋敷が粉ふん砕さいして渦うずの中に消えるのにわずかな時間しか要さなかった。

　そして代わりに……

「――！」

　鈍にぶく湿しめった音を立てながら巨大化した〈練金天使〉が――うずくまれば一軒の屋敷程もある人型が泥濘の中から身を起こす。単純に見ても、その人型はエキノの十倍はあるだろうか――いや、その下半身は泥濘に浸つかったままだが、その周囲の波打つ泥濘すらもが〈練金天使〉の一部ではある事を思えば、総体積は十倍どころの話ではあるまい。

「いくらなんでもこんなもの――」

　徒手空拳でどうにか出来る相手ではない。

　その時――

「――我が召しよう喚かんに応じ集え冥めい界かいの騎き士し」

　何処からともなく流れてくる呪じゆ文もん詠えい唱しようの声。

　次の瞬間、涼すずやかなリュートの旋せん律りつと共に場の空気が変わった。

「――ようやくか！」

「遅おそくなりまして」

　エキノの振り返った先――カーナミンの『別べつ荘そう』の脇わきに生えた一本の樹木の上でソリウが笑顔を見せる。樹上から大きく辺りを見回し、ソリウは呪じゆ文もんの詠えい唱しようを再開した。

「――汝なん等じらが剣つるぎを以て我等が敵を切り刻め」

　ちいん。

　始まりは涼やかな――ガラスの様な音。

　その瞬間、〈練金天使〉身体から伸のびていた巨大な『腕』の一本が落ちた。

「さて――根比べです」

　ソリウは歌う様に言った。

「私の術式と貴方の再生能力と――」

　ちいん。ちいん。ちいん。ちいん。

　涼やかな音が連れん鎖さする。

　その度に――〈練金天使〉の身体の一部が剥離して、落ちる。

　まるで見えない剣で切り落とされているかの様に。

「斬きり飛ばされた部分は再生しない」

　地面に落ちて、魚になったり、花になったり、あるいは水になったりする〈練金天使〉の肉片を冷ややかに眺ながめつつ、ソリウは言葉を続ける。

「逆に、焼かれたり、叩たたかれたりしても繋つながっている限りは無限再生――ならば」

　ちいん。ちいん。ちいん。

　ちいいいん。ちいいいいん。

　ちいいいいいいん。ちいいいいいいいいん。

　ちいいいいいいいいいいん。ちいいいいいいいいいいいん……

　次第に音の間かん隔かくが短くなる。

「切り落とし続ければいい。貴方が再生し、他を取り込むよりも早く、削けずって削って、貴方が無くなってしまうまで、削り続ける。本体に繋がっていない部分は再生が利かないのなら、下手に焼いたり粉砕したりするよりも、まとめて削り落とした方が効率がいい。材料ごと切り離すという事ですから」

　ちいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい――

　今や〈練金天使〉の周囲は見えない剣が物もの凄すごい速度で乱らん舞ぶしている。

　恐おそらく本来それはナナが使っていた様な、力場の応用なのだろう。ナナはこれを防ぼう御ぎよに使っていたが、極限まで細く細く絞しぼり込んだ、絹糸の様なそれを使って、ソリウは〈練金天使〉の肉を削そぎ落とし続けているのである。




　おおおおおおろろろろろろろろろろろろらららららららららららああああああ――




　咆ほう吼こうする異形の巨きよ大だい怪かい物ぶつ。

　泥濘ぬかるみすらも力場の刃やいばが切り裂さき、弾はじき飛ばされたそれらが、周囲に飛散する。

〈練金天使〉はこれに再構築した『腕うで』や触しよく手しゆを伸ばし、再び同化しようとするが、それをまた力場刃が切り落としていく――

　ソリウの削ぎ落とし続ける攻こう撃げきが本体に達するのが早いか。

　それともソリウの術式の維い持じ時間を超こえて〈練金天使〉が自己修復を続けるのか。

　壊こわしては作り、壊しては作り、壊しては作り――

「……凄すさまじいな」

　エキノはその様子を見ながらそう漏もらす。

　次々と斬り飛ばされ、小さくなっていく〈練金天使〉。だが攻撃の成果は瞬しゆん間かん的てきに再構築され、膨ぼう張ちようする肉体によってまた帳消しとなり――しかしまた肉体が削り落とされ……

「それなんですが、エキノさん」

　ひょいと樹上に腰こし掛かけたままのソリウが片手を振ふる。

　恐らく傍かたわらに持ってきていたのだろう――鈍にぶい音を立てて地面に突つき刺ささったのは、エキノの愛用の槍やりだった。分解されていたそれは、既すでに組み立てられ、いつもの槍状態に戻もどっている。

「どうもこっちの負けっぽいですねえ」

　のんびりとソリウが苦笑する。

「は？　負けってお前――」

「こっちの術式の維持時間はそろそろ限界です。さすがに相手は〈天使〉――神の御み遣つかいを名乗るだけあります」

　順調に力場の刃は怪かい物ぶつを切り刻み続けている。

　しかし――




　ちいいいいいいん。ちいいいいいいん。ちいいいい――




　一時は長々と連続していたその『音』が、次第に切れ切れになってきているのは、気のせいではないのだろう。そもそも魔ま法ほうとは長時間維持が難しい。発動媒ばい体たいや事前準備があったとはいえ、ここまで術式を維持できただけでもソリウの力量は大したものだ。

「……で？」

「最後の数秒で出来るだけ小さく刻みますから、その中から本体を見つけてとどめを刺してください」

　まるでちょっとした買い物を頼たのむかの様に言うソリウ。

　だが――

「分かった」

　エキノの方もあっさりと頷うなずく。

　次いで彼はネリアを振り返り言った。

「万が一の事がある。俺がしくじったら、頼む」

「――はい」

　素直にネリアは頷いてきた。

　そして――

「用意してください――十、九、八、七、六、五、四、三、二――」

　ソリウの唱える数字が減っていく。

　ごそりごそりと〈練金天使〉の身体が小さくなっていく。

　屋や敷しきほどの大きさから小屋程度の大きさに。

　人間に数倍する身の丈たけから、ほぼエキノ達の同じ様な身の丈に――

　そして。

「――今です！」

　ちいん！

　一際大きな響ひびきと共に、幼児くらいの大きさになっていた〈練金天使〉が更さらに四分割される。盾たてに一断、横に一断。

　同時にエキノとネリアは飛び出していた。

　肉につ塊かいは――四つ。

　確率は半分。

　エキノの槍が一際大きな肉塊を貫つらぬき、ネリアの短たん剣けんが別の肉塊を貫く。

「…………」

　槍の穂ほ先さきで、短剣の刃上で、どろりと肉塊が融とける。

　そして――

「――！」

　ぞわり。

　と――エキノの傍らで残った二つの肉塊の内の片方が、ゆっくりと大きさを――

（――しまった）

　エキノは振り返りながら……

（間に合うか⁉）

　あるいは武器が短い分、ネリアの方が先に手て応ごたえで理解していたのかもしれない。そうでなければ彼女の方が反応が早い筈はずも無かったろう。

　エキノの前に、小こ柄がらな体たい躯くが飛び出していた。

（――ネリア⁉）

　変形しながら延びてくる三本の腕うで。

　両手の短剣でこれを斬きり飛ばすネリア。

　三本目の腕が少女の顔を掴――

「――ッ」

　短い呼気。

　瞬しゆん間かん、少女の姿が鞠まりの様に回転した。

　ひゅん、と乾かわいた音を立てつつ三つ編みの髪が鞭むちの様にしなる。

　いつの間にか、その先端はしに結び付けられていた――短剣と共に。

「――！」

〈練金天使〉の最後の足あ掻がき、三本目の腕が斬り飛ばされる。

　そして……　

「だああああああああああああああああああッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に引き抜ぬいた槍やりを――投げる。

　轟とどろきと空気をぶち抜く勢いで投とう擲てきされた槍は、膨ぼう張ちようを開始した肉塊の中央を、貫いた。

　そして。




　――いいいいいいいいいいいあああああああああああああああああああああッ!!　




　それは声というよりも音であったろう。

　断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きよう――破は壊かい音。

　それを辺りに放散しながら〈練金天使〉は一いつ瞬しゆん動きを止め……




「…………」

　眼を丸くするエキノ達の前で、その輪りん郭かくを失い、ずるりと己を貫いていた槍の穂先からこぼれ落ちた。

　それは……

「――これが、『本体』か」

　エキノは地面の上にわだかまるそれを見つめて呟つぶやいた。

　既すでに自らも輪郭を失いつつあるその物体は、掌てのひらに載のる程度の、小さな――カエルだった。




　　　●




　もしミリオフィラム教の言う処の『神』が本当に居るのなら、その『神』はきっと相当にへそ曲がりなのだろう。

　自らを崇あがめる者達ではなく、むしろその敵とも言うべきナナに味方したのだから。

　即すなわち……

「――猊げい下か」

　呆ぼう然ぜんとした声に教皇は振ふり返った。

「おや――カーナミン枢すう機き卿きよう」

　思わず眼を閉じていたナナが瞼まぶたを開くと、そこには二人の〈聖儀執行者〉を従えたカーナミン枢機卿が立ち尽つくしていた。恐おそらくナナ達を追って屋や敷しきから出てきたのだろう。

「君の野望も此こ処こまでだな」

「…………」

　ナナの額に当てていた手を下ろして教皇はカーナミンに向き直る。ナナ一人では何も出来まいと踏ふんでの事なのだろう。

「これは……貴方がやったのですか」

　戦せん慄りつに震ふるえる声でカーナミンが、修道士達の首無し死体を見つめる。

　教皇が人間の範はん疇ちゆうを逸いつ脱だつした力を、サキュバスとの交合で得ていたことは知っていただろう。だがそれがどのような力であるのか――さすがのカーナミンも詳しよう細さいには知らなかったのに違ちがいない。

「余計な事を知れば野心を抱いだく。君の様にな」

「…………」

　カーナミン枢機卿の表情が引きつった。

　それはつまり事実上の死し刑けい宣告だからだ。そしてそれを証する様にコグナット教皇はゆっくりと、噛かんで含ふくめる様な口調で言った。

「だから、知った者は、全員、死ぬ。それだけの事だ」

　教皇は晴れ晴れとした笑顔を浮うかべていた。

　これで全ての懸け念ねんを拭ぬぐい去る事が出来る――そう言わんばかりに。

「――殺せ」

　呟く様な声が地を這はう。

　それはカーナミン枢機卿の唇くちびるから漏もれ落ちていた。

「殺せ、あの男を、今すぐ殺せッ!!」

「あ………」

　今まで微み塵じんの躊ちゆう躇ちよも逡しゆん巡じゆんも示さなかった〈聖儀執行者〉が不安げに表情を曇くもらせ――顔を見合わせる。

　それは単に相手が教皇だからという以上に――

「無む駄だだよ」

　何かが教皇の身体から放散されている。

　ナナはそう感じた。

「単に肉体的な能力だけではない。私には人心を掌しよう握あくする能力も在る」

「……それは……」

「元より私に対して害意や悪意、疑念を持っている者には、さすがに効きは浅いがね。しかし……元より〈聖儀執行者〉の様に、教会上層部の人間に対する忠誠心を叩たたき込まれてきた者ならば、私の力に抗あらがうのは難しいと思うよ」

　その時――




　おおおおおおおおおるるるるるるああああああああああああああ――




　奇き怪かいな叫さけびと共にカーナミンの屋敷が傾かたむいていた。

「――⁉」

　愕がく然ぜんと振り返るカーナミン枢機卿と、〈聖儀執行者〉達。

　泥濘ぬかるみ化した地面に沈しずんでいく屋敷と引き替かえに、悠ゆう然ぜんと姿を現す巨きよ大だいな人型――

「あれは……あれが、あれも〈練金天使〉かっ！」

「左様」

　コグナット教皇は満足げに頷うなずいた。

「あれも私の精神感応の能力でしか制せい御ぎよ出来ない。丁度いい――お前達を全員片付けた後で、〈練金天使〉に処理させれば死体も残らん」

「貴様――貴様はッ」

　再び視線を正面に戻もどしたカーナミン枢機卿は、恐きよう怖ふの表情で硬こう直ちよくした。

　わずか一いつ瞬しゆんでコグナット教皇が彼の前に立っていたからだ。

　異常な――初老の人間には本来有り得ない身体能力。

　カーナミンの目から見れば教皇ですら〈練金天使〉と同等の怪かい物ぶつに見えた事だろう。

「さらばだカーナミン枢機卿。いつか我等が神の御おん前まえで会おう」

　教皇は右手をカーナミン枢機卿の顔に当てる。

　そして――

「もしそんなものが本当に居ればな」

　次の瞬しゆん間かん、顔面の半分を吹ふき飛ばされ、血と脳のう漿しようを辺りにぶちまけながらカーナミン枢機卿は、その場に転がった。

　びくんびくんと痙けい攣れんするカーナミンの遺体を見て満足げに頷く教皇。

　更さらに……

「ふむ」

　先の修道士達と同じく、無造作な一いち撃げき。

　ごぎりと揃そろって異様な音が響ひびく。

　教皇の力か……抵てい抗こうする素そ振ぶりも見せず、ただ呆ぼう然ぜんとその場に棒立ちになってた〈聖儀執行者〉達も、首を有り得ない方向に曲げて、命無き肉につ塊かいとして地面に転がっていた。

「――待たせたな」

　教皇は悠然とナナを振ふり返った。

「…………」

　さすがのナナも、もう時間稼かせぎの手が思い付かない。

「……最低」

　教皇が――自分の実の父が此こ処こまで人非人だとは思ってもみなかったナナである。自分の身体の中に流れている血の半分が、眼の前の男に由来するものなのだと思うと、今すぐ自分の手首を切り裂さいて地面にその半分だけをぶちまけたい気分だった。

「とはいえこれで本当の終わりだ」

　教皇はにたにたと笑いながらナナの顔に掌てのひらを当てる。

「この十五年、本当に長かったが――ようやく」

　一撃で人間の頭部を吹っ飛ばし、首をへし折る――手。

　その時――




　おおおおおおろろろろろろろろろろろろらららららららららららああああああ――




　怪物の吠ほえ声が変わる。

　まるで苦鳴するかの様に、激しく――




「――む？」




　ちいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい――




　同時に甲かん高だかい音がナナと教皇の鼓こ膜まくを引っ掻かいた。

「なんだと？」

　愕がく然ぜんと背後を振り返る教皇。

　彼と、そしてナナの見守る中、〈練金天使〉は次々と見えない剣つるぎに肉体を削そぎ落とされていき、そして――

「…………むう」

　教皇が唸うなる。

「――エキノ！」

　次の瞬間、地面にぶちまけられた〈練金天使〉の肉塊を、エキノとネリアが突つき刺さして殺す姿が見えた。一瞬の動きでナナには何が何やら細かい処は分からなかったが――




　――いいいいいいいいいいいあああああああああああああああああああああッ!!　




　断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きよう。

　そして……

　大量の白い煙けむりが辺りに立ちこめる。

　今まで〈練金天使〉を構成していた肉体が、急激に制せい御ぎよ中ちゆう枢すうから切り離はなされた事で崩ほう壊かいしているのである。それらは生物を構成する上で最も当たり前で普ふ遍へん的な物質に――水になり、更には水蒸気となって辺りに立ちこめてゆく。

「〈練金天使〉を――殺した⁉」

　呟つぶやくコグナット教皇。

「さて――」

　白はく煙えんの向こう側から無愛想な声が漂ただよってくる。

「次はあんただ、コグナット教皇」

　水蒸気の層を貫つらぬいて、何かが飛んでくる。

　それは、べしゃりと教皇の足元に叩たたき付けられた。

　掌に載のる程度の大きさの――毒々しい色のカエル。

「――！」

　次の瞬しゆん間かん――教皇が跳ちよう躍やくした。

　乾かわいた音と共に、彼が前の瞬間まで立っていた場所に、一本の槍やりが生える。

　投とう擲てきされ、深々と固い地面に突き刺さったそれは、悔くやしげにその柄えを振るわせていた。

「お前は…………」

　着地した位置で身構えながら、教皇が呟く。

　彼だけは理解していただろう。今の一撃は教皇自身ですら避さけるのが精せい一いつ杯ぱいであったという事を。断じて普ふ通つうの人間の一いち撃げきではないという事を。

　即すなわち……

「抱だいたのか、サキュバスを」

「エキノ！」

　白煙を押おし退のける様にして出てくる青年の姿に、ナナが喜き悦えつの声を上げて駆かけ寄よる。

　首に齧かじり付く様にして抱き付いてくる姫ひめ君ぎみを、片かた腕うでで抱き――そして、もう一方の手をエキノは突き刺さったままの槍に掛かけた。

　同時に倒たおれたままのコリンに、ソリウとネリアが駆け寄っている。

　そちらにちらりと視線を飛ばし――

「――〈ソリッド・ダガー〉」

　教皇が顔をしかめてその名を呼ぶ。

　ネリアが立ち止まり……振ふり返った。

「戯たわけ者め。今まで何をしていた？　そして今お前は何をしている？」

　叱しつ責せきする教皇の声は苛いら立だちに溢あふれていた。

　何を馬ば鹿かな事をしているのか――とでも言いたげに。

　恐おそらくネリアが、否〈ソリッド・ダガー〉が自分の命令を無条件に聞く事を確信しての台詞せりふではあったろう。その様に〈ソリッド・ダガー〉は教育されてきた。だから当然自分の言う事を聞くものだと――

「…………」

　ネリアは無言。

「いちいち細かく命令してやらんとわからんのか？　今この場に居る者は、私を除いて全てお前の敵だ。速やかに殺せ」

　やはりその命令も確信に満ちたものだった。

　この場で明確すぎる指示を与あたえれば間ま違ちがいようが無いと。

　だが――

「おことわりします」

「…………なん、だと？」

「おことわりしますと言いました」

　ネリアは静かに言った。

「お前は……」

「私は〈ソリッド・ダガー〉ではありません。ネリアです」

「…………」

　一いつ瞬しゆん、呆ぼう然ぜんとした表情が教皇の顔を過ぎる。

　まさか、こうまではっきりと反逆されるとは思ってもみなかったのだろう。

　だが……

「仕方ない、ならばもろともに死ぬがいい」

　溜ため息を一つついて教皇は――消えた。

　いや。違ちがう。

　残像を残さぬ程の高速移動。

　そして次の瞬間、鈍にぶい音と共に結像する。

　ネリアの傍かたわらに、教皇と――そしてエキノが。

　一人その場に残されたナナがきょとんとした表情を浮うかべている。彼女にしてみれば一瞬前まで自分の傍らに居たエキノが消しよう滅めつし、まるでネリアの側に出現したかの様に見えたであろう。

「……やはり」

　表情を醜みにくく歪ゆがめるコグナット教皇。

　凡ぼん庸ようなその顔立ちに浮かぶのは――驚きよう愕がくと、焦しよう燥そう。

「そうとも」

　にたりと凄せい絶ぜつな笑みを浮かべながらエキノは教皇の腕うでを掴つかんでいた。
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「そうとも」

　言って笑いながら……しかし内心でエキノは戦せん慄りつしていた。

　ナナとの情交によってエキノの肉体は変成されている。その意味でエキノは、自分と教皇は条件としては同じになったと思っていた。

　いや。むしろ元々の肉体的な鍛たん錬れん、武術の素養など、基き礎そとなった肉体の能力差を考えれば、エキノの方が本来は有利であってもおかしくはない。

　だが……

（やっぱり一度じゃ不十分だってか――それとも）

　手合わせすれば一瞬で分かった。

　教皇の能力は――エキノのそれをも凌りよう駕がしている。

　反射速度、攻こう撃げき精度、筋力、脚きやく力りよく……これに加えて魔ま法ほう的な能力の発現もある。

　どう考えても分が悪い。

　これが何度も教皇がサキュバスと身体を重ねた結果なのか、それともナナが混血だからエキノの能力発現が不十分なのか。詳しよう細さいは分からないのだが……

「…………」

　驚愕と焦燥に引きつっていた教皇の顔に――薄うすい笑みが浮かぶ。

　恐おそらくエキノの力が自分には及およばないと、やはり彼も気付いたのだろう。

「ちっ――」

　エキノは短く舌打ちをしてから、攻撃に出た。

　力で劣おとる状態で守りに入っては、どんどん追い詰つめられてしまう。

（まずは相手に攻撃させない事――）

　既すでに愛用の槍やりは使い物にならない。迂う闊かつに槍で攻撃すればその瞬しゆん間かんにへし折られてそれが隙すきになりかねない。エキノは槍を投げ捨て、素手で教皇に対して攻撃を仕し掛かけていく。




　――ごっ……！




　それが肉が肉を打つ音だとは到とう底てい信じがたい程の、強く硬かたい音が響ひびき渡わたる。

　それも――連続して。




　ご。が。が。が。が。が。が。がが。ががが。ががが。ががが。が。




　互たがいに文字通り一いち撃げき必殺――当たれば確実に岩を砕くだく程の拳打を放ち合う。周りから見ていれば何をしているのかさえ分からないだろう。ただエキノと教皇の位置が目まぐるしく入れ替かわり、空気が弾はじけているだけの様に見える筈はずだ。

　だが現実には一瞬の間に、強きよう烈れつな拳打の応おう酬しゆうが続いているのだ。

　首。顔。鳩尾みぞおち。脇わき腹ばら。股こ間かん。

　急所への精密極まりない攻撃が、やはり精密極まりない防ぼう御ぎよによって弾はじかれる。

　攻撃の組み立てにはやはり武術を能く修めたエキノに分がある。だが根本的な速度と膂りよ力りよくの差がそれを埋うめてしまっていた。




　がが。が。ごっ。ごががががが。ごが。




　更さらに蹴けりを。更に肘ひじ打ちを。エキノが加えていく。

　超高速で繰くり出される多た彩さいな攻撃は、結果的に周囲の空気を激しく抉えぐり、渺びよう々びようと教皇とエキノの周りの空間が鳴き始める。

「…………」

　ソリウもネリアも、ようやく身を起こしたコリンも手が出せない。

　迂闊に出せばそれこそ、攻撃が教皇ではなくエキノに当たりかねない状態だった。

　しかし……

「――ッ！」

　恐ろしく短い刹せつ那なの時間。

　エキノは愕がく然ぜんとして身を強張らせる。

　教皇がにたりと笑って掌てのひらを彼の顔面に向けてきたからだ。

（やばい）

　瞬間的な判断で身を反らす。

　彼の頭部が一いつ瞬しゆん前まで占しめていた空間を、何か強烈な力が吹ふき抜ぬけた。

　恐らく魔法に類する様な力なのだろう。

　これを回かい避ひしたまでは良かったが――

「――！」

　教皇の拳が体勢の不十分なエキノを捉とらえる。

　次の瞬間、エキノはその攻こう撃げきを防ぎきれず――相殺する様に放った一撃と体たい捌さばきで威い力りよくの何割かは殺したものの――後方に吹っ飛とばされていた。

「ぐっ……が……」

　何度も地面の上で跳はねて、転がるエキノ。

　やはり基本能力の差が勝敗を分けたらしい。エキノが腹ふつ腔こうからこみ上げてくる熱いものを吐はき出すと、それは血混じりの胃液だった。いや、量からいえば胃液混じりの血といった方が正しかろう。

　そこへ――

「エキノ！」

　悲鳴じみた声を上げて駆かけ寄よるのは、ナナである。

「来るな――」

　そう告げるエキノの声は殆ほとんど呻うめき声に紛まぎれてしまっている。

　ナナはエキノを抱だき起こし……そして自分の手についた血に愕然とした表情を浮うかべた。

「エキノ、エキノ、ねえ、ちょっとエキノ、大だい丈じよう夫ぶ――」

「……揺ゆするな」

　苦笑して言いながら、エキノは身を起こして教皇の方を見る。

　ややうつむき加減で表情まではよく分からない。

　ただ余よ裕ゆうの積もりか何なのか――教皇は、とどめを刺さしに来る様子も無く、その場に佇たたずんだままだった。

「ちょっと……まずいな」

　何にしても今のエキノでは教皇に勝てない。

　だとすると……

「エキノ――」

「逃にげろ」

　口元を拭ぬぐいながら、あっさりとエキノは言った。

「俺が時間を稼かせぐから」

「ちょっと、エキノ、それ何の冗じよう談だん――」

　ナナの言葉は途と中ちゆうで途と切ぎれた。

　エキノが――無理矢理にその唇くちびるを奪うばったからだ。

　時間にすればほんの瞬またたき数回分。

　エキノはナナから身を離はなすと、いきなりその襟えり首くびを掴つかみ、まるで猫ねこの子の様に――

「――ちょっとエキノ――ッ⁉」

　放り投げた。

　コリン達の方へ。

「すまん」

　呟つぶやいてエキノは立ち上がる。

　コリン達が吹っ飛んできたナナを受け止めたのを確認すると、エキノは改めて教皇に向かい合った。相打ち覚かく悟ごなら教皇を倒たおせるかもしれない。それが無理でもナナ達がせめてこの場を離れるまでなら、時間稼ぎも何とかなる――エキノはそう考えていた。

　だが……

「――？」

　やはり教皇に動きは無い。

　まさかエキノの覚悟に感じ入って見み逃のがしてやろうという訳でもあるまい。

（なんだ？　何かの罠わなか？）

　だが意味がない。

　そもそも教皇はエキノを圧倒していた。ここでわざわざエキノを攻撃せず、時間的余裕をくれる意味が教皇の側には無い筈はずだ。

　ならば何故……？

　怪け訝げんに思いつつも、しかしエキノにそれを問い質す様な余裕は無い。

　彼は改めて身構え、そして――真っ直ぐに突とつ撃げきした。
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「――エキノッ!!」

　絶ぜつ叫きようにも等しい声でナナは叫さけぶ。

　エキノは――殿しんがりを務めて自分達を逃がす積もりだ。
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　命いのち懸がけで。いや――文字通りに必死の覚悟で。

　だが……

「姫ひめ様！」

　コリンが駆け出そうとするナナを抑おさえ込む。

　分かっている。自分が側に行ってもエキノの足手まといになってしまう事は分かっているのだ。理り屈くつでは。

　だがそれでも――

「エキノ！　エキノ！　駄だ目め！　エキノッ!!」

　叫んで。叫んで。更さらに叫んで。

　そして――

「エキノ――ッ！」

　その瞬しゆん間かん。

（――え？）

　何かが晴れた。

　今まで曇くもり濁にごりそれ故に見通せなかった何かが。

　繋つながった。
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　繋がった。

　その確信だけが唐とう突とつにあった。

　何が？

　それは――

（――ナナ）

　瞬間的に流れ込んでくる意識。

　それは触しよく媒ばいだった。

　それそのものは力ではない。

　だが――

（……!!）

　例えばそれは汚よごれていたガラスを一気に拭ふいたかの様に。

　例えばそれは深い眠ねむりの淵ふちから一気に覚かく醒せいしたかの様に。

　エキノの感覚は一気に明確さを増した。

　今までの『力』ですら……不安定で不完全なものだったのだと彼は悟さとっていた。

　己の肉体が完全に把は握あく出来る。

　神経がどの様に働き。

　血液がどの様に流れ。

　筋肉がどの様に縮み。

　骨格がどの様に動き。

　総体としての自分がどの様に活動するのか――意識の中に描えがいたそれを忠実に、あくまで正確に、身体がなぞっていくのが分かる。

（これは――）

　走りながら確信する。

　これが、完全な状態だ。

　これが――本来の、サキュバスの力。

（姫様――ナナの、力か）

　肌はだを重ね情を分けた相手の肉体と精神を支し援えんする。変成させられたが故に安定性を欠き、その力に振ふり回されがちな、相手を――たとえ離はなれていても支え、そして強める。

　ずっと何か繋がっていた感じはあった。

　だが……それが今何かはっきりと分かった。

（全力――か）

　同時にエキノは理解した。

　教皇が――攻こう撃げきを止めた訳を。

「ああああああああああああああああああああああああッ!!」

　殴なぐる。

　綺き麗れいに――入った。

　教皇はまともに防ぼう御ぎよすら出来なかったのだろう、綺麗に身体を折れ曲げて吹ふっ飛ぶ。

　その顔に、根深い疲ひ労ろうの色がこびり付いているのを、拳打を当てる直前にエキノは見て取っていた。

　無理矢理に強化された肉体と精神。

　本来――それがおかしな方向に揺ゆれたり、曲がったり、歪ゆがんだりしない様にする為ために、サキュバスの支援が在る。何度も何度も身体を重ね、その行こう為いによって相手の肉体を精神を理解し、精神感応能力で一種の『絆きずな』を作り、繋がる事で、相手の力の暴走と、疲ひ弊へいを防ぐ。

　それがサキュバスの、本当の、能力。

　だが――

「ぐ……く……」

　教皇には――彼を支える者が居ない。

　彼を支えるべきサキュバスは、ディディプリスは十五年前に死んでいる。

　あるいは最初から彼を支える者など居なかったのかもしれない。この男がディディプリスを愛していなかった様に――ディディプリスもこの男を愛してはいなかったとしたら。

（自分から出てくるのを渋しぶってたのも――）

　立場もあったろうが、あるいはこれを恐おそれていたのだろう。

　力の使いすぎによる疲弊と――失調。

「ぐ……く……く……」

　ゆらりと身を起こす教皇。

　そこに――更さらに踏ふみ込むエキノ。

　この期に及およんで、敵への容よう赦しやを思い出す彼ではない。

　半ば反射的な教皇の裏拳うらがエキノに向かって飛び――しかしエキノはこれを片手で流し、更に踏み込む。矢の勢いで前に出たエキノは、裏拳を流した掌てのひらを回転させ、肘ひじをそのまま教皇の胸元に突つき込んだ。

　払はらって、打つのではない。

　払う動きがそのまま打ち込みとなる――一息であるが故に鋭するどく、速く、そして隙すきの無い強きよう烈れつな肘打ち。

　無理矢理押おし出された塊かたまりの様な息が教皇の口から漏もれる。

「き……さ……ま……」

「沈しずめッ!!」

　全力で旋せん回かい。

　回転の勢いを載のせたエキノの蹴けりがもろに教皇の脇わき腹ばらに入った。

　再び吹っ飛んでいく教皇。

　地面に落ちた彼の周りでもうもうと塵じん煙えんが立ちこめた。

〈練金天使〉が物質の作つくり替かえをさんざんやった為に、地面そのものが物質として脆もろくなっていたのだろう。土砂というより粉の様なものが煙となり、塊の様に膨ふくれあがる。

「…………」

　塵煙の向こうに蠢うごめく教皇の影かげ。

　エキノはそちらに向かって足を――

「お……お……おおお…………おお……おおおおおッ!!」

「……？」

　咆ほう吼こうとも嗚お咽えつともつかない声が砂すな煙けむりの向こうから聞こえてくる。

「こいつは……」

　エキノは思わずその場に立ち止まった。

　立ち上がる教皇の姿は、既すでに尋じん常じようのものではなかった。

　全身が――紅あかい。

　それが眼や鼻や口や耳や、いやそれどころか全身の毛穴という毛穴から染み出て流れ落ちる彼の血であると理解した瞬しゆん間かん、エキノは思わず喉のどから出で掛かかった呻うめきを噛かみ殺した。

　肉体の――崩ほう壊かい。

　無理をした上に、支し援えんしてくれる者も居ないその肉体は、今や限界を超こえ、自ら壊こわれつつあった。

「おのれ……おのれおのれおのれ……！」

　教皇は吼ほえながら一歩前に踏み出す。

　びしゃりと全身から滴したたった血の汗あせが地面に弾はじけた。

「貴様等に――貴様等の様な――きらまら……ら……き……さ…………」

　更に一歩。

　紅い紅い足あし跡あとが刻まれる。

　更に一歩。

　既に教皇の身体で紅く無い部分は無かった。

　髪かみも自ら噴ふき出した血で赤黒く汚よごれ、眼球ですらも肥大化し、破は裂れつした血管のせいで深紅の色に染まっている。だらだらと紅い涎よだれと紅い涙なみだを口と眼から垂らしながら、教皇は更に一歩進み――

　そして。

「………き………あ…………あ」

　べしゃりと湿しめった音と共に倒たおれ伏ふす。

　それっきり――ミリオフィラム教会の頂点に長々と君臨し続けた男は、動かなかった。

　ふと。

　まるで思い出したかの様に、一いち陣じんの唐とう突とつな風が吹ふく。

　最早二度と動く事の無い教皇の身体の中で、ほつれた髪だけが、未練げに揺ゆれていた。

「…………終わった、か？」

「…………」

　エキノの言葉に答える者は居ない。

　答えられないだろう。

　こんな異様な――常識というものが根ね刮こそぎ無意味化したかの様な戦いの後では。

　だが――

「――エキノ！」

　ナナが駆かけ寄より、改めて彼の首にしがみつく。

「姫ひめさ――」

　エキノの台詞せりふはそこで途と切ぎれる。

　ナナが――今度はナナが彼の唇くちびるを奪うばったからだ。

　ぎゅっとエキノに抱だき付きながら、唇を重ねる事――しばし。

　ようやく顔を離はなしてナナは溜ため息をついた。

「……良かった……エキノが死んじゃうかと……」

「……すまん」

　ナナの髪を撫なでながらエキノも溜め息じみた声を漏もらす。

　際どかった。

　恐おそらくエキノが今此こ処こに立っているのは幾いくつもの偶ぐう然ぜんの結果だ。もしナナと結ばれる事が無ければ、あるいは土ど壇たん場ばでナナとエキノの『繋つながり』が活きてこなければ、間ま違ちがいなくエキノは教皇に殺されていた事だろう。

　そして――ナナも、コリンも、ソリウも、ネリアも。

「――疲つかれた」

　呟つぶやくエキノ。

　それはもう何のけれんもない彼の実感だった。

　このまま座り込んで、いや寝ねころんでしまいたい気持ちすらある。

　しかし……

「……何というかここで一息といきたいお気持ちは分かるのですが」

　ソリウが苦笑を浮うかべながら口を挟はさんできた。

「とっとと逃にげましょう」

「うん？」

「教皇はどうみても自分で勝手に駄だ目めになった感じですが……結果的には、アビアスの姫ひめ君ぎみとその従者が、ミリオフィラム教会の教皇を殴なぐり殺した事になります」

「あ――」

　眼を瞬またたかせるエキノ。

　確かにこの現場は第三者が見るとそうとしか見えまい。

　まあ実際に命いのち懸がけの殺し合いをしていたのは事実だから――反論も出来ない。

「捕つかまると――まずいですよ」

「…………」

「…………」

　エキノ達は顔を見合わせ――

「違ちがいない」

　溜め息をつくエキノ。

　ここはもう一ひと踏ふん張ばりする処らしい。

　故に――

「じゃあ、行くか」

「わきゃ？」

　ひょいと愛しの姫君を抱き上げると、エキノは駆け出す。

　残りの者達も微び苦く笑しようを浮かべて、その後に続いた。







エピローグ







　謁えつ見けんの間には七つの人ひと影かげが在った。

「ふむ……」

　玉座に腰こしを下ろしているのは言うまでもなくバルテリクである。

　厳つい顔のアビアス国王は、ぱちんぱちんと鉄てつ扇せんを開いたり閉じたりしながら眼の前に立つ五人を眺ながめている。残りの一人はバルテリクの隣となりに立つ細身の女性――宮きゆう廷てい魔ま導どう師のマヤカである。

　ナナ姫ひめ。エキノ。コリン。ソリウ。そしてネリア。

　バルテリクの前に居るのはこの五人だ。

　今回の――結局は全然違う結果になった上、途と中ちゆうでなし崩くずし的に道連れになった者も居る訳だが――ナナ姫処女喪そう失しつ旅行の同行者である。バルテリクは玉座の隣に立ち、報告書を手て渡わたしてきたマヤカに頷うなずいて見せると、改めてざっとその文面に眼を通した。

　沈ちん黙もくが謁見の間を支配する。

　敢あえて人ひと払ばらいをされたこの場では、静せい寂じやくが無意味に重い。

　だが……

「ま――良かろう」

　溜ため息じみた声が漏もれる。

「初期の目的は達したからな。後の情報操作や、ミリオフィラム教との交こう渉しようは任せておけ。関わった人間が少ないから、何とでも誤ご魔ま化かしは利くだろ」

「――はあ」

　呆あきれた様子で声を出すのはエキノである。

　彼は今一つ納得していない表情で言葉を繋つないだ。

「陛下。一つ訊きいていいですか」

「なんじゃい」

「結局、今回の旅の目的は、姫様を餌えさに教会側の敵対者を引きずり出して、これを叩たたく事――だった訳ですか？」

　尋たずねるエキノの口調には若干の棘とげがある。

　もしバルテリクが肯こう定ていすれば、皮肉や嫌いや味みの一つも言おうという積もりなのだろう。いくらなんでもそれは無茶に過ぎると――

　だが。

「はあ？」

　バルテリクは素すっ頓とん狂きような声を出した。

「何言っとるんだ、お前は」

「何って――」

「元々今回の度の目的はな」

　バルテリクは大真面目な顔で言った。

「いい加減見てて歯がゆいんでな、お前等を焚たき付けてやろうって思ったんだよ」

「………は？」

「………へ？」

　ナナとエキノが揃そろって間ま抜ぬけな声を漏らす。

　後に残るのは――何というか妙みように薄うすっぺらい静寂だった。

　ゆっくりと、ぎりぎりと軋きしむ様な仕草で顔を見合わせるナナとエキノ。

　でもって……

「どう見たって相思相愛の癖くせにいつまで経ってもくっつかんからなぁ。まったく幼児の恋れん愛あいかお前等」

「…………」

「そこで私は一計を案じた！　一いつ緒しよに長旅でもさせれば――ついでにちょいと危険だったりすると、盛り上がるかなあとか！」

「…………」

「まあ上手くいった様だな」

「じゃあ……〈教会〉の事は……」

　呆れた口調で言うのはコリンである。

　ナナとエキノは絶句中だ。

「んなもん、余録だ余録。大体、ナナが〈教会〉に狙ねらわれるのなんざ、昨日今日に始まったこっちゃないだろ。今まで放置していたのに、急にどうにかしようと思う訳がないだろうが」

「…………」

「どうだ、この父の深しん謀ぼう遠えん慮りよ。ふふふ。驚おどろきに声も出まい」

「…………」

「やはり統治者としてはこれくらいでないとな――っておい。何を」

「こ……こんの」

　玉座に突とつ撃げきしかけたナナを、素早くネリアとコリンが左右から押おし留とどめる。

　エキノはやっぱり呆ぼう然ぜんとしたままだ。

「こんの色ボケ親父ッ!!　なんて……なんてことを――」

「はっはっは」

　鉄てつ扇せんを広げて扇あおぎながらバルテリクは笑った。

「ま、こーゆーじゃじゃ馬だが、お手つきにしたからにはよろしく頼たのむぞ、エキノよ？」

「…………はあ」

　エキノとしてもそう言うしかないのだろう。

　まあ実際にバルテリクが二人をくっつける為ためだけに今回の旅行を命じた訳では無かろうが……それが重要な目的の一つであったのは事実だろう。この国王にとっては、一国の命運を――否、クアプランテ大陸の命運すら左右しかねない事件と、娘むすめの婿むこ取とりも、同列に扱あつかってしまえるものであるらしい。

　でもって。

「殺す！　絶対殺す！　今回こそ――ああせめて殴なぐるッ!!」

　ナナ姫ひめは――コリンとネリアに押さえられつつも、どたばたと両手両足を振ふり回し、いつまでもいつまでも喚わめき続けていた。




　　　●




　でもって。

　その日の――夜。

「――結局父様の掌てのひらの上ってのが気に入らないのよね」

　ハスティフォリアル城の最上階に在る――ナナの自室。

　出立の前日と何ら変わらぬその部屋で、旅に出る前の晩と同じ様に、ナナとエキノは会話を交わしていた。ナナが部屋の中をうろうろしていて、エキノが壁かべ際ぎわで槍やりを磨みがいているのも同じである。

　たとえ恋こい人びと同士になろうと、婚こん約やく者しやになろうと、そう簡単に永年繰くり返してきた付き合い方が全て変わってしまうという訳でもないのだろう。

「なんだかさ……大真面目に盛り上がってた自分がバカみたい」

「まあしかし」

　エキノは苦笑しながら肩かたを竦すくめる。

「陛下の言う事ももっともだがな。何か弾はずみでもつかなけりゃ――」

　お互たがいに好きだとは言えなかったろう。

　言えたとしてもずっと先になっていた筈はずだ。

「うーん……」

「なんだ、後こう悔かいしてるのか？」

　からかう様なエキノの言葉に――しかしナナは首を振る。

「全然。それはない」

「ならいいじゃねえかよ」

「ん……」

　ぼすんとナナはベッドに腰こしを下ろす。

　でもって――ちょいちょいとエキノを手招き。

「なんだよ」

　槍を壁かべに立たて掛かけ、呼ばれるままにナナの隣となりに腰を下ろすエキノ。

「エキノ――」

　エキノの服の襟えり首くびを掴つかんでナナはにやりと笑う。

「浮うわ気きとか、絶対駄だ目めだから。浮気したら、もうさせたげないからね」

「…………」

　エキノの表情が引きつる。

　教皇の最後を見ている彼としては冗じよう談だんで済まないだろう。

　エキノの身体はナナを抱だいた事で変成してしまった。

　恐おそらく後あと戻もどりは出来まい。エキノにしてみれば、もうナナとは一いち蓮れん托たく生しよう、文字通りに離はなれられない状態だ。まあ普ふ通つうに生活する分には、このままでも特に問題が無いのかも知れないが。

「…………ん」

　ナナがエキノの襟首を掴んだまま、少し身体を伸のばした。

　唇くちびるが……重なる。

　ゆっくりと互いの唇の感かん触しよくを確かめる様にして口付けをしてから、ナナはぺろりと唇を舐なめて微び笑しようする。その仕草は、少女のあどけなさと同時に、大人の女性の色いろ香かを充じゆう分ぶん以上に備えていた。

「…………」

　微笑で応こたえるエキノ。

　そんな彼に――

「ちゃんと、責任はとるからね」

「そりゃ、男の台詞せりふだ」

「それもそうだね」

　けらけらとナナは笑う。

　笑って――

「エキノ」

「はいよ」

「末永く、よろしく」

「…………」

　頬ほおを掻かき、一いつ瞬しゆん、照れた様に天てん井じようの方を見上げてから――

「おう」

　そんな言葉を空中に残して、二つの影かげはベッドの上に倒たおれ込んだ。





〈終劇〉









あとがき







　――という訳でどうも、軽小説屋の[image: ]です。

『プリンセスはお年頃！』第三巻をお届けいたしまする。




　一巻のあとがきにある通り、どたばたと、ＨＪ文庫創刊に合わせてちと泥どろ縄なわ的に始まったこのシリーズですが（最近こんな事ばっかり言ってる気がしますがそれはさておき）、この三巻で終了です。

　元々某社で出ている作品のベースになったものであるだけに、もう商業レベルで陽の目を見る事はないだろうと思っていた原稿なのですが、きちんと本になったのはある意味で感無量です。まあ三巻は全部書き下ろしなのに加えて、一巻二巻も全面的に手を入れてはいるのですが――それでもやっぱりね。




　ちなみに面白いなあと思うのは……

　この小説、デビュー前にある同人サークルの会誌で連載していたものがベースです。その時に絵を描いてくれていたのは某市で現在公務員をしているＳでした。




　その後、[image: ]一郎公式サイト管理人である草野ぐりまの手によって同人文庫版が未完ながら発表され、その際には草野ぐりまの絵がついていた訳です。




　でもって今回プロの絵師さんである深山師の絵をつけていただいた訳ですが――




　勿論、最も美しいのはプロの手によって余すところ無く描かれた今回のＨＪ文庫版ではあるんですが、全体的にヒロインのナナだけが、どの方が描かれてもほぼ同じイメージの絵になるんですよね。

　勿論、作中の文章描写が同じなので似たような外見になるのは勿もち論ろん、その通りですし、草野ぐりま版はＳの描いた絵を参考にしているので似て当然なのですが……それにしても本当にナナは、他のエキノやソリウ、ネリア、コリンといったキャラに比べると、どのバージョンもとにかくよく似ている。ちょっとこれは興味深い結果でした。

　勿論、深山さんには先の二人の絵は見ていただいていない状態で、です。

　なんだか本当に、どこかに絵のモデルが居るんじゃないか――そんな気になってくるのが面白いというか何というか。




　ともかく。

　普通、いわゆるライトノベルで、絵をつけていただく場合に、三度も別の人間の手によってキャラが描かれる事はまず在りません。その意味で、今回は貴重な体験ではありました。

　特に深山さんには細かい注文なんぞ一切せずに絵を上げていただいているので、毎回毎回、キャラや挿絵が来るのが楽しみでしょうがなかった感じです。「そうか、そうきたか！」みたいな。実際、キャラの外見描写などは、一部、深山さんの絵を見てから修正を入れている部分があります。

　また深山さんの絵はラフの段階から可愛かわいいのですが（特にナナがね。表情がいいのですよ）、これが完成原稿になると更さらに透明感が加わる感じで、この変化の過程を見る事が出来るのは作者本人や編集者の特権だよなあ、とか思ったり。いや本当に、線が整理され、色が載ると、等比級数的に絵の魅力が上がっていくのな。

　素晴らしい。




　ともあれ、今回はこれにて閉幕にございます。




　深山さんの描かれるキャラには名な残ごり惜おしい処ところもあります。またファンタジー世界における『性』とか『サキュバス』というのはちと、弄いじり甲が斐いのある面白いネタなのでここで閉じてしまうのは若じやつ干かんの未練もあります。

　が――それはもし可能ならまた別の機会に。




　深山さん、編集諸氏、そして校正者さんから、印刷所の方々、そして何よりも読者の方々、有あり難がとう御ご座ざいました。




　ではでは、また次の本で。




　２００７／１／３０

　ＢＧＭ：無し

　ＭＡＣＨＩＮＥ：自作機（ペンティアム４　２．４Ｇｈｚ　メモリ１ＧＢ）
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部




[image: ] 一郎先生／深山和香先生









[image: ]




item/image/p087.jpg





item/image/p041.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p073.jpg





item/image/p228.jpg





item/image/HJ_logo.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		プロローグ



		第一章　潜行と錯綜



		第二章　聖地潜入



		第三章　となりに立つひと



		第四章　最後の天使



		エピローグ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/p333.jpg





item/image/p011.jpg





item/image/k002.jpg





item/image/k001.jpg





item/image/k004.jpg
58—






item/image/k003.jpg
f%lﬂﬂ) Lo %5%73\‘;

r*%m_b« EEwy 5\\\)
E3)) 71;;/ %Bﬁﬁ’&ﬂﬂﬁﬁ\bﬁbé’d‘ "
N

by





item/image/ok.jpg
—PROFILE

m _EB EnEVESS

1998% [RSOVX - D4)b] TTFEa1— REMEIC [RISY IR - TUE
VR TRRUAL - Yvsy ] [EOBRKH. #OR2HE] (EXR77
VHITNE) . [FULPAT - HHTHL (J?:;E ) . [HEEFR
UDxZh] (GAXE) BEARYU—XELHFFD. BT/ NILIv)(UICT
[TI40 - T147] (ASRANEES) sFapEish!!

FIUFNE -o500

BER - A SAMU—5—, BHHETHIVSPECIALICT [HRBIREASEUY

| ZEHF ELERRER. J’E - DEHOVE) A& LyFULRXD
BHFE.

p-

waun,,
2

ey

& \
W1y e

HJX B

TV AR BAL !

20074E3 1 1H  RIMIEAT

HH— I8
HN=4 T A b—— BINRIFR I HILA
RATH TR

RATH—HRR A A — Y X8 T151:0053 HEHERSA KA« K2-158

& ©2007 Ichirou Sakaki J






item/image/p175.jpg





item/image/p251.jpg





item/image/p002.jpg
g8 - BCNK - RIZW





item/image/p001.jpg
TJUVEAGBEFE! 3

HUX E

S






item/image/p287.jpg





item/image/p205.jpg





item/image/gaiji_0001.png





